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この 報告書 は,日 本 自転車振興会か ら競輪

収益の 一部 である機械工業 振興資金 の補助 を

受け て昭和60年 度 に実施 した 「自然言語 の

コン ピュータ解析 用辞書 に関する調査研究 」

の成果 をとりま とめた ものであ ります。
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は じ め に

我 が 国の 産 業 を取 り巻 く国際経 済 環境 は 複雑 化 して きて お り,政 府,産 業 界で

は海 外 の 産 業 経 済 動 向,技 術 動 向等 につ い て迅 速 か つ 正 確 に把 握 す る必要性 が従

来 に も 増 して 高 ま っ てい る。

一 方 ,海 外の 新 聞情 報,文 献情 報等 は 国 際 ネ ッ トワー ク を通 じて即 時 に 入手 可

能 な状 況 に な りつつ あ る。

この よ うな海外 の 自然 言 語 に よる文章 情 報の 蓄積,検 索 利用等 の 需要 が増 大 す

る 中 で,自 然 言語 を対 象 と した コン ピュー タに よる解 析 を正 確 に行 う ニーズ が高

ま っ てい る。

そ の 際 に 必要 に な るの が辞 書 で あ り,解 析 に用 い る辞 書 の 良否 が 解 析 の精 度 を

決定 す る とさえ 言 わ れ てい る。

現 在,自 然 言 語 解 析 の応 用技 術 と して,情 報 の 蓄積 面で は 自動 イ ンデ クシ ング ・

自動 抄録 等 に関 して,ま た,情 報 の利 用 面 では機 械 翻 訳,内 容 検 索,自 然言 語 に

よる質 問応 答等 に関 す る シス テム の研 究 開 発 が諸 機 関 に お いて進 め られ てい る も

の の,解 析 に用 い る辞 書 は諸 機 関 にお け る解 析 手 法,解 析 レベ ル等 の違 い に よ り

各 々異 な っ てお り,シ ス テ ム間 の 相互 利 用 は 不 可能 な状 況 に あ る。

この よ うな背 景 か ら,当 財 団で は,辞 書 の シス テ ム間 相互 利 用 を可 能 とす る こ

とを 目的 に 辞 書 体 系 を整備 し,効 率 的 な辞 書 作成,維 持 体 制等 の 確 立 を図 るべ く,

昭和60年 度 よ り3年 計 画 で,自 然言 語 の コ ン ピュ ー タ解 析用 辞 書 に 関 す る調査

研 究 を実 施 す る こ と と した 。

初 年 度 に 当 る今 年 度 は,海 外 も含 め た辞 書 事 例調 査,そ れ をふ まえ た 辞書 の共

通 要 素,各 種 体 系 に関 す る問 題 点の 抽 出等 を行 った 。 本報 告書 は,そ の成 果 をま

とめ た もの で あ る。

本 報告 書 が,関 心 の あ る 方 々に 広 く利 用 され,今 後 の 自然言 語 処 理 お よ び辞書

研 究 の 向 上 の 一 助 と して 寄 与 で きれ ば幸 い であ る。

最 後 に,本 調 査研 究 に あた って,ご 指 導 ご協 力 い た だ いた 渕委 員 長,石 川 主 査

をは じめ,各 委 員 並 びに関 係各 位 に感謝 の 意 を表 します 。

昭和61年3月
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1.事 業 概 要

1.1目 的 と 背 景

我が国の産業を取 り巻 く国際経済環境は複雑化 してきており,政 府,産 業界では海外の産業経済動

向,技 術動 向等について迅速かつ正確 に把握する必要性が従来に も増 して高 まっている。

一方 ,海 外の新聞情報,文 献情報等 は国際ネ ットワークを通 じて即時 に入手可能な状況 にな りつつ

ある。

この ような海外 の自然言語に よる文章情報の蓄積,検 索利用等の需要が増大 する中で,自 然言語 を

対象 と したコン ピュータに よる解析 を正確 に行 うニーズが高 まっている。

その際に必要 になるのが辞書で あり,解 析 に用い る辞書 の良否が解析の精度 を決定する とさえ言 わ

れてい る。

現在,自 然言語解析 の応用技術 として,情 報 の蓄積面では自動 インデクシング,自 動抄録等に関 し

て,ま た,情 報の利用面では機械翻訳,内 容検 索,自 然言語 に よる質問応答等 に関するシステムの研

究開発 が諸機 関におい て進 められているものの,解 析に用いる辞書 は諸機関におけ る解析手法,解 析

レベル等 の違いに より各 々異 なっており,シ ステ ム間の相互利用は不可能 な状況にある。

従 って,辞 書 のシステム間相互利用 を可能 とす ることを目的 に辞書体系を整備 し,効 率的な辞書 作

成,維 持 体制等の確立 を図 る必要が ある。

1.2事 業 計画 と実 施経 過

(1)事 業 計画

1.1で 述 べた 目的 と背景か ら,本 事業では,60年 度 か ら3カ 年計画 で,各 手法,各 機関 で相

互利用可能 なコン ピュータ解析用辞書の作成,共 同利用等に関 して,以 下の調査研究 を行 う。

〔60年 度 〕

・解析用辞書 に関す る海外 も含めた先進事例調査

・辞書 の相互利用を可能 とす るための辞書 の共通要素を明確化

・解析用辞書 の全体構成,品 詞分類,意 味分類等各種体系について検討

〔61年 度 〕

・解析用辞書整備のための基本構想(辞 書体系,整 備方法,共 同利用等)を 作成

・辞書作成サポー トツールの研究 ・設計
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〔62年 度〕

・辞書作成サポートツールの開発

・限定 した分野における解析用辞書の整備および実用化のための評価

本事業の初年度にあたる本60年 度は,当 協会職員および外部有識者からなる「自然言語解析

用辞書調査委員会 」を設置 して,基 本方針および実施計画等を検討するとともに,「 同専門委員

会」において詳細な調査 および検討を行 うこととした。

なお,海 外の先進事例調査にあたっては,調 査員を欧 ・カナダに派遣 して実施することとした。

② 実施経過

本罐 は・辞静 例の調鄭 力点をおき・委員会起 び専門委鹸 齢 ける調査検孔 国内外

の辞書事例調査 を行い,そ れらの調査結果を元にして,辞 書の共通要素の明確化,辞 書作成 ・運

用などの辞書体系検討のための問題点の抽出を試みた。

なお,海 外調査については石川徹也専門委員会主査を調査員として派遣 して実施 し,国 内事例

調査については,ア ンクー ト,ヒ ア リングにより調査を実施 した。

本年度の調査研究実施経過の概要を表1-1に 示す。
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表1-1 調査研究実施経 過

委員会 回 開催日 議 事

本委員会 1 60.7.4 ① 委員紹介
② 事業計画の検討

2 60.12.19 ① 調査研究の実施経過
② 内外事例調査の実施状況報告

③ 昭和60年 度報告書の骨子

3 61.3.10 ① 昭和60年 度調査研究報告書(案)の 検討

専門委員会 1 60.7.22 ① 委員紹介
② 調査研究計画
③ 調査研究方針

2 60.9.4 ① ヒアリング(東 京都立大教授 忍足 欣四郎氏)
【冊子体辞書の歴史と編纂方法 】
定義,歴 史,種 類,語 義分析等について,主 として冊

子体辞書の作成経験をまじえて解説。

② 調査事例の選択

3 60.9.26 ① ヒア リング(ICOT研 究所室長 横井 俊夫氏)

【ICOTに おけ る辞書研究 】

ICOTに おける先進的かつ本格的電子化辞書の研究に
ついて,主 として推進体制面 か ら解説。

② 調査項 目の検討

60.10.12～60.10.27海 外 調 査 の実 施

60.10.26～61.2.17国 内 事 例 調 査 の 実 施

4 60.11.11 ① ヒアリング(電 力中央研究所 寺野 隆雄氏)
【機械翻訳システムの評価 と使用法 】
電中研で行った機械翻訳システムの評価実験の紹介 と
その結果に基づき使用法を解説 し,専 門語辞書の重要

性 に言及。

② 海外調査概要報告(石 川徹也 主査)

5 60.12.5 ① 国内事例調査進捗報告
② 昭和60年 度報告書構成(素 案)の 検討

6 61.1.20 事例調査結果(表)に 基づ く検討

7 61.2.3 事例調査結果(ま とめ)に 基づく検討

8 61.2.24 報告書素稿の検討

9 61.3.6 〃

10 61。3.7 〃

11 61.3.10 昭和60年 度調査研究報告書(案)の 検討
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1.3調 査 研 究 成 果 の概 要

1.3.t本 報 告書の構成

本報告書 は,8つ の章 と資料編 か ら成 っている。

第1章 は,本 事業の概要 を述べた ものであb,各 車 の要約 も述べ られている。

第2章 は,自 然言語解析用辞書 とそ の共用の必要性 について述べ られている。(文 責 横山晶一)

第3章 は,自 然言語処理系 における辞書の位置づけ,tsよ び 自然言語解析の各 フ ェーズ における辞

書 の利用につ き概観 している。(文 責 中瀬純夫)

第4章 は,自 然言語解析用辞書 を広義に とらえて,機 械可読辞書(MRD:MachineReadable

Dictionary)の 内外 の事例 について調:査 した,そ の概要 と調査結果が述べ られてい る。(文 責

4、2,4。3石 川徹也)

第5章 は,自 然言語解析用辞書 を,目 的,利 用形態,規 模.記 述項 目の種類,記 述 内容 ・方法,作

成形 態等の分類基準 により辞書作成 について考察 した ものである。(文 責 田中裕一)

第6章 は,自 然言語解析用辞書の共用可能性の観点 か ら,英 語 と日本語の辞書項 目の記述範囲につ

いて考察 した ものである。(文 責6.1,62荻 野 網男,6.3村 木 新次郎)

第7章 は,自 然言語解析用辞書の共用 について運用 の立場 か ら考察 した もので ある。

(文責 木南 公統司)

第8章 は,以 上の調査研究成果 をふまえて,今 後 さらに検討 を要す る主 な課題 を挙げ,そ れ らの解

決 のための方策 について述 べてい る。

資料編は,専 門委員会における講演の概要をまとめた資料1～3と,国 内事例 調査で用いたアンケ

ー ト調査票(資 料4)よ り成 っている
。

なお,本 報告書全体 を通 じて,特 に ことわ りのない限 り「辞書 」とはコンピュータで読 むことの出

来 る形態の辞書,い わゆる機械 可読辞書(MRD:MachineReadableDictionary)を 指す。

電子化辞書 も機械可読辞書 と同義 であるが,固 有名詞的用法を除いて本報告書の中では機械可読辞

書 と呼ぶこととした。

国語辞典などの通常の本 の形態の辞書 は 「冊子体辞書 」と称 してい る。

また,機 械可読辞書 の中で も,本 調査研究 の対象 である「自然言語 を対象 としたコン ピュー タに よ

る解析 に用 いるための辞書 」を略 して 「自然言語 コン ピュータ解析用辞書 」あるいは 「自然言語 解析

用辞書 」と称 してい る。

1.3.2調 査研究成果の概要

ここでは,第2章 から第7章 までの内容を要約 して載せ,本 調査研究 の昭和60年 度 調 査研究成果
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の概要を把握 しうる ように した。

(1)自 然 言語 コンビュー一夕ne析 用 辞書 の必要性(2章)

情報量が著 しく増 大 した現代 では,自 然言語をコンピュー タで解析処理 して人間の負担 を軽減

す ることが求め られている。そのために も,こ の ような処理のベ ース とな るべき解析用辞書の充

実が望 まれ る。 しか しなが らこれには膨大な費用 と人手 がかか るので,共 用化す ることに よって

コス トの軽減 をはか ることが望 ましい。

2章 では,共 用 の必要性 と,そ の際に生 じる種々の問題点 について検討 した。問題点には,コ

ー ド体系,フ ァイル形態,作 る立場 と使 う立場,対 象言語 や語彙,文 法な どさまざまなレベル が

あり,そ の内容 もそ れぞれ大 きく異 なってい る。 これ ら各々の問題点 のポイン トを指摘 した。

最後に,辞 書 を作 るための環境について触れた。共用化 をめ ざした最近の動 きについて も述べ

た。また,辞 書 共用 化を進め る上で不可欠であるソフ トウ ェアの充実 や,ひ とまず辞書 が完成 し

た後 のメンテナンスの問題について も述べた。

② 自然言語解析vak・ け る辞書(3章)

① 自然言 語処理系の構成要 素 としての辞書 に関 して,ア ル ゴ リズ ム,規 則,辞 書の統合体の中

で,辞 書は各様 に規定 されていることから,辞 書の共用化は,ア ル ゴ リズム(さ らには規則)

の普遍化の観点 に もとつ くことが必須 であることを述 べた。

② 自然言語解析の各フ ェーズにおけ る辞書 に関 して,以 下の とおり述べた。

切 形態素解析

語 の認定 お よび形態素 レベルでの各種個別処理のための辞 書データについてふれている。

儲)統 語論的解析

表層構造のcontextfreeruleに よる解析声 よびそれ より深い構造 におけるselec-

tiverestrictionに よる評価におけぬ問題 に,主 に焦点をあてて述べてい る。

自然言語解析用辞書のための努力のほ とん どは,こ の レベル とよリァプ リケーシ ・ン依存

のレベル との内容に費 やされる。

(ウ)意 味論的解析

辞書に おける意味 記述 の形式化 は,い まだ実用段階 を展望で きる状況 にはないが,本 格的

な試行 を開始すべ き重要 な課題 である。

国 外部辞書

自然言語処理系の開発運用のための素材,ツ ール と しての外部辞書データの重要性。

自然言語処理系 のヒ ューマン ・インタフ ェースにおける各種外部辞書利用機能の重要性 。

(3)機 械 可読辞書の調査(4章)

① 調査項 目

機械可読辞書 について以下に示す調査項 目を設定 して,海 外,国 内における辞書事例 の調査
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を実施 した。

表1-2調 査 対 象 辞 書 に関す る調 査 項 目(表4-1と 同 じ)

① 各 プロジ ェク トに おける機械 可読辞書 の種類 及びシステ ムの種類,及 び各システムの

機能概要(機 能図)

② 機械 可読辞書 のデ ータ項 目,及 び各データ項 目の機能 ・目的(シ ステムとの関連)

③ 各データ項 目のデータフォーマ ット(各 データ項 目の記述形式)

④ 機械可読辞書のフ ァイル フ ォーマ ット,及 び各デ ータ項 目間の論理構造

⑤ 現時点での単語収録件数,及 び収録語の種類,及 びそれぞれの 目的

⑥ 各データ項 目の内容 構成

【例 】・見 出 し語 に対す る収録語の種類
・品詞分類

・意味マーカ,及 びそ の体系

・格 フレーム,及 びそ の体 系

⑦ 機械 可読辞書作成上のデータエン トリー ・ルール(辞 書作成マニュアル,及 びサンプル)

⑧ 機械可読辞書管理 システムの機能概要(機 能図)

⑨ 機械可読辞書の作成,及 びメンテナンス体制

・体制 ・方法

・人数 ・資質

・経費

⑩ 他 プロジ ェク ト,及 びシステム との共用使用 にあた り,辞 書作成,及 びメンテナンス を

行 ってい く上での考慮すべ き点

⑪ システムの利用における利 用者側の機械可読辞書の操作 可能部分 と操作方法

・利用者メンテナンス可能部分,シ ステム側 メンテナンス部分

⑫ 提供可能性,及 び提供方法

⑬ 関連資料,参 考文献

② 海外調査 の要約

前述 の目的のために1980年10月13日 か ら10月27日 にかけて表1-3に 示 す9機

関 を訪問 し調査 を行 った。

以 下に辞書事例 の海外 調査概略 を記す。
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A.西 ドイツ情報 ドキ ュメンテーシ ョン研究所(GID)

・西 ドイツにおい ては,国 レベルの,ま た自然言語処理用 の統一的な機械可読辞書(以 下,

MRD:MachineReadableDictionaryと す る)の 開発 プロジ ェク トは現在の とこ

ろない との こと。西 ドイツにおいては,主 に,自 動翻訳 システ ムの研究 ・開発プロジェク

トに必要 とす るMRDが プ ロジ ェク ト単位で作成 されてい る。

・GIDの 概 観

GID(英 語 名:SocietyforInformationandDocumentation)自 身 は西

ドイツ政府 の情報政策 を具体的 にプランニングす る機関 であり,1977年 に設立 された

政府機関。

主 な活動 内容は以下の とおり。

1)情 報 システ ムに関す る研究 ・開発

2)技 術 サー ビス

3)専 門知識の提供 お よび専門家の派遣

4)情 報 科学 お よび情報活動 に関す る情報サー ビス

5)情 報 お よび ドキ ュメンテーシ ・ン活動機関 およびGIDの メンバ ー機関へのコンサ7V

テ ィング ・サー ビス

6)州 お よび連邦政府 の研究 プロジ ェク トの管理

7)国 内tsよ び 国外機関 との調整窓 口

B.GID以 外 の機関におけるMRD構 築 プ ロジェク ト

今回訪 問調査 を行 った9機 関につい て,GIDを 除 き,MRD構 築 プロジェク トの 目的 を,

以 下の2つ に類別 で きるのではないか と認識 した。

1)自 動 翻訳用MRD

ザ ー ルラン ド大学,ジ ュトゥットガル ト大学,EC翻 訳 センター

2)広 い意味 での 自然言語研究支援ツール

ボン大学,西 ドイツ言語研究所,INFOTERM,ピ サ大学,ウ ォータルー大学

自動翻訳用 のMRD化 の研究 ・開発は,目 的語の同定 について,例 えば 日英翻訳の よ うに

まった く語形 の異な りがないわけ ではないだけに,語 根の対関係の明確化 と,語 尾 を中心 に

研究 がな されてい る印象 を受けた。それに対 して,特 に,ピ サ 大学,お よび ウォ一夕ルー

大学の プロジ ェク トでは,MRDか ら,い かに知識データベース化 を図るか,と い う研究 が

開始 された ところで ある ように見受け られた。

C.海 外 調査 を終え ての感想

1)自 動 翻訳用MRDに ついては,国 レベルのMuプ ロジ ェク ト,あ るいは企業等の プロジ

ェク トで研究が推進 されている。
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表1-3 自然言語解析用辞書 海外調査 訪問機関一覧

.% 機 関 名 訪 問 相 手 国

1. 西 ドイツ情報 ドキ ュメンテーシぷン研究所
・・

DieterMonch(国 際 部 部 長)

GID(Gesellschaftfur 西 ドイツ

InformationundDokumen一

tationMBH)

2. ボン大学 コミュニクーシ・ン・音声研究所 WinfriedLenders 西 ドイツ

IKP(InstitutefurKommuni一 (IKP所 長,言 語学部教授)

cationsforschungllnd JanBrustkern(IKP研 究、邑・■
PhonetikderUniversitat Lenders教 授 の 助 手)

Bonn)

3. ザール ラン ド大学 HaraldH.Zimmermann 西 ドイツ■■
UniversitatdesSaarlandes (情報科学科 教授)

KrishnaSharma

(情報科学科 教授)
EdithKroupa(情 報 科 学 科

博士課程 女子学生)

4. シ ュ ト ゥ ッ トガ ル ト大 学 羽中田 賢治 教授( 西 ドイツ

UniversitぎtStuttgart, ・●
InstitutefurInformatik

5. 西 ドイツ言語研究所 ■◆
IDS(TheInstitutefur

WolfgangTeubert(GID冨11所 長)

KlausWothke(研 究 員)

西 ドイツ

DeutsheSprache) 在間 進(東 京外国語大学
ドイツ語学科 助教授)

6. EC翻 訳 センター MiehelLebrun(ECATマ ネ ジ ャ』一) ルクセン

ECAT(EuropeanCenterfor Cay-HolgerSto11 ブル グ

AutomaticTranslation) (マネ ー ジン グ デ ィレク ター)
'

7 国際用語学情報センター ChristianGalinski(副 所長) オ ー ス ト

INFOTERM リア

(InternationalInformation

CenterforTerminology)

8, ピサ大学 NicolettaGalzolari イ タ リア

UDiversityofPisa, (言語学科 助教授)
DepartmentofLinguistic AntonioZampolli

(言語学科 教授)

9, ウ ォ 一 夕 ル ー 大 学 GayleJohannesen カナ ダ

CenterfortheNew・Oxford (事務長 女性)
EnglishDictionary J.Stubbs(Univ.OxfordPress

のOED編 集部からの出向)

F.WTompa(計 算機 学科 助教授)

2)西 ドイツ言語研究所 の ような国語研究のためには,国 立国語研究 所が研究を推進 してい

る。

3)INFOTERMの よ うなTermin-10gyに つ いては,JIS用 語 あるいは,シ リ

ーラスの構築 の中で推進 されている と考 える。
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以 上の ように考える と,残 るテーマ として次 の ような ことがあると考 えた。

1)EURODICAUTOMの よ うに,1つ の プロジ ェク トでは人的 に も,資 金的に も,

時間的に も成 し得ないMRDを 国 の レベルで開発 してい くことが大切 である。

2)ピ サ大学,お よび ウォ一夕ルー大学 の構想 の ように,冊 子体 レベルのMRDか ら,知 識

データベース化 を図る研究 をする必要 がある。

特 に,前 者 の1)の レベルについては,国 レベル のプロジ ェク トとして構築 を推進す

ることが大切で あると思えた。後者の2)の レ・ベルについては,一 つのプロジ ェク トで研

究 をス ター トさせ る必要 があると思えた。

③ 国内調査の要約

国内調 査はアンケー ト調査 とヒア リング調査 がおこなわれた(44)。 ア ンケー ト調査は,

昭和60年11月26日 よ り昭和61年2月17日 まで,24機 関26辞 書 について実施 され,

19の 辞 書 についてアンケー トの回答 をよせていただいた(表1-4)。 アンケー トの内容に

は,先 端 的色彩が強 く研究開発上の機密に属す る事項が多 く含 まれてお り,回 答に際 して,企

業戦略上,研 究開発上,公 表可能 な範囲で協力 をお願 い した。 この結果 は,ア ンクー ト調査 の

結果(4.5.1)に ま とめ られ ている。'また,ア ンケー ト調査の結果 を補 うべ くヒア リング調査

が おこなわれた。 ヒア リング調査 の訪問先は,シ ス トラン㈱,国 際電信電話㈱ ㈱東洋情報 シ

ステム,九 州大学吉 田将教授,福 岡大学 首藤公昭教授である。 この結果については,ヒ ア リン

グ調査の結果(4.5.2)に ま とめ られてい る。

表1-4ア ン ケ ー トの回収 状況 一 覧

分類 機械可読辞書
機械可読

辞書の略称
調 査 対 象 機 関

アンケー ト

回収状況

一般辞書 (1噺明解国語辞典(三省堂) 新明解 工業技術院電子技術総合研究所 回収

②学研国語辞典(学 研) 学研 θ 日本電子工業振興協会 回収できず

(3)ニ ューコ ンサ イス英 刑辞 典 コ ン サ イ ス 京都大学 回収

(4)Longman LDOCE 京都大学 回収

専門辞書 ⑤IP電 子 辞典 シ リーズ インタープレス ㈱ インタープレス社 回収

16)ISO用 語 フ ァイ ル ISO 財 日本規格協会 回収できず

(7)学術 用語フ ァイル 学術用語 文部省 回収できず

(8庵 字林 電字林 ㈱東洋情報システム 回収
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表1-4 ア ン ケー トの回収状況一覧(つ づき)

分類

目的辞書

(商用/

実験)機
械翻訳シ
ステムの

辞書

機械可読辞書

(9)Mu機 械 翻訳 プロジェク ト

⑩ICOT電 子辞書システム

⑪日本語基本動詞辞書

a2)JICSTシ ソ ー ラス

㈹情報検索用辞書

00JAPIOシ ソbU－ラス

as)PIVOT,/VENUS

a6)ATLAS-1(薬 日)

ATLAS－ 皿(日 英)

⑰TAURAS(薬 日)

⑱ ミデ ィア ム パ ック ・マ イ

ク ロパ ック

ag)tu械翻 訳システム

⑳ATHEN凪/E
ATHEN凪/J

閻 日英機械翻訳システム

勃機関翻訳システムSHALT

?3)SYSTRAN

⑳VALANTINE,KATE

㈱LUTE

捌機械翻訳システム

機械可読

辞書の略称

Mu

ICOT

IPA

JICST

JICST

JAPIO

日電

富士通

東芝

ブラビス

シ ャ ー フ

日立

三菱

日本IBM

シ ス トラ ン

KDD

NTT

沖電気

調:査 対 象 機 関

科学技術庁

助新世代 コン ピュータ技術開

発機構(ICOT)

協会(IPA)

日本科学技術情報センター

日本科学技術情報センター

1財)酬 青報機構(JAPIO)

日本電気㈱

富士通㈱

㈱東芝総合研究所

㈱ プ ラ ビス ・インターナ ショナル

シ ャ ー フ

㈱日立製作所システム開発研究所

三菱電機㈱

日本IBM㈱

シス トラン㈱

国際電信電話㈱

日本電信電話㈱

沖電気工業㈱

アンケー ト

回収状況

回収

回収

回収

回収できず

回収できず

回収

回収

回収

回収

回収

回収できず

回収

回収できず

回収

回収

回収

回収

回収

(4)自 然言語解析用辞書作成の現状(5章)

共用性という観点から見た自然言語解析用辞書の作成に関わる問題点を扱 う。

辞書が依拠する文法の理論や解析のアルゴリズムは共用性に対する障害になる。辞書の記述に

おいては特定の文法理論に拠 らざるを得ない部分が相当あるが,そ こでは十分一般性のある理論
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を選択 しなければな らない。 またデ ータ構造,デ ータの表現 も特定 のアルゴ リズ ムによらない も

のを考慮す る必要 がある。

作成形態 として,冊 子体 の辞書 を機械可読の形式 に変換 する試みが多 くなされているが,人 間

が読む ことを想定 して記述 された情報 を機械 が利 用する ことは難 しい。む しろ,執 筆者等 の開発体

制は冊子体辞書 と同 じに して,最 初か ら機械可読用の仕様,内 容 に基 づいて開発するほ うが良い。

意味論的,語 用論 的情報につい ては,現 在各所で実験的 に研究 が進め られている状態で あり,大

規模な汎用機械可読辞書 に取 り入れ ることには問題があろ うが,こ れを扱 お うとする試み もある。

㈲ 自然言語 解析用辞書 の記述範囲(6章)

① 自然言語解析用辞書の全体像

応用システ ムと して其 日機械翻訳 を考 え,英 語辞書 ・日本語辞書両方についてあるべき姿 を

考 える。 自然言語解析用辞書 は,固 有名詞や複合語 を含めて規模(収 録範 囲)が 数十万語 レベ

ルにな り,次 の ような辞書項 目を含 む。

ID情 報:見 出 し ・一連番号など

形態情報:表 記 ・語形変化(動 詞の活用 など)

統 語情報:品 詞 ・共起す るもの ・連語(慣 用句 ・イデ ィオム)

意 味情報:訳 語 ・関連語(上 位語 ・類義語 ・反対語,将 来の課題 として全体部分関係 な ど)

② 共用可能 な辞書項目の範囲(英 語)

応 用システ ムごとのアルゴ リズムの違い,文 法の不完全性(言 語の記述 の不完全性),文 法

との関連 といった問題 があるので,共 用辞書 とい う考 え方は あま り有効 でない。一応 「事実に

即 して明示的 に記述 する」とい う方針 で,共 用辞書 について考 える。

1)品 詞:下 位分類 は しない。その理 由は,下 位分類 の基準 がわか らないだけでな く,下 位分

類 をす ると「多品詞 」語の増大 と品詞のカテゴ リー数の増大に よって全体 が見通せな くなる

か らで ある。

2)共 起 関係:動 詞の場合は,文 型パ ターン ・主語や 目的語に あらわれる名詞 ・副詞語句 ・前

置詞句。名詞 の場合は冠詞(countableかuneountableか)・ 形 容詞 ・その名詞 を修飾

する名詞 。形容詞の場合は,そ れを修飾する副詞。

3)連 語:構 文情報(全 体の品詞 と個 々の構成要素の品詞 ・連語世一結合の強 さ ・構成要素 の

置換性 な ど)・ 意味情報(関 連語な ど)・ 連語 でない通常の意味での用法 もあるか…。

4)意 味 マー カー:共 用辞書 には意味 マーカーを含め るべきではない。 とい うのは,意 味 マー

カーの利用方法 ・目的が多様で,設 定の基準がない上に,意 味マーカーでは意味を明示的 に

記述す るのに粗す ぎるか らである。

③ 共用可能な辞書項 目の範囲(日 本語)

辞 書の記述 内容 は,文 法理論に依存する部分があ り,汎 用の辞書 を求 めるのは容易 なことで
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はない。本報告では,基 本語彙の記述 をめ ぐって問題 となる項 目に限ってとりあげた。

見出 し語 につい ては,単 語の認定,合 成語の扱い,表 記の多様性 などの問題 がある。見 出 し

語 を下位区分する際,語 彙的意味 の差異だけでな く,文 法的な特徴 に も充分考慮 されなければ

な らない。意味 記述の用語 の限定,記 述方法の統一が達成 されるな ら機械 処理 にとって有効で

ある。上位語,下 位語,類 義語,反 義語 な どの関連語 を記述す るのは当然 であるが,シ ソーラ

ス と百科事典的な情報は,日 常語基本語の場 合,分 類 や記述の範囲が明確 とな りに くい。文法

情報 と しては,語 形変化(広 義),形 態 論的カテゴ リー,支 配語 に よる語結合のパ ターンの記

述 は必須 であろ う。 これに加えて,文 体 に関す る情報,慣 用表現 も登録 されなければな らない。

㈲ 自然言語解析用辞書 の運用(7章)

言 葉を扱 うシステムの研究 ・開発 に あたっては,ま ず何 らかの形 で自然言語解析用の辞書 を用

意 しなければな らない。 この ような とき,既 存の電子化辞書 を元 に して 目的 の辞書作 りができれ

ば,開 発費用 ・期間 お よび労力 の短縮 ができる。 このためには関係す る専門家 あるいは諸機関に

よる辞書共用化のための協調体制が不可欠であ り,か つ行政か らの支援 が望 まれる。

一方 ,ユ ーザが適用 シス テム上で辞書 を運用 してい く上では,辞 書 の提供側 との協調 体制,辞

書編集手順標準マニ ュアルの整備,辞 書編集機能,専 門家に よる技術支援 などを考慮 し適切 な運

用体制 の確立 が必要 である。 また,従 来,辞 書データベースの管理に汎 用のデータベース管理シ

ステムが採 用されてい る例 が多いが,今 後は辞書の管理に適 し,ア クセス効率 や運用上 の容易性

の高い辞書専用のデ ータベース管理 システムの開発 が望 まれる。
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2自 然言語解析用辞書の必要性

2.1辞 書 の共 用の 必 要 性

「情報化社会 」とい う言葉が言われ,情 報 とい うものが我々に とって欠 くべか らざるものにな って

久 しいが,最 近では逆 に情報の過 剰,氾 濫が問題 にされるほど情報 の量そ の ものが増大 する傾 向に あ

る。 この ような膨大な情報 の中か ら,必 要な時 に必要な情報 を的確 に取 り出す ことは非常に重要で有

益 である。そのためには,デ ータベースの構築な ども重要であるが,デ ータの多 くを占める自然言語

をコンピュータ○上で扱える ことが望ま しい。また,デ ータの管理,運 営な ども自然言語を基本入出

力 とす るシステム上で行 うことができれば,ユ ーザにな じみやすいシステムになると考 えられる。

この ような 自然言語処理 システ ムの重要性は早 くか ら指摘 され,様 々なシステムが研究,開 発 され

て きた。現在話題 となっている機械翻訳,自 動抄録,デ ータベ ース検索 などのシステム も,広 い意味

での自然言語処理 システ ムと見 なす ことができる。

自然言語処理その ものの内部 を見た場合,構 文解析,意 味解析,文 脈解析 など,自 然言語その もの

を扱 うためのアル ゴ リズ ムを研究す ることも重要で あるが,シ ステムの実用化 とい うことに着 目した

場合には,自 然言語の解析(上 に挙げた ような様 々なレベルでの)を 支援す るための辞書が重要 にな

って くる。 これ らの辞書は,研 究 レベルか ら既 に システムの 性能に影響 を与 えるだけではな く,実

用 レベルでは,拡 張,変 更が容易 に行 えるような ものが望 まれる。 また,辞 書 その ものの開発にはか

な りのコス トがかか る。 これ までの多 くの自然言語処理システムにおいては,ほ とん どの場 合,こ れ

らの辞書はシステムに依存す る形 で作 られてきた。従ってシステムの開発 が終 了 した時点で,こ れ ら

の辞書 も他 に用い られる ことな く放棄 される例が しば しば見受け られ る。

一方 ,自 然言語処理システム用 に開発 されている辞書 とは別に,市 販 されてい る冊子体辞書 を電子

化する例 も幾つか見 られ る。 この ような辞書 は,い わゆる「電子化辞書 」として,冊 子体辞書 を使 用

するの と全 く同 じ操 作 を コ ン ピ ュー タ の端末から行 って普通 の意味での辞書 として使用で きるこ

とは もちろんであるが,自 然'言語処理シ ステムその ものへの寄与 もはか りしれない ものが ある。 まず

見 出 し語その ものを自然言語解析用辞書 のエン トリとして使用する ことがで きる し,見 出し語の数 も

豊富で ある。 さらに一国語 の辞書(国 語辞典,其 其辞典 など)の 場 合は,語 釈 の部分 を解析する こと

に よって,意 味解析 などに役立 てる ことができる し,二 国間辞書では,機 械翻訳の様々な レベル での

利用が考 え られる。また,そ の他 に も個 々の辞書 を見 ると,も っと細 かいレベル での利用 も可能 であ

る。た とえば国語辞典 では カナ漢字変換 や漢字カナ変換(い わゆる読 み方)に 使 うこともで きる し,

ア クセ ン トを付 した辞書 ではそ れを用いて音声 出力の改 良を行 うことも考 え られる。英和や英葉群典
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の場 合には,発 音部分 を同 じような用途 に使用 できる し,和 英辞典 の場 合には見 出 し語部分 を使 うと

国語辞典 と同様の使い方 がで きる。 これ らの辞書 を組み合わせ るとさ らに種 々D利 用法が生 まれて く

るか もしれない。 ここに述べた ような意味 での電子化辞書 は,著 作権 などの問題 もあって二重,三 重

に作 られる ことは少ないが,逆 に著作権がネ ックになって公開 されない とか,使 用 の際に様々な制限

がつけ られている もの も多い。

以上の ような2つ の意味での辞書は,現 状では どち らも種々のメー カ,研 究所 などに よって独 自に

開発 されている。従 ってこれ らの辞書 の相互利用の可能性 を考 えることは,辞 書開発 に伴 う労力,コ

ス トの軽減に役立つ もの と考 え られ る。

2.2辞 書 共 用の レベル と問題 点

辞書システムの相互利用 とい う観点 か ら考 える と,そ こには種々のレベルがあ り,ま た様 々な困難

な問題がある。以下ではそ の ような レベル,問 題点 を指摘 してみたい。

(Dコ ー ド体系

最 も原始的な レベル では コー ドの問題がある。アルフ ァベ ットの レベル で も,現 状 ではASC

II,EBCDIC,BCDが 混在 している(EBCDICに は英小文字の部分 にカナコー ドを

入れた もの もある)。 日本語 のレベルでは,JISコ ー ド体系 が規準 となってそれ との互換性 を

もつシステ ムが多 くな りつつある ものの,実 際のコンビ=一 夕上 ではJIS設 定 以前か らの様々

なコー ド体系が存在 して,デ ータの相互利用を妨げ る一因 となっている ことは否定 できない。 ま

たJISコ ー ド体系の性質 か ら,そ のままではASCII,EBCDICな ど と混在 できないの

で,各 バイ ト(JISコ ー ドは2バ イ トで一組 にな って一つの漢字 を表 わすが,各 バ イ トの うち

で実際 に使用 されてい るのは下の7ビ ットである)の 最上位 の1ビ ットを1に したいわゆる 「シ

フ トJIS」 コー ドを使 用 してい るコンビ=一 夕 も多い。 これな らASCIIと は コー ドの重な

りを防げるので混在が可能 であるが,EBCD.ICと 混 在させ るためには コー ドの変 わ り日ごと

に印を入 れる必要 がある。 この手順 もJISに 規 定 され ているが,字 種変更 ごとに3バ イ ト必要

なので必 ず しもす べ ての コ ン ピ ュー タが この手順 に従 っている訳 ではない。 さらに,英 語や

日本語以外 の言語 を扱 お うとす ると問題は もっ と厄介 にな る。 ロシア文字,ギ リシャ文 字につい

てはJISに 含 まれてい るので 日本語 と同 じように取 り扱 うことがで きるが,ヨ ー ロッパ系 の言

語 をとって も,フ ランス語 のアクサンやセデ ィーユ,ド イツ語の ウム ラウ ト,ス ペイン語 の疑問

符や感嘆符の取 り扱いな ど細 かい点では問題 も多い。その他 の系統の言語になる と問題は もっと

複雑になる。た とえばハングル は字数 だけか らみる とかな り多いが,一 つ一つの要素 に分解 する

とバ リエーシ ・ンはかな り少 な くな る。似 た ような言語 はまだ他 にもある。またア ラビア語系 の

言語の ように右か ら左へつづる ものは表示の ときの工夫 も合わせ て必要 にな る。 この ようないろ
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い うな言語 を混在 して表示する場合には各 々 の言語 の変 わ り目で適 当 な コー ドを入 れて扱 う

ことになるで あろ うが,そ の際には ソフ トウ ェア的な手 だてが重要 にな る。

② フ ァイル形態

コンピュータ内部 の問題 としては,フ ァイルの形態の問題 がある。辞書 データは多 くの場合,

容 量的に見 て,デ ィスクや磁気テ ープな どの媒体に格納 されてい ることが多いが,現 状では これ

らの媒体 の内容は コン ピュータシステムに依存 してお り,他 システムに移行 しよラとする と,フ

ァイル形態その ものが異 なってい て困難 である ことが多い。 ここまでの低 レベルの話は,多 く小

さな問題 として片付 け られが ちであるが,実 際に使用する際に意外 にコス トがかかる ものである。

広 い意味 での辞書作成サポー トツール では,こ の あた りの ソフ トウェアの充実 まで考慮す る必要

が あると思われ る。 また,最 近の コン ピュータ間の通信の発達か ら,オ ン ラインで異なる形態 の

データのやりとりが容易に行 われ るようになれば,ハ ー ドウェアやフ ァームウ ェアのレベルで こ

れ らの問題が解決 され る可能性 もある。

(3)作 る立場 と使 う立場

辞書 を作る立場 と使 う立場(現 在 までは同 じことが多いが,相 互利用す るとい う観点か ら見 た

場合には分 かれ る可能性 がある)か ら見た場合には,ま たそれぞれの問題点が ある。 どちらの立

場か ら見 ても使い易 さとかメンテナンスの しやすさを考慮することは もちろんであるが,し ば し

ば両者 で立場の違いが出て くる場 合がある。た とえば作 る側 と してはオ リジナル な形 を改変 され

ることは恐 らくあま り好 まないで あろ うが,逆 に使 う側 としては,自 分 に合 った形に辞書 を変形

したい場 合が多い。 また辞書 の一部分のみを抽出 してそれを適 当に組 み合 わせた り,複 数の辞書

を自分の都合のいい よ うに結 合 して使用 したい こともある。 この ように した時の辞書 のバージ ・

ンア ップ,メ ンテナ ンス をど うするか,ま たファイルの仕分けな どの問題点 も多い。

また,使 う側 か ら見 た場合,ど の ような形態で使用するか も問題にな り,そ れが作 る側の態度

に影響 を与え ることもある。た とえば辞書 を機械翻訳に使 う場 合で も,一 度プ ログラムがスター

トした ら途中でユーザの介入 を許 さず に終 わ りまで走 るや り方(バ ッチ処理に近い)と,コ ン ピ

ュータとユーザ がデ ィス プレイ端末 を介 するな どして常にインタ ラクテ ィブに対話 しなが ら処理

を進 めてい くや り方 とでは,辞 書の使い方 が異なるのは もちろん,元 の辞書 の作 りその ものが違

っている必要 がある。デ ィス プレイ端末 も,大 型 コンピュータに接続 しているか,ワ ークステ ー

シ ・ンにつながっているか,後 者の場合はワークステーシ ・ン同士,ワ ークステ ーシ ・ン と大型

コン ピュータ間 でのネ ットワークな どの通信手段があるかによって辞書 の形 に影響を与える こと

はあ りうる。

(4)対 象言語,語 彙

対象 とする言語 に よって も項 目の設定,フ ァイル形態,使 用す るコー ドな どが違 って くること

が考 え られる。品詞分類 を例 に とれば,英 語 の辞書には冠詞,前 置詞な どの項 目は あって も日本
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語にはない し,日 本語の助詞,連 体詞は英語 にはない。 ドイツ語の分離動詞,格 変化 は英語や日

本語 にはない し,ヨ ーロッパ系言語の男性,女 性名詞な どは英語 では一般的 でない。 また,そ も

そ も品詞分類 自体 に種々の ものが あり,言 語学では常 に活発 な議論の対象 とな るところである。

た とえば 日本語 では,形 容動詞 とい うカテ ゴリを認 めるか どうかは常に問題 にされてお り,冊 子

体辞書 では このカテゴ リを採用 していない もの もある。 また,名 詞 の中でサ行変格活用 をする,

い わゆるサ変名詞 は,英 語 の動名詞の ように動詞 と名詞の両方 の側面 を持 っている上に語の数 も

多いのでその取 り扱いには注意 を要す る。その他 の言語になれば,す でに述べたコー ド体系やフ

ォン トの問題 ももちろんであるが,そ もそ も文法について基本的な事柄す ら明 らかになっていな

い言語 が多いな ど,さ らにまた種 々の問題が生 じる。

分野に よって も語彙のセ ットは異 なる。 もちろんそ の言語 を用い る場合に最小限必要 な基本語

彙 といった ものは存在す るであろ う。 しか しなが ら同 じ語(こ れは基本語彙の場 合でも起 こりう

る)で も分野に よって意味の異な る使い方 をすることがある。 これは電気工学,情 報処理な ど,

あ る程度分野を絞 りこんで もかな らず起 こることである。分野 を絞 りこむ と,こ んどは専門用語

の取 り扱 いを しなければな らない。専門用語の場合には,語 の登録,収 集 も労力を要するが,そ

の他 にも,専 門用語 としては よく出て くる長い複合語(多 くは名詞 であるが)を どう扱 うか,ど

の程度 までそ うい った複合語 を認めるかとい うことも考 えなければな らない。一つの語で多 くの

意味,使 い方 をする多義語の場合には使用頻度を考慮 した辞書構成 も必要 であろ う。 また最近 の

ワー ドプロセ ッサの一部 に使 われ ているように,処 理の際 に使われる頻度 に よって優先度 が変化

するような,い わ ゆる 「学習 」機能を持たせ ることも必要 にな って くるで あろ う。

⑤ 文法

一方 ,文 法的な ことを考 えた場合,そ の用途に よって当然の ことなが ら辞書作 りの形態 も異な

ってくる。上 に述べた ような,言 語の違い も関係 するが,文 法 レベル の違 い も大 きい。形態素 レ

ベル,構 文解析 レベル,意 味解析 レベル,文 脈 レベル と,各 段階に応 じて,辞 書 の形態は異 なっ

た ものにな らざるをえない。機械翻訳の場合には これ に加えて二国間辞書,あ るいは中間言語形

式をとった場合 には中間言語 との間の辞書が必要 になろ う。さ らに問題 を複雑 に しているのは,

確立 した文法形式 が定 まっていないために,各 々の レベ ル で も,そ の方 式 に よって辞書の形

が異 なって くるとい うことである。た とえば,格 文法で意味素性 を記述 する場合 を考えてみると,

同 じ格文法 とい って も意味素性 の名前や項 目の数 が違 う。同 じ事柄 を表 わすのであれば名 前の差

異には目をつぶ ると して も,同 じ語が全 く違 うカテ ゴ リに分 類 され た り しては混乱 を招 くで

あろう。逆 にカテ ゴ リ名 が同 じで も文法理論 に よって異な るニ ュアンスで用い られ ているもの が

あり,注 意 を要す る。
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2.3辞 書共 用 のた め の環 境

この ように辞書作成の上ではさま ざまなレベルが必要 である。従 って一つの辞書で全体 をカバーせ

ずに辞書 に階層性を持たせ ることが自ず か ら要 求 され る。上に述べた基本語彙 と専 門用語 の階層化

も困難 では あるが行 う必要が あるであろ う。その際はたとえば基本語彙 とある程度 までの専門用語を

作成者が提供 し,残 りの専門用語 はユ ーザが付け加えるといった ことが考 え られ る。ユーザか らの フ

ィー ドバ ック も行えればなお よいであろ うが,そ の場合には上記の ようなメンテナンスの問題 がでて

くる。

しか しなが ら辞書 に階層性 を持 たせた り,さ まざまなカテゴ リをた だ無批判に取 り入れただけでは,

余 りに も辞 書 が細 分化 され 過 ぎるの ではないか とい う懸念 が生 じる。そ もそ も辞書 を細分化すべ き

か,細 分化すると した らどの程度 まで行 った らよいかとい うことについては充分 な検討 が必要 である。

また大 きな知識ベース を中心にすえて,そ れか らデータを取 り出す場合に初めてソフ トウェア的な操

作 を行 って用途に合った辞書 を作成す ることも考 え られる。 この よ うに した場合には,コ ンピュー タ

解析用辞書 とい う呼び名 を広 く捕 えて,も との辞書周 りの ソフ トウェア まで含めた総合的な システ ム

を構 築す ることまで考え る必要 がある。現在電子辞書の作成 の際 どの ような方法論 で辞書 を作 ってい

った らよいか とい うことについてはい まだに定 まった理論 とい うものはない。 これ らの辞書作成方法

論につい ての研究 も行 う必要がある。 また電子辞書の作成支援 ソフ トとい うもの も現状では個 々の辞

書に依存 して個別に作 られており,辞 書 の共用 とい うことを考えた場合にはソフ トウ ェアの共用 とい

うことも考えなければな らないで あろ う。

最近 では共用 を目指 した辞書 作成 の動 きも見 られる。た とえばIPA(情 報 処理振興事業協会)の

技術 センタで開発 された計算機用 日本語基本動詞辞書は,汎 用の辞書 として共用 を目指 し,作 成 に当

たっては言語学者や計算機科学者 が協力 して作業 したもので ある。また通産省 と郵政省の共同で設立

された財基盤技術研究促進 センタの下で計画 されてい る電子化辞書 のプロジェク トは,ICOT(財

新世代 コンピュータ技術 開発機構)で の電子化辞書 の研究成果 をもとに,や は り共同 で辞書 を開発 し

ようとい うもので ある。 この ように して辞書 を開発す る場合にはIPAの よ うに計算機科学者 と言語

学者が協力 し合 って作業 を進める とい うことが不可欠で ある。また,其 日や 日英 とい った二国間辞書

を開発す る場合にはかな らず どちらの側に も複数のネイテ ィブス ピーカを参加 させ ることが必要 であ

る(バ イ リンガルの人がいればなお よいが,人 材 の確保 が難 しい であろ う)。 しか もそのネイテ ィブ

ス ピーカにしてもある程度言語学 や計算機科学に素養のある人 が望 ま しい(も ちろん専門家で あれば

なおよい)。 しか も複数 のネイテ ィブス ピーカとい うことを強調 したのは,言 語に対する感覚は個人

個人で微妙に違 っており,同 じ文 の解釈 をめ ぐって もしば しば意見 が対立 することがあるか らである。

日本語 についてもその人 の生 まれ育 ちに よって言語感覚には微妙な差 があることが指摘 されている。

方言 がか らん で くるとこの差は もっ と大 き くなる。最 も理想的 な状態は両言語の複数のネイテ ィブス
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ビーカが常 に同 じ所で作業 してお互いに生 じた疑問 についてデ ィスカ ッシ ・ンで きる とい うものであ

る。 この ようにすれば両言語間に生 じた微妙 なニ ュアンスの差,入 出力の迅速な評価:などが常にコミ

ュニケーシ ・ンを保 ちなが ら行える。 この ような体制,環 境作 りも辞書 その もの と直接 のかかわ りは

ない ものの今後 必 ず問 題 に な っ て くる で あろ う。同 じ場所 での作業 が不 可能 な場合には何 らかの

コミュニケーシ ・ン手段 を確保 し,疑 問が生 じた場合にはす ぐに問い合 わせ が行えることが望 ま しい。

この ような ことを考 える と問題 は国際的 なネ ・トワークの構築 といった ところまで広がるが,こ こで

は これ以上の言及は避け るc

疑 問が生 じた時にす ぐに問い合わせができるとい うことは,上 に述べた辞書作 りの場面 でのみな ら

ず,辞 書 を使用する場合 に も必要な ことである。 これは辞書 を作 った後のサービス体制 をどの ように

するか とい う問題 ともつなが る。冊子体辞書 の場合 には改訂版 が出され ると読者は新 しい版を買 わな

ければな らない。 しか しなが ら本の場合 には古い版 でも使用す る時 にそれほど支障はない し,新 しい

版 を買 う時の負担 もそれほ ど大 きくはない。電子化辞書 の場合には辞書その もの を既 に改変 して い

た り,辞 書に付随するソフ トウェアの蓄積が あった りして改訂 の程度 に よってはユーザに与える負担

や損失が大 きい。始めか ら共用を目指 して十分に検討 を加えればその ような問題は起 きない とい う考

え方 もあるが,対 象 が自然言語 である以 上,時 代 どともに使用法,語 彙な どが変化す ると考えた方が

自然 である。従 ってた とえば改訂 の際にはコン ピュータの入れ替 えの際に よく行われ るように,ア ッ

パーコンパテ ィブルな辞書にする,す なわち従来の辞書 を使用 していた者に対 しての影響 を最小限に

食い止める ようにす る配慮が必要 である。辞書その ものの改変がユーザ に許 され てい る場合には,ユ

ーザ の改変 した部分 と新 たに改訂 された部分 とのマージングを とってユーザの負担をな るべ く軽 くす

ることが必要 で あろ う。辞書作成の ところで述 べたの と同 じように,辞 書改訂 の際に も改訂 に伴 う種

々の問題を解決す る支援 ソフ トウ ェア を作 ることを考 える必要 がある。

以 上の ように 自然言語 コン ピュータ解析用辞書 の作成,改 訂,運 用 に伴 う種々の問題点について述

べてきた。それぞれの項 目について ざっと概観 しただけであるが,ど れ一 つをとって も問題 は大 きい。

またそれ らの問題を解決 す るために払 わねばならない努力や負担 も大 きいので,辞 書 を共用化す るこ

とには大 きな意義がある。共用化 に伴 う種々の問題点につい て も指摘 した。 これ らの問題点を一つ一

つどの ように解決 してい った らよいか を考えてい くことが今後の課題 であろう。また実際に小規模な

実験 を行 って ここに書 き漏 らした問題点 を洗 い出す ことも必要 にな ると思われ る。それで もなお大規

模な辞書 を作成 した時 には大規模 システム固有 の問題点が出て くることがあるので,そ の点 につい て

も十分な検討 が必要 で ある。
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3.自 然言語解析におけ る辞書の役割b

3.1自 然言語処理系の構成要素

お よそ 自然言語 を機械的に処理 しようとするシステムにおいては,そ の言語 に関す る膨大な情報 を

何 らかの形で あらか じめ保持 している ことが必須 である。 これは,言 語現象 とそのアブ リケーシ ・ン

に関 わる骨組 みを§己述 するアルゴ リズム,比 較的一般化 しやすい現象の内容 を記述す る規則,お よび

個別 の事象に対す るデータを記述する辞書 とい う3種 類 の構成要素 で整理する ことができる。 これ ら

の中で も,辞 書,と くに 「語 」に関する辞書は冊子体形式 での歴 史を もち,我 々に身近な もので ある

のみな らず,自 然言語処理のアル ゴ リズムのほ とん どが辞書 を通 す ことで始めて起動 できるとい った

必須性 か ら,と くに再検討 を要 しないほどの自明な要素 とさえ考 え られている。 しか し,実 際の 自然

言語処理 システ ムに おいて,そ こで辞書 と呼ばれる ものは,ア ルゴ リズムや規則,さ らには処理 の 目

的や運用形態に よって様 々に規定 をされ てお り,そ の規定 のされ方 を明 らかに しない限 り,自 然言語

解析用辞書一般 を見 ることも,そ れ らの間の共用可能性 な どについて議論する こともできないで あろ

う。

自然言語処理系の基盤 としてのアルゴ リズ ムはシステムに処理 の理論的基盤 を提供す るもので ある。

これは,規 則 や辞書 にそ の基本モデルあるいは枠組み を.与える。一つの理想 としては,ア ル ゴ リズム

が規則や辞書 の作成基準 を完結的に規定する ことが望 まれる。 しか し,こ れを完全に行 うことが現実

的に困難であるとい うこともあって辞書や規則の自律性,独 立性 をいかに して保証す るか とい うこと

が,一 方では重要で ある。アルゴ リズムは規則や辞書の基礎 をなす もの として普遍性 をもつべ きで あ

るが,実 際には異な る辞書の間の透視性 と しては逆転 している場 合が多い。 このことは,異 な る辞書

の間 で様々なレベルでの相互利用 を図る上で注意 すべ き問題点で ある。

アルゴ リズ ムは,ま た,即 自的なシステム要求に対 し,プ ログ ラムない しシステム としての実現 を

保証す る ものである。 自然言語処理系 に対するシステム要求は,自 然言語 とその背後の世界の多様性

を反映 して,た びたび極 め て多 様 で あ らゆるレベル にわたる。 た とえば,自 然言語 を扱 うための言

語モデルの設定は,そ の言語モデル 自体 で自律的 な諸々の要件 を引 き起 こす。他方,自 然言語処理系

に対す る各種の外部要件 には,こ うした言語モデルの中に取 り込 みに くい類の もの も多い。そ こで,

現実 のそ うした シス テムを統一的なアル ゴ リズムの下に構築す ることには,し ば しば,か な りの無理

があ り,そ うした多様な レベルの多 くの部分 を辞書が吸収せ ざるを得ない場 合 も少な くない。

自然言語処理系におけ る規則は,具 体的な言語現象等 に対す る記述の集 ま りであるが,辞 書 が と く

に個別 を対象 とす るのに対 し,よ り一般的な現象 を主に扱 うものである。規則の扱 う範囲はシス テム
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によって千差万別 であるが,い ずれ に しろ,あ る固定 した言 語処理のモデルの中における可変部分 を

受け もつ と考 えてよいで あろ う。 これは,プ ログ ラム ・ロジ ・ク として実現 してしま う場合 も多か っ

たが,逆 に,プ ログラムを抽象化 して,シ ステム固有の ロジ ックは規則 として記述 できるような,い

わば基本 プログラム化 をはか ることも少 な くない。

規則は辞書 との境界におい て,よ り多 くの問題 をは らん でいる。辞書の各語彙項 目の中には,色 々

の規 則素性 ない し規則その ものが記述 され る。また,そ の他の辞書の内容 も,各 種 のカテ ゴ リー分類

や処理系のモデル あるいは言語 モデルの上の表現 に対す る記述 がほ とん どで ある。 これ らは規則 と密

接 に結びついているのみな らず,し ば しばそれ らの境界は不明確 である。

規則は,個 々の語か ら離れた一般的 な記述 をす る ものであるけれ ども,現 実の規則記述 に際 しては,

辞 書 における特定 の記述 を期待 した もの(あ るいはその逆 とい ってもよい もの)が 少な くない。 この

ことは,処 理の内容が高度 になるにつれて,ま す ます増大す る傾 向が見え る。 これは,辞 書作成 お よ

び保守の障害要因 となるが,一 方 では辞書の共用化に弊害 をもた らす。

辞書は 自然言語処理系 に対 して,そ の処理の もととなるデ ータを供給す る。 自然文 を入 力 として処

理を行 うシステムであれば,そ の各 々 の語 を辞 書 の語 彙項 目に書 き換 えることに より,そ の後の

処理 が可能にな る。辞書 は概念 としては,「 語 」だけでな く,様 々の先験的なデータを収納 してお く

機能 として も考え られ るが,こ こでは 「語 」を単位 とする もの としている。 自然言語処理 系におけ る

辞書 は,「 語 」をキー と して,各 種規則 を起動するためのパ ラメータとデ ータを処理系に供給す る機

能 と定義する ことができる。

自然言語処理用の辞書 は,各 個別 システムに よって,様 々な形式 と内容 で作成 されてい る。そ の も

とつ くアルゴ リズムや規則(た とえば,文 法理論 と文法)に よって異なるだけでな く,そ の表現能力

を向上す るために規則や手続 きを導入するなどそれぞれの独 自性 を有 してい る。 この ような中で,辞

書 の共用化を図 るためには,広 くアル ゴ リズ ムの共通化,普 遍化 の分析,さ らにはその前提の下での

規則 の共用化,普 遍化の分析 を経る ことが必須 であろ う。

3.2自 然 言 語解 析 の各 フ ェ ーズ に おけ る辞 書 の利 用

(1)形 態 素解析

形態素解析のフ ェーズは,少 な くとも,入 力文 字列 としての 自然文の中で 「語 」の認定 を行 う。

これは,自 然文文字列 を「語 」の単位 を もととした構造に置 き換 えることにより以後の解析 を可

能 とする。 ここでは,入 力列 での位置情報な どの 出現形態の情報 とともに辞書 の語彙項 目相当の

内容 を与 える ことが主要な機能で ある。

語の同定のた めには文字列 レベルの照合 を可能 にする 「語形 」にあたる もの を用 いる。 これは

通常の辞書の見 出 しに対応するが,そ の他,語 形 の屈折 や派生,接 辞の扱 いな どが必要で あり,
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これ らはシステ ムに より扱 いが異な る。 また,と くに 日本語 の場合,語 分割の処理が必要 である

が,辞 書の側 で も,語 単位 の とり方の基準 が問題 であり,必 ず しも一般的に定ま っている とはい

えない。 この ことは複合語 な ど,欧 米語で も発生す る。

形態素解析 においては,さ らに文字列処理 を含む比較的局所的なレベルでの様々の解析処理が

加わることが多い。辞書未登録語 に対 しては辞書登録語相当の情報を推定処理 に より与えるため

の機能がある。 また,辞 書 との照合に成功 した もので も,そ の出現環境 に よって,辞 書記述 の内

容への制限,変 換 あるいは合成 を施す必要がある場合 もある。 た とえば,英 語vak・ け る「's」,

ハ イフン結 合,派 生語 などを考 えれば よい。 また,日 本語における語分割の処理に際 して も,単

なる照合処理の範囲 を越 えた ロジ ックが起動 されるのが普通 で ある。 こうした処理のために,固

有名詞,術 語 の構成語 とい った特殊な情報か ら,品 詞 レベルや一定の意味素性 の ような情報 まで

が辞書情報 と して用 い られ る。ただ し,こ こで用いる情報やその方法論 は,シ ステムに より様 々'

で あ り,こ れ らを統一 して扱 うことは現在の ところ,か な り困難 であるといえる。

② 構文解析

構文解析 とい うときに,そ こで扱 う範囲は,シ ステムに よって千差万別 である。 ここでは意味

的な情報 も含め,統 語論的な操作 を扱 うフ ェーズ を扱 うことにする。 この文法論的な処理 を行 う

フ ェーズは,さ らに,表 層の構造 の解析を行 うもの とより深層に関 わる解析の2レ ベルに分け る

ことがで きる。

は じめのレベルは共通化 がかな り可能に思われるもので,通 常,文 脈 自由型文法相当の規則で

表層構造を解釈 する。 特 に,英 語 などの ように統語論の拘束力が強い言語 においては このレベ

ルでの規則 の表現能力は大 き く,単 なる品詞 カテゴ リーや世数格の呼応な ど,多 くの規則 を この

レベ ルに適用す ることがで きる。そのため,こ の ような表層構造 レベルでの文脈制限な どの各種

情報 が辞書 の語彙項 目か ら採 られ,用 い られる。 これは逆に,異 なるシステムで辞書 の内容 が異

なる要因 ともな る。 たとえば動詞文型 の分類 に して も色 々な ものが ある。 さらに,tttough,,,

(c
eager,'と い った例 に もあるよ うに,他 の品詞について も同様 の扱 い をす る場合 もある。 こ

うして文法 の立場 や処理の都 合などか ら,辞 書に要求する統語論的情報 もまった く異 なって くる

とい うのが実態で ある。

これ らの情報は,自 然言語処理 の上か らは,相 当にプ リミテ ィブな ものであるが,冊 子体形式

のデータで も,現 在入手 できるものは,は なはだ不十分 である。文法的背景 を明確に した上で,

構 文解析処理 に耐え うるだけの共通 して使い うるデータが複数構築 される ような状況が待 たれる。

解析の次のレベル としては,表 層 レベルの構造 あるいは解析過程に対 し,よ り深い レベルへの

変形や構造作成操作,あ るいはそのレベルに おけ る共起関係 や構造の評価 とい った処理が ある。

その最 も代表的 な例 は,格 関係 な どにそった選択制限の操作 である。選択制限な どの情報は,表

層 レベル での解析規則 と異な り,通 常は個 々の語に対 し与 え られ る。 こ うした記述は一般の冊子
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体形式の辞書 において も類似の ものが見 られるが,計 算機 で扱 うための もの と人間のための もの

とでは,や は り本質的 ともいえる相違が ある。 これは,人 の知識,経 験,感 性 に訴 えて理解 を深

めることを目指 した もの と,計 算機上でのコンパク トなメカニズ ムのデータと して与える もの と

の差異 であり,自 然言語処理用 の辞書 を考えるときに忘れ るわけにはいかない点 である。

選択制限は,あ る語 を軸 と して,把 握 された構造の上で何 らかの関係 を もった語 と しては許 さ

れない もの(あ るいは必須 な もの)を 指定する記述 である。制限先の個 々の語をすべて記述 する

ことは不可能な場合 が多い。そ こで何 らかのカテゴ リーを設定す ることになる。実際,選 択制限

の定式化 としては内在 素性 としての意味標識が主 に用い られ る。 さ らに,こ うした辞書記述 をサ

ポー トするために,選 択制限処理 との間に,カ テゴ リーない し語の間 の関係 を記述 した とい う意

味での余剰規則 ない し,シ ソーラス が用い られた りもす る。

しか し,個 々で様 々な問題が生 じる。た とえば,ttkill,,がCtoneself,,を とって 「 自殺

す る」の意味 をもつ とか,t㌔atch戊,が く㌔01d,'を とって 「風邪 をひ く」とい う意味であるとい

った硬い規定な らば誰が記述 して もさほ どの差異ではないが,よ り抽象的な(そ れ ゆえ強力な も

のではある)カ テゴ リーに関 しては,そ の記述 の基準 があいまい とな り,ま た,メ カニズム とし

て も妥当性 の評価が しに くい とい った問題 が発生する。 また,¶ctake,'を 「乗 る」の意味 で と

るための 「乗 り物 」 とい ったグルー ピングは,そ れ 自体 としては有効であるけれ ど も,大 量 の語

にたい しこれ を行 ってゆ くと,莫 大 な数の,あ るいは,互 いに重な り合い,諸 々の関係を互 いに

もつカテゴ リーが生 まれて しま う危 険性 が ある。 また,こ うして与える内在 素性 としての意味標

識が,語 の意味記述に照応 するのか否 か とい う点 も自明 ではない。 これが他 システム間の関係 と

な ると,横 並び も困難なほ どに,内 容 のみな らず,基 準 も異 なってい る。 しか し,こ うした選択

制限の処理 などは,現 在では ある程度 の普遍性を持つにいた ってい ると考 え られるので,こ の種

の言語現象 を記述 したマスター ・データを実現 し利用す るための可能性 と方法論 につい ての模索

が必要で あろ う。

その他,こ のフ ェーズでは,語 に関す る個別の各種情報が用 い られ る。 たとえば,種 々の様態

の副詞 とか,状 態動詞で あるといった情報など,比 較的普遍性 を もち うる もの も多い。また,語

の異なる品詞や語義 の間 での,そ の使 い易 さの基準や,用 い られ る分野 の情報な ども有効で ある。

構文解析処理のターゲ ットとしての構造表現はシステムに よってまちまちである。 これ も個 々

のシステムにおける辞書 の特殊性 を強 く規定 している。実際,各 システムの辞書 の中核部分は,

ほ とんどこうした個別の構造に対応 した記述 に集中 している。それが各辞書 の最 も価値 があ り,

最 もコス トを要 求する部分で あるが,反 面,他 者の利用を困難にする もので もある。 しか し,こ

のレベルでの共有性 に よる負担の軽減が最 も要求 されるべ きもので あることも事実 であろ う。

(3)意 味解析

ここでは意味表現の構造 と,そ の上での種 々の操作 に関わる処理 を意味解析 と呼ん でいる。 こ
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のレベルで 既 に実 用化 され ているのは,具 体的なアプ リケーシ・ンに対応 したセマンテ ィ ック

ス とそれに もとつ く具体的な操作 に限 られ ると言 って もよいであろ う。普遍性 を もった意味解析

の枠組みは主に研究室段階 にある。 しか し,共 有化 しうる辞書 を考える とき,意 味解析に利用 し

うる能力 を残 してお くことは重要 である。実際,既 存 の冊子体の辞書 などの情報の多 くは,こ の

レベルに結びつ くべ きものである。た とえば,辞 書 の意味記述の形式化 を図る ことは,そ の背景

としての 「世界」の先験的記述や推論規則の試行 とともに,辞 書作成者,自 然言語処理系の開発

者の双方 に とって,実 り多い ものであろう。

(4)そ の他 の利用

機械可読化 されている もの を含 めて,冊 子体形式 の辞書の類は,自 然言語処理系の開発 におい

て重要な位置 を しめている。実際,そ の ようなデ ータは,シ ステムの開発のた めの典拠データ,

作 業用資料 と して,あ るいは事前 ・事後の分析用データとして,ア ル ゴ リズム開発,規 則記述,

辞 書作成 お よびそれ らの評価や保守の各 フ ェーズにおいて用い られている。 もちろん,そ ういっ

たデ ータのそのままでの利用が可能な場合は,た とえば翻訳 システムにおける専門語辞書 の対訳

のみの利用 といった もの に限 られ,そ の場合で もかな りの手直 しが必要 となった りする。 しか し,

少 な くとも,辞 書エン トリーの収集,頻 度や重要度 の分析,例 文 などのコーパス的な利用 な どが

可能であ り,さ らに,辞 書に ある品詞 ・分野 などのコー ドとしての転用や意味記述 か らの諸情報

の抽出の実験 なども試み られている。

また,自 然言語処理への補 助的 な利用法 としては,冊 子体 辞書型のデータの有機的 な利用は必

要で ある。た とえば,機 械翻訳 を例に とると,シ ステムが直接用 いる辞書 とは別に利用者 が翻訳

前編集 ・後編集な どのフ ェーズで,各 種辞書,シ ソーラス,用 語集,用 例集 さ らには百科事典や

専門知識 を参照するニーズは高い。それ らを有機的 に利用で きるトータル ・システムの構築は,

自然言語処理系の内部辞書 とは別に,積 極的 に押 し進めてゆ くべきテーマで あるだろ う。
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4機 械可読辞書 の調 査

4.1調 査 項 目

機械可読辞書について以下に示す調査項目を設定 して,海 外,国 内における辞書事例の調査を実施

した。

表4-1調 査対象辞書 に関する調査項 目

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

各 プロジ ェク トにおける機械可読辞書の種類,及 びシステムの種類,及 び各 システムの

機能概要(機 能図)

機 械 可読辞書 のデータ項 目,及 び各データ項 目の機能 ・目的(シ ステム との関連)

各 データ項 目のデ ータフォーマ ット(各 デ ータ項 目の記述形式)

機 械 可読辞書のフ ァイル フォーマ ット,及 び各デ ータ項 目間の論理構造

現時点での単語収録件数,及 び収録語の種類,及 びそれぞれの 目的

各データ項 目の内容構 成

【例 】 ・見 出 し語 に対する収録語 の種類
・品詞分類

・意味 マーカ,及 びそ の体系

・格 フレーム,及 びそ の体系

機械 可読辞書作成 上のデータエントリー ・ルール(辞 書作成マニ ュアル,及 びサンプル)

機 械 可読辞書管理 システムの機能概 要(機 能図)

機 械可読辞書の作成,及 びメンテナンス体制
・体制 ・方法

・人数 ・資質

・,経費

他プ ロジェク ト,及 びシステム との共用使用 にあた り,辞 書作成,及 びメンテナンス を

行 ってい く上 での考慮す べき点

システムの利用 における利 用者側の機械可読辞書の操作可能部分 と操作方法
・利用者メンテナ ンス可能部分 ,シ ステム側 メンテナンス部分

提供 可能性,及 び提供方 法

関連資料,参 考文献
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海外事例 については,石 川徹也専門委員会主査 を調査員 として派遣 し,西 独,ル クセンブルグ,オ

ース トリア
,イ タ リア,カ ナダの大学,研 究機関等9機 関 を調査 した。詳細は,4.2節,4.3節 に述

べ られている。

国内事例 については,ア ンケー ト(26事 例 を対象 とした)お よび ヒア リング(5機 関 を対象 と し

た)に より調査 を実施 した。詳細は,4.4節,4.5節 に述べ られている。

た だ し,海 外 調査 については時間的制約,国 内調査 については,対 象機関 の機密事項 に触 れる項 目

があるために表4-1の 調 査項目のすべてについ て明 らかにできた とは言 えないが,国 内外 の事例の

現状のお よその姿 は把握 しえた と考 え られ る。

4.2海 外調 査 概 要

機械可読辞書(MRD)の 海 外調査 は,昭 和60年10月13日(土)か ら10月2、7日(日)に,

表4-2に 示 す機関 を訪問,調 査 を行 った。以下,順 にそ の概要 を示す。

西 ドイツの訪問機関は,GID(西 ドイツ情報 ドキ ュメンテーシ ・ン研究所)の 国際部長M'6nch

氏 の アレンジに より,当 地 にて予定 を設定 した。そのため もあって,日 程上,各 機関 とも表敬訪問の

形になって しまった。

ザール ラン ト◆大学,シ ュトゥットガル ト大学,EC翻 訳 センター(ECAT)は,自 動翻訳 システ

ムについての話が中心 で,ボ ン大学,西 ドイツ言語研究所 は,開 発 中のMRD,teよ び テキス ト・デ

ータバ ンクの概観につい て
,ピ サ大学はMRD'6Dイ タ リア,お よびECの プ ロジ ェク トをいかに考え

てい くか とい うこと,国 際用語学情報センター(INFOTERM)は,.TERMNET(Inter-

nationalNetworkforTerminology)の 必要性 ・意義について,ウ ォ一夕ルー大学はth6

newOEDの 機械可読化 の開発について伺 うことがで きた。 しか し,日 程の関係で,ど れ も概要 に

とどまり,当 初の詳細な る調査項 目を,完 全 に把握 できた とは言 えない。
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表4-2 自然言語解析用辞書 海外調査 訪問機関一覧

砿 機 関 名 訪 問 相 手 国

1. 西 ドイ ツ 情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン

研 究 所GID(Gesellschaft・.
furInformationundDoku-

mentationMBH)

oo

DieterMonch(国 際 部 部 長) 西 ドイツ

2. ボ ン 大 学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ン ・音

声 研 究 所IKP(Institute.・
furKommunicationsfors-

chungundPhonetikder■■
UniverSitat80nn)

WinfriedLenders

(IKP所 長,言 語 学 部 教 授)

JanBrustkern(IKP研 究 員,

Lenders教 授 の 助 手)

西 ドイツ

3. ザール ラン ド大学・●
UniversitatdesSaarlandes

HaraldILZimmermann…

(情 報科学科 教授)

KrishnaSharma

(情 報科学科 教授)
EdithKroupa(情 報 科学科

博士課程 女子学生)

西 ドイツ

4. シ ュ ト ゥ ヅ トガ ル ト大 学
"

Univesita.tStuttgart, ・.
InstitutefurInformati1(

羽中田 賢治 教授(情 報研究所) 西 ドイツ

5. 西ドイツ言語研究所 .■
IDS(Thelns・titutefur

DeutsheSprache)

.

WolfgangTeubert

(GID副 所長)

KlausWothke(研 究員)

在 間 進(東 京外国語大学

ドイツ語学科 助教授)

西 ドイツ

6、 EC翻 訳 セ ン タ ー

ECAT(EuropeanCenter

forAutomaticTranslation)

MiehelLebrun(ECATア ネジャーう

Cay-HolgerSto11

(マ ネ ー ジ ン グ デ ィ レ ク タ ー)

ルクセン

ブルグ

7 国 際 用 語 学 情 報 セ ン タ ー

INFOTERM(lnternatio-

nalInformationCenter

forTerminology)

ChristianGalinski

(副 所 長)

オ ー ス ト

リア

8. ピ サ 大 学

UniversityofPisa,

DepartmentofLinguistic

NicolettaCalzolari

(言 語 学 科 助 教 授)

AntonioZampolli

(言 語 学 科 教 授)

イタ リア

9. ウ ォー タ ル ー 大 学

UniversityofWaterloo,

CenterfortheNewOxford

EnglishDictionary

GayleJohannesen

(事 務 長 女 性)

J.Stubbs(Univ.Oxford

PressのOED編i集 部 か らの 出向)

RWTompa(計 算 機 学科 助 教授}

カナダ
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4.3海 外 調査 結 果

4.3.1西 ドイ ツ 情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン研 究 所(GlD)　
GID(GesellschaftfurInformationundDokumentationMBH)

住 所:Ahrstrabe45,D-5300Bonn2,(Bad-Godesberg),

FederalRepublicofGermany

電 話:西 ドイ ツ ー0228-373326

日 時:10/14(月)10:30～12:30

訪 問 相 手:DieterMonch(国 際 部 部 長)

内容:

GIDの 国際部長D.M;nch氏 に よると,西 ドイツvafO・いては,国 レベルの,ま た 自然言語処

理用の統一的な機械可読辞書(以 下,MRD:MachineReadableDictionaryと す る)の

開発 プロジ ェク トは現在 のところない との こと。西 ドイツにおいては,主 に,自 動翻訳システムの

研究 ・開発 プロジ ェク トに必要 とするMRDが プ ロジェク ト単位 で作成 されているとの こと。そ こ

で,国 内の主に 自動翻訳 プロジ ェク トを推進 している大学 を訪問 してほ しい とい うことで,訪 問ス

ケ ジュール の調整 を受けた。以下,簡 単 にGIDの 機 関の機能 につい て紹介 する。

GID(英 語 名:SocietyforInformationandDocumentation)自 身 は西 ドイツ政

府の情報政策 を具体的にプ ランニングす る機 関である。GIDは,1971年5月 に,西 ドイツ内

務省 が,西 ドイツの情報 システ ムの あるべき姿 について展望 を発表,す な わち,「 分野別情報 セン

ターお よびその情報 ネ ットワ一一ク構想 」に基づき,西 ドイツ研究技術 省(theFederalMini'-

stryofResearchandTechnology)が1974年 に策定 した 「情報 ・ドキュメンテーシ ・

ン推進計画 」に基づ き,1977年 に設立,1978年1月1日 か ら活動 を開始 した政府機関であ

る。資金は,西 ドイツ政 府が65%,州 政 府が35%出 資 している。

ボ ンに本部,フ ランク フル トに支部が あり,ま た東 京,ワ シン トン(USA)に 支 所 があ り,

現 在約280名 の職員 が働いている。主に,現 在西 ドイツに存在す る16主 題領域の情報 センター

と特許,公 害等共通主題領域 の4つ の情報センターに対す る年間20～30億 円 の情報政策費 を管

理 している。主た る活動 内容 は,以 下 の通 りである。

1)情 報 シス テムに関す る研究 ・開発1

2)技 術 サービス

3)専 門 知識 の提供tsよ び 専門家 の派遣

4)情 報 科学 お よび情報活動に関す る情報サー ビス
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5)情 報 お よび ドキ ュ メ ン テ ー シ ・ン 活動 機 関 お よびGIDの メ ン バ ー-tw関 へ の コ ン サ ル テ ィン

グ 。サ ー ビス

6)州ts・ よび 連 邦 政 府 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク トの管 理

7)国 内 お よび 国 外 機 関 と の 調 整 窓 口

現 在,日 独 科 学 技 術 政 府 間 協 定 に 基 づ く,情 報 科 学 分 野 の プ ロ グ シ ュクFは,下 記2点 が 推 進 さ

れ て い る と の こ と。

1)日 本 の科 学 技 術 情 報 の 西 ドイ ツ で の 活 用 を 意 図 し,特 殊 法 人 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー

(JICST:JapanlnformationCenterforScienceandTechnology)で

作 成 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス サ ー ビスJOIS(JICSTOnlineInformation

Service)の オ ン ラ イ ン検 索 の 普 及 。

2)上 記 情 報 サ ー ビス の 普 及 を 意 図 し,日 独 自動 翻 訳 シ ス テ ム の 研 究 開 発 。

な お,Monch氏 が ア レ ン ジ し て 下 さ っ て い た が,日 程 の 関 係 で 訪 問 が で きな か っ た 下 記2人 の

方 はMonch氏 の 所 に 事 前 に 資 料 の 提 供 を 下 さ っ た 。

1)江 沢 健 之 助(テ=一 ビ ン ゲ ン 大 学 独 文 科 準 教 授)

先 生 の 研 究 の 著ccSprachsystemundSprachnorm"(言 語!()体 系 と語 の 通 常 態),

MaxNiemeyer社 か ら 出 版,を 基 に,「 新 しい 形 」 の 「和 独 辞 典 」の 作 成,そ の デ ー タベ

ース 化 を 推 進 さ れ て い る との こ と。

(拝 受 資 料)

・(海 外 塾 員 だ よ り)テ=・ 一 ビ ン ゲ ン大 学 昨 今 ,三 田 評 論,1985年8月8日 号,p.98～

102

2)BurghardRieger(theTechnicalUniversityofAachen,ド イ ツ語 学 部

教 授)

上 記 大 学 ・学 部 で は,西 ドイ ツ のtheNEWMinistryofScienceandResear-

chの 支 援 に よ りaprojectinComputationalSemanticsoftheMESY

(Arbeitsgruppef.mathem.-empirischeSystemforschung)を 推 進 。

当 研 究 は,談 話 入 力 デL--Ptか ら意 味 レベ ル を 自動 的 にFuzzy関 数 化,さ らに 知 識 レベ ル を

生 成 す る こ と を 目的 と し て い る。

(拝 受 資 料)

'Riger
,B

Lexicalrelevanceandsemanticdisposition-Onstereotypeword

meaningrepresentationinproceduralsemantics-,p。388～400,

inMeaningandtheLericon,PieterA.MSeuren(ed.),Foris

Publications,512p.,1985
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・Rieger
,B.B.

Fuzzy.RepresentationSystemsinLinguisticSemantics:An

EmpiricalApproachtotheReconstructionofLexicalMeanings

fromEast-andWest-GermanNewspapers

P,。gressi・Cybern・ticsandSy・t・mResearch,V・1・XI・P・249;・ 一

.256,1982

・ ・Rieger
,B.B.

SemanticRelevanceandAspectDependencyinaGivenSubject

Domain-ContentsdrivenalgorithmicprocessingofFuzzy

wordmeaningstoformdynamicstereotyperepresentations

P・ ・ceedi
.・g・ ・fCOLING84・P・298～301・1984.

'
・Rieger

,B。B..`.,,

'

Gene.rat・itigbependencyStructuresofFuzzyWordMeaningsin

SemanticSpace・ ・
,

Proceedingsof.theXIIIthInternationalCongressof

Linguists,p.543～548,198.3

4.3.2ボ ン 大 学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・音 声 研 究 所(lKP)'

　ロ

IKP(InstitutfurKommunicationsforschungund .Phonetik

ロ コの
derUniversitatBonn.)

・ 住 所:PoPPelsdorferAllee47・5300Bonn1・

;、FederalRepub.licofGe;many.』

電 話:西 ドイ ツ ーb22'8-735638』 「.

日 時:、b/、4㈲':・3:3・ ～1・4.:3・;

'訪 問 相 手:'WinfriedLenders(IKP所 長
,.言 語 学 部 教 授)

.JanBrustkerh(IKP研 究 員,Lenders教 授 の 助 手).、',

　

内 容:、 .
Lenders教 授 か ら上 記IKP(英 語 名:TheInstituteforCommunication

ResearchandPhbneti.csofUniversityofBonn)の 研 究 目的 は,次 の3点 に あ る こ

と を伺 っ た 。'

① ドイ ツ語 の言 語 学 研 究(主 に 音 声 処 理)

② 機 械 翻 訳 の 研 究 ・開 発
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③ コ ミュニケーシ ・ンに関する音声 ・音韻学 の研究(主 に辞書の構築)

次 に,Brustkern研 究員 に,{ttheGermanWord-Data-Base,そD検 索 を見せて も

らった。当MRDは,西 ドイツにおいて,自 動翻訳,自 然言語処理,情 報検索,テ キス ト処理等の

研究 ・開発 プロジェク トにおい て作成 されている各 プ ロジ ェク ト用MRDを 一 本化 し,そ れ を利用

できるよ うに整備 している上記IKPの プ ロジ ェク ト(プ ロジ ェク ト名:AKU)の もので ある。

当MRDは,ド イツ語の基本見 出 し語(語 幹:stem)デ 一 夕ベL-一・スを目的 とし,と くに ドイツ

語特有の複 合化,お よび屈折語(活 用 語尾)の 研究 に使用す ることを目的 としてい る。

収録語数

300,000語

・語 幹(stem)15万 語,た だ し基 本 語(baseword)

(EX):Haus

・上 記 語 幹 に 対 し,複 合 化 語 尾,お よび 活 用 語 尾

(屈 折 語:inflectedwordを15万 語)

(EX):～alter家 庭 用 祭 壇

～andacht家 庭 で の 礼 拝

～anzug部 屋 着

図4-2は,1983年7月 現 在 に お い て 収 録 さ れ て い る プ ロ ジ ェク ト別 の 辞 書 リス ト,図4-

3は,一 本 化 し利 用 す る シ ス テ ム(シ ス テ ム 名:ALEXSYS)の 機 能 図,図4-4は,辞 書 デ

ー タ項 目 で あ る 。

こ の プ ロ ジ ェク トはECの 翻 訳 支 援 用 用 語 辞 書(EURODICAUTOM:タ ー ミノ ロ ジ ー デ

ー タ バ ン ク)と の 連 携 を 図 っ て い る との こ と。

(資 料1)英 文

Brustkern,J.,Schlimgen,E.,&Schulze,W.ttTwoPaperson

thecreationoftheGermanword-data-base/BibliographyonMRD.))
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4.3.3ザ ー ル ラ ン ド大 学

UniversitatdesSaarlandes

住 所:lmStadtwald,6600Saarbrucken,

FederalRepublicofGermany

電 話:西 ドイ ツ ー0681-3023542

日 時:10/140弓)18:30～21:00

訪 問 相 手:HaraIdH.乞immermann(情 報 科 学 科 教 授)

KrishnaSharma(情 報 科 学 科 教 授).

Ed'thK「oupa(繍 科 学科 博士課程

1・好 学生)
)

内 容:・ ヘ … 一.、.

OZimmermann教 授 に は,挨 拶 の み 。

Sharma教 授 かち・」当学科のズ ロジ ェク トで あ.6自 動 翻訳 システムの位置づけを伺 し～ デモ を

見 る。

1)日 独政府間科学技術協定 に基 づき,情 報科学分野(日 本側代表 京大 長尾教授,西 ドイツ

側事務局GID)に おいて,現 在,日 独 自動翻訳プ ロジ ェク トを推進 してい る6
・`1" 、ti.一'

当 プロジiク トには,2つ の プロジ モク トが4>る 。t.、 .,.

ザ ール ラン ド大学 は,そ の1つ で(プ ロジ ェク ト名SUS'Y-DJT)京 大 長尾研究室 の

自動翻訳システムに よる,論 文 タイ トルの 日英翻訳結果 を受け!ザ ール ラン .ド大学情報科学科'」 ・`一 ▼ 癌 ・ 丁'† .,'『

の 自動翻訳 システム(SUSY)に おいて英独翻訳'を行 う。、之 の結果 と レて,日 独の翻訳 を可

∵ 、

能 とす る。

当 プ ロ ジ ェク トは,1983年5月 か ら始 ま り,今 年 で 終 や る ザ 、,』'.!_・

今後ぬ いて治 る触 未定とめrと・∵ ∴ ∴ ,`'1 ,」
図4〒5は,ctlshikawa.visitled、theU .niyLOS.ityatthe¥onφy.,'と い う

独 文 を,そ の場 で 入 力,独 → 英 翻 訳 デ モ ン ス トレ ー シ ・ン し て も ら っ た 画 面 の サ ン プ ル ・コ ピ

ー で あ る 。 途 中 の 詳 細 な 操 作 は 省 略 す る が ,す べ て オ ン ラ イ ン 操 作 に よ り逐 文 訳 を 可 能 と して

い る。

(資 料2)独 文

ProjektSUSY-DJT:Deut'sch-JapanisheTitelubersetzungmit

EnglishalsSwitching-language

な お,当 プ ロ ジ ェク トの 開 始 に あ た り,テ キ ス ト(文 献)検 索 シ ス テ ム を 開 発 した との こ と。
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独文入力

SATZNR.ENTHAELTFOLGENDESEGMENTE:

1.SEGMENT(NR.1)*****OBERSTERKNOTEN*****

WORTLAUTIshikawabesuchtedieUniversitaetamMontag

ISTHAUFTSATZ

DIEDRUCKPARAMETERLAUTEN

DATEI17-DAESEEICHER14MODUSISVSCH

未知語及び品詞情報付与
o

s'NR TEXTWOR恒ORK

Ishikawa

besuchte

die

Universitaet

am

Montag

*

'
vVKL

EIG

FIV

ARTR

SPB

PRP

SUB

LEMMANAME

ISHIKAWA

BESUCHER

D-(ARTB)

UNIVERSITAET

AN(BAT)

MONTAG

*

SUB

VRB

㎜

SUB

FWK

SUB

」
構文解析結果

Ishikawa<ISHIKAWA*EIG>besuchte〈BESUCHER*ABJ>die〈

D-(ARTB)*ARTB>q・iversitaet<UNIVERSITAET*SUB>am≦ 餌(DAT)*

PRP>Montag<MONTAS*SUB*

翻訳結果出力 」

Ishikawa

Montas*

dieUniVersitaet ISHIKAWAVISITTED

UNIVERSITYON

THEMONDAY*

ISHIKAWAVISITTEDTHE

UNIVERSITYAT

THEMONDAY*

図4-5SUSYに お け る独和翻訳例
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(資 料3)英 文

TheTextDatabaseSUSYDJT-Shortdescriptionanddirectionsfor

use-(Version1.0)

2)上 記1)の プ ロ ジ ェク ト とは 別 に,ザ ー ル ラ ン ド大 学 で は1985年 よ り西 ドイ ツ 調 査 ・研

究 技 術 者(theFederalMinistryofResearchandTechnology)の 支 援 に よ り,

独 笑 自動 翻 訳 シ ス テ ム の 開 発 を 開 始 した 。

当 シ ス テ ム 名 は,ITS(InformativeTranslationSystem)と い い,知 識 情 報
o

を 活 用 す る シ ス テ ム を 目指 す 。

当 面,西 ドイ ツ特 許 局(theGermanPatentOffice),あ る い は,技 術 情 報 セ ン タ

ー(theSpecializedInformationCenterTechnik-FIZ16-)の 情 報 の 翻

訳 を 目的 と し て い く。

な お,Zimmermann教 授 は,ECの 翻 訳 プ ロ ジ ェク トで あ るEUROTRAの 西 ドイ ツ側

代 表 で あ る 。

OManfredThie1(電 気 工 学 科 言 語 研 究 室)

10/15(火)10:30～12:00(午 後Luxemburgぺ 移 動)

Zimmermann,Sharma教 授 は,大 学 院 の 試 験 の た め,Thie1助 手 か らSUSyVaつ い て 聞

く。

SUSYで は,現 在 ロ シ ア 語 → 独,仏o独,英 ←"独,エ ス ペ ラ ン ト語o独 の 開 発 を推 進

し て い る。

辞 書 は,独 ← 英 の 場 合

① 語 幹 辞 書(stemdictionary)(約150,000語)

② 意 味 解 析 用 辞 書(semanticanalysisdictionary)

③ 形 態 生 成 用 辞 書(monophologicalproductiondictionary)

の3種 に 分 け,開 発 を行 っ て い る 。

な お,SUSYプ ロ ジ ェク トで 現 在 維 持 して い るMRDの 内 容(デ ー タ ベ ー ス 名:SADAN)

を 図4-6に 示 す 。SADANを 管 理 す る シ ス テ ム(シ ス テ ム 名:DeutschesAnalyze-

Lexikon)に よ り,図4-7の よ うな 辞 書 内 容 の メ ン テ ナ ン ス が で き る 。

(資 料4)独 文

Krebs,P。tcDASSUSY-LEXIKONSYSTEMTechnicalReport-

1985年8月,,

な お,テ キ ス ト検 索 シ ス テ ム を は じめ,SUSYシ ス テ ム は,Siemensの コ ン ピ ュ ー タ(OS

はBS2000)を 使 用 。 検 索 ソ フ トウ ェア(DBMS)はGOLEMを 使 用 との こ と。
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4.3.4シ ュ トゥ ッ トガ ル ト大 学

UniversitatStuttgart,InstitutfurInformatik

住 所:Azenbergstr.12,Herdweg51,7000Stuttgart1,

FederalRepublicofGermany

電 話:西 ドイ ツ ー0711-2078

日 時:10/18(金)10:50～12:10

訪 問 相 手:羽 中 田 賢 治 教 授(情 報 研 究 所)

内 容:

ザ ー ル ラ ン ド大 学 と同 様,日 独 政 府 間 科 学 技 術 協 定 に よ る一 貫 と して 日独 自動 翻 訳 の 実 験 ・研 究

を推 進(シ ス テ ム 名:SEMSYN)し て い る 。 当 大 学 の プ ロ ジ ェク トは,ザ ー ル ラ ン ド大 学 と は

異 なb,富 士 通 との 契 約 に よbATLAS丑 に よ る 日本 語 文 の 意 味 解 析 を含 む 最 終 の 解 析 結 果 を デ

ー タ と して 受 け 取 り
,当 大 学 に お い て 直 接 独 語 文 に変 換 生 成 す る 実 験 ・研 究 で あ る 。 実 験 研 究 期 間

は ユ983年12月 か ら3年 間 で あ り,1985年 の12月 を も っ て 終 了 の 予 定 で あ る 。 以 後 ど う

す る か に つ い て は,日 独 科 学 技 術 協 定 の 推 進 の 問 題 で も あ り,ま た 富 士 通 側 の 考 え 方 との 調 整 も あ

り,現 時 点 で は 何 も決 っ て い な い 。 機 械 可 読 辞 書 は,現 実 験 ・研 究 の 範 囲 で 持 っ て い る。 当 大 学 の

実 験 研 究 は,意 味 解 析 ま で も含 む もの で,あ く ま で も ア ル ゴ リズ ム 的 な 研 究 を 中 心 と して い る の で,

大 き な 辞 書 は 現 時 点 で は 維 持 し て い な い 。 、

(資 料5)英 文1

Laubsch,J.,Rosner,D.,Hanakata,K.,&Lesniewski,A.

(cLa
nguageGenerationfromCOnceptualStructure:Synthesisof

GermaninaJapanese/GermanMTProject,,COLING-84

Proceedings.

(資 料6)独 文

R。sner,D.c・G。nerieruug。 。nD,utschauseinerS,inant・isch,

Reprasentatioh-ZuS'tandundPers'pektivendesProjecktsSEMSYN,,

な お,プ ロ ジ ェク トの 概 要 に つ い て,日 本 国 内 で 紹 介 さ れ た と き のOHP資 料(図4-8～ 図4

-12)を もっ て 説 明 い た だ い た 。

(図4-8)日 独 科 学 技 術 協 定 に 基 づ く 日独 自動 翻 訳 実 験 プ ロ ジ ェク トの 概 要

(図4-9,4-10,4-11)SEMSYNプ ロ ジ ェク トの 概 要'

(図4-12)日 独 自動 翻 訳 実 験 プ ロ ジ ェ ク ト完 了 後 に想 像 さ れ る運 用 形 態
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FRG JPN

Agencies:BMFT/GIDSTA/JICST

ロ　
coordinator:Monch/GID-IBShoji/STA

contact

person:Zimmermann/.Nagao/Univ.Kyoto

(comp.ling)Univ.Saarbrucken

P・ ・j・ ・t・:SUSY-DJT(Germ・r・`t''"-eJ・p・ ・ese)EJT

サ　
Univ.Saarbrucken,SFB100Univ.Kyoto/JICST/ETI

/FUJITSU,HITACHI,

NEC

SEMSYN(Gennan←Sem・re)(Sem・re← ←)

Univ・StuttgartATI.AS/U

FUJITSU.Lab.

TargetDBFlzen,TIB,DIMDIJOIS,JAPATIC,RIPS,

PATENTNEEDS

N・・w・rk(⑳ －DATEX-・-V・ 旬 ・一・ 一[亟]・(胤

図4-8 CooperationbetweenFRGandJPNinthe

infomation&Documentation(1&D)

fieldof

Projekt

SEMSYN

AusfuhrendeStelle:

　コ
Projekttrager/geber:

Ziel:

Zusammenarbeit:

Mitwirkende:

Rechnerumge:

Projektdauer:

Gesamtausg
。:

図4-9

ロ　 　ロ
UniversitatStuttgartInstitutfurInformatik

GID/BMFT

Generierungv.deut .schenTitelnansder

SemantischenReprasentationJapanischerTitel

FujitsuLaboratories/Kawasaki,JAPA[N

(ATLAS/U)

Hanakata,Laubsch,Lesniewski,Roesner,+stdten

LISP-MachineSYMBOLICS3600,

VAX-11/780-AnschlUss(4Terminals)

1.7・,83-30●6.'85.

Z650KSM

SEMSYNプ ロ ジ ェ ク トの 概 要
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Weiteref6rSEMSYN-FortsetungrelevanteAwfgaben:

On-lineExperiment コゆ
PilotstudiezumZugrrffaufeinejapanischeDatenbankuber

internationaleundnationaleDatennetze

(SieheSitznngsprotokolleam26.7.83

Protokollvom5th.German-JapaneseMeetinginIa.D.

am25.26.27.Okt.1983)

Simulation:

SEMSYN DATEX-P VENUS-P DDX二P ATLAS/皿

ll'
`l

llMULTIPAD
ll

ll

「!
'一 一 ●一 一 一 一ー 一、、'●'一 一 ー ー 一 ← 一 一一 ⇔、

rAnwenderlrJap.Dat-.Bank}
、 ノ 、'
、 一
一_一_一__一'、 、 ●_一_______ヂ'

ll

図4-10SEMSYNフ'ロ ジ ェク トの 概 要

l

SEMSYNGOAL

Generationof3000Germandoc.titlesinthefieldoftcinformation

processing,,fromthesemanticrepresentationsofJap.titles

producedbyATLAS/UofFUJITSULab.,

Alsoexperimentwithabstracts.

MEMBER:

Hard.resource:

Period:

図4-11

Hanakata,Lanbsch,Lesniewski,Roesneand

Students

Symbolics3600,VAX-.11/780(4Terminals)

July1.83-June30,85.

SEMSYNプ ロ ジ ェ ク ト の 概 要(目 標)
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日独 自動翻訳実験 プ ロジ ェク ト完了後に想像 される運用形態

4.3.5西 ドイツ言語研究所

IDS

住 所

話

時

手相関

電

日

訪

　の
(InstitutfurDeutsheSprache)

Friedrich-Karl-Str。12,6800Ma皿heim1,

FederalRepublicofGermany

西 ドイ ツ ー0621-4401

10/18㈲15:00～17:00

WolfgangTeubert(GID冨il所 長)

KlausWothke(研 究 員)

在 間 進(東 京 外 国 語 大 学 ドイ ツ語 学 科 ・ 助 教 授)

内容:

IDSは,日 本の国立国語研究所 に当 る国立の機 関で,ド イツ語 の語彙調査,言 語研究 ・言語傾

向を研究 ・調査す ることを目的 としてお り,と くに目的 とする応用 システムの開発は行 っていない。

そ こで,言 語研究のために,1983年 か ら以 下3つ のデー タベ ースプロダクシ ・ン(プ ロジ ェク

ト名:LEDA:aLexicographicalDataBaseforGerman)を 行 っている。 使用計

算機はSiemens.DBMSはIBMのSTAIRSラ イ クのREFERで あ る。

① フルテキス トデー タベ ース(TextBank)… 例 として,新 聞 ・雑誌 ・学校 の教科書 ・等

現在約100万 件
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② 語幹お よび活用語辞書(DictionaryBank)

③ 解 析結果のデータバンク(ResultBank)

LEDAに よるデータは,と くに,ド イツ語辞書 の作成vaas・い て辞書編成を支援するのに役立つ

ものと考えている。

西 ドイツにおけ る国 レベルの言語解析用辞書 の開発は行 われていない。Brockhausと い う出版

社 では,自 社 において冊子体辞書 の機械可読化 を図 り,当 出版社の辞書作成に使用 している。研究

用 として も,著 作権 の問題,版 権維持の問題 が あり,広 く利用 に供 され ていない(未 公開)。

西 ドイツ全体 では,言 語解析用辞書 の作成 としては,ボ ン大学のLendars教 授 の所の作成 が唯

一 であ り,ECの 翻 訳支援 のた めのオン ラインサー ビスである辞書EURODICAUTOMと の

関連 を図っている6そ れについて,ま'と めた下記の本が あり,参 考にな る と思 う。

JIPDECの プ ロジ ェク トとして参考 になるのは,SIEMENSの プ ロジ ェク トであると考

える。ただ し,ECの 次期 自動翻訳 システムの開発プロジェク トであるEUROTRAの 西 ドイツ

側 のス タッフは,ザ ールブル ッケン大学 のZimmerman教 授 グループの所で ある。

(参考 図書)独 文

H・β,K・ ・B・u・tkern・J・ ・&L・nders・W・(tMaschi・ ・nlespare

DeutscheW;rterb㌃cher"NiemeyerVerlag,T6bingen,1983.

4.3.6EC翻 訳 セ ン タ ー(ECAT)

ECAT(EuropeanCenterforAutomaticTranslation)

住 所:9-11,rueJean-PierreSauvage,L-2514,

Luxembourg・

電 話:ル ク セ ン ブ ル グ ー00352-438388

日 時:10/16(水)13:30～15:00,18:30～20:00

訪 問 相 手:MiehelLebrun(ECATマ ネ ジ ャー)

Cay-HolgerSto11(マ ネ ー ジ ン グ デ ィレ ク タ ー)

内 容:

ECATは,ECの 要 請 に よbSYSTRAN㈱50%と ル ク セ ン ブ ル グ の 大 手 製 鉄 会 社ARB

EDの 情 報 処 理 会 社 グ ル ー プ(InfoARBED)50%の 出 資 に よb1984年 に 設 立 され た 自動

翻 訳 シ ス テ ムSYSTRANに よ るECの 自 動 翻 訳 サ ー ビス ・セ ン タ ー で あ る(図4-13)。

現 在,サ ー ビス ・セ ン タ ー と して の 整 備,顧 客 営 業,サ ー ビス 体 系 の 整 備 を行 っ て い る。 勿 論,

SYSTRANの 単 独 販 売 活 動 も行 う。

ECは,現 在 も,ctMultilingal&Multipurposeinformationprocessing,,を
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図4-13 ECATの 組織 化 構 成 図

整備 ・運用 して.いる。その一つにEURODOCと い うオンライン情報検 索システムに より情報提

供サー ビスを行 っている。 自動翻訳 プロジ ェク トはそ の中の一つのプロジ ェク トとして位置づけ ら

れる。そ の自動翻訳サ ー ビス を,こ の度 のECATを 通 し行 お うとする ものである。すでに,パ リ

に あるセンターを通 し,英 ・→仏,仏 →英,英 →独,英 一→伊,仏 →独(た だし辞書は未完)の サー ビ

スを実施開始 してい る。

MRDは,下 記の ように同 じく整備中で ある。

独

英

仏

英

英

英

仏

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

→ 英

→ 仏

→ 英

→ 独

一少 伊

→ ア ラビア語

→ 独

データ項 目は,大 別 す ると語幹,活 用情報,意 味情報 である。SYSTRANは,EUROTRA

とは一線 を画 し,す でに実用 レベルにある。EUROTRAは,現 在,机 上設計 レベル とみてい る。

約150,000語

約120,000語

約120,000語

約100,000語

約120,000語

約180,000語

開 発 中
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ECATの 役 割 りは,い かに多 くのユーザ をふや し,利 用 していただくか とい うことに ある。また,

現時点では,EURODICAUTOMを,た とえばデータ項 目のちがいか らみて も利用す る計画

はない との こと。

(資料7)SYSTRANパ ンフレ ット

(資料8)AdvantagesofMachineTranslation

(資料9)GeneralSystemSpecificatiollfortheApplicationofthe

SYSTRANSystem.

た だ し,SYSTRANシ ス テムの'辞書の基本的な整備 が完 了 した時点で,よ り語数 の必要性 を

感 じた時 は,EURODICAUTOMを 語幹辞書(stemdictionary)に 取 込む ことを検討

するか もしれ ない。また,SYSTRANを 利用 したいユーザ がEURODICAUTOMを 翻 訳作

業の支援 ツール として利用する ことは大いに有効で あると考 えるので,SYSTRANに よるサー

ビス が充分 な され る ようにな って もEURODICAUTOMの 存 在 を否定する ことにはな らない と

考えてい る。

ECATを 組 織化 し,翻 訳サー ビス を開始 しているのに,EC内 で現在多額 の予算 を予定 し,

EURTRAの 開 発 プロジ ェク トが持 たれ ているのは何故か とい う問に対 し,「SYSTRANは ア

メ リカで開発 され,IBMの マ シンを中心に稼動サー ビスす ることに対 して,や は り民族 的意識か

ら許 される ものではない と考えているようである。そ こで,SYSTRAN以 上の もの を開発 する

ことを 目標に している ようだ。 この こと事態,我 々が批判すべ きことではない。我々の仕 事は,そ

の間にSYSTRANの よ リグレー ドァ ップを図る こと,よ り良いサービス を行 うことにあると考

えてい る。そのために も,現 在 日本 に約25名,カ ル フォルニアに約20名,ヨ ーロ ッパ に約50

名 の合計約100名 の技術者 を投入,シ ステムア ップtsよ び辞書の開発 に当 っている。」とのこと。

すべ ての質問(調 査項 目)に,協 力 したいが時間的に無理 であ り,企 業 としての問題 もあるので

許 してほ しい.と の ことで,以 下,SYSTRANの 概要 を説明 していた だいた(図4-14)。

SYSTRANは,現 在,IBM360,370(OS:Mus)お よびSiemensBS2000,

BS3000で 稼 動する。IBMのUM/CMS,DOS/VSで も稼動するよう現在開発中である。

SYSTRANの 中心はプ ログ ラミング言語PL/1で 書 いてある。

必要 とす るcpu容 量 は,仮 想メモリー量 を除 き768KBで あ り,と くに,辞 書の更新お よびデ

ータ保存 のために2本 の磁気テープ(1600/6250bpi)を 要 する。 また3330タ イプの磁

気デ ィスク1パ ックを必要 とす る。翻訳結果 および辞書 出力のためのプ リンタは とくに制限はない。

約100,000語 の翻訳 に対 し,3300タ イ プの磁気デ ィスク(13.030B)を 使用 の場

合,磁 気デ ィスク容量の割振 りは,お よそ以下の通 りになる。
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図4-14 SYSTRANの シ ス テ ム構 成 図

ANALYSIS

(構文 解析)

STEM

(語 幹 辞書)

BasicSystem

(コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム)

TRANSFER

(翻 訳)

IDLS

(意味 辞書)

SYNTHESIS

(生 成)

Idiomaticand

LimitedSemantics

図4-15 SYSTRANのMRDの 位 置 づ け
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'programlibraries

・controllanguagelibrary

・1ibrariesmasterversion

●libraries,inaccess

・additiona1

●sourceandtarget

(通 常 はテープ)

format(デ ィス ク の み)… …

1anguagepairspace

langUageteXt

●workspace

処 理時間は,pre/posteditを 前提 として,そ れを含 め約300,000語 に対 してIBM370/

168使 用 の場合,cpu時 間 は1～2時 間 とみている。

なお,SYSTRANの 持 つMRDの 位置 づけは,図4-15の よ うにな ってい る。

翻訳サー ビス料金は,1985年1月 現在翻訳結果(35ラ イ ン/ペ ージ,10語/ラ イン)を

ベ ース に ヨーロ ッパ系言語間の対訳 については以下の ように設定 してある。

400tracks

30tracks

460tracks

420tracks

80tracks

100tracks

少 く と も50cylinders

(例1)200ペ ー ジ/月 ÷70,000語/月 の 場 合

0～50,000語 … … 基 本 料 金DM2,500.-

50,000～70,000語(20,000語xO.045DM/語)… …DM900.一

合 計DM3,400.一

(例2)300ペ ー .ジ/月 ÷105,000語/月 の 場 合

0～5,000語 … … 基 本 料 金DM2,500. ,-

50,000・-105,000語(55,000語 ×O.045DM/語)… …DM2,475.一

合 計DM4,975

こ の サ ー ビス 料 金 に 対 して,SYSTRANの 月 レ ン タル 料 金 は,以 下 の よ う に 設 定 し て あ る 。

①BASICSYSTEM… …DM350.一/月

当 シ ス テ ム に 含 ま れ る シ ス テ ム 機 能

i)TranslationControlProgram

ii)TerminologyProgram

lll)TextlayoutandOutputProgram

②1対1言 語 間 翻 訳 プ ロ グ ラ ム

当 シ ス テ ム に 含 ま れ る シ ス テ ム 機 能

i)Analysisprograms… …DM700.一/月

ii)Transfer&SYNTHSISprogram… …DM600.一/月
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③ 辞 書

i)TerminologyDictionary(約50,000語)… …DM450.一/月

iDDictionariesofExpressionandWord-SpecificRules(約20,000語)

・・… ・DM400 .一/月

以 上,合 計 レ ン タ ル 料 金 はDM2,500.一/月 とな る 。

4.3.7国 際 用 語 学 情 報 セ ン タ ー

INFOTERM(lnternationalInforniationCenterforTerminology)

住 所:Heinestraβ θ38,Wien2,Austria

電 話:オ ース ト リァ ー0222-267535

日 時:10/21倫13:30～20:00

訪 問 相 手:ChristianGalinski幅1]所 長)

内 容:

1)ま ず,Terminologyの 必 要 性,重 要 性,果 た す 役 割 りに つ い て 一 般 的 説 明 を 受 け た 。

Terminologyの 理 論 は,EugenWifstertS士 の(cInternationaleSprachnormu㎎

inderTechnik,,(1931)の 論 文 に 端 を 発 す る 。 要 は,技 術 交 流 お よび 情 報 変 換 の た め に,

と くに 専 門 用 語 を 中 心 に用 語 理 解 を概 念 レ ベ ル に お い て定 義 す る必 要 が あ り,概 念 レベ ル で 定 義

す る そ の 方 法 論 をINFOTERMに お い て研 究 ・確 立 して き た とい う こ と。 この 方 法 論 を も と

に,各 国 の あ るい は 各 機 関 のTerminologyプ ロ ジ ェク トに対 し,国 際 的 に 支 援(コ ンサ ル タ ン

ト)を 行 うの が,INFOTERMの 重 要 な 責 務 で あ る。 そ の 基 本 的 な枠 組 み は,(図4-16)

の 通 りで あ る 。

(資 料10)英 文

Felber,H。

t(TerminologyManual,,Doc
,No.,PGI-84/ws/21,1984,426p.

(UNESCO/INFOTERM)
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2)Terminologydatabank構 想

科学技術 の分野 を考 えた とき,1900年 頭 初 を1と してみた とき,科 学技術文献は,そ の後

幾何級数的 に発表 されてきているが,そ の中で,新 しhterminology(専 門 用語=新 しい 知

識)は 現時点までに約15%増 えている。(図4-16)こ の15%の 専 門用語の理解 が新 し

い知識 の理解に必要 とな り,terminologyに 関 す る日常的な研究が必要 にな る。 この ように

増加するterminologyを,世 界 的な レベルでdatabank化 してk・く必要性 があ り,現 在,そ

の基本的な枠組みにつ いて検討に入 ってい る(図4-17)。

ZunahmedesWissens/der
Literatur(inPotenzen)

人文社会科学

文献

科学技術文献

FachUteratur

声Terminologie

/膚 －Wissen

1900年1985年

図4-16発 表 文 献 と新 しい専 門用 語 の伸 び

(資 料11)独 文

c〈DieTerminologie(databank)alsManagementinstrument,,

(INFOTERM内 部 資 料)
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/

/
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1

Isaubere|

Fachkommuni-

kation

Dokumentation

Terminologie-Datenbankhoherer

Ordnung＼
GrundelementfU'rautom.KernelementvonWissens-

odermaschinenunterstびtztebanken

Ubersetzungssysteme

図4-17専 門 用 語 の デ ー タ.バ ン ク 化 の 枠 組

3)MRD化 の 研 究 ・開 発

1984年 に,EURODICAUTOMに デ ー タ を提 供 す る た め に,INFOTERMのTermi-

nologyの 方 法 論 の 確 立 の 基 礎 に な っ たWU'stes,E.の 用 語 集ttTheMachineTool(1968),,

を入 力 した 。 図4-18は,そ の 時 の プ ル ー フ リス ト例 で あ る 。 こ の経 験 を も と に,現 在Termi-

nologyのMRD化 に つ い て あ る べ き姿 の研 究 を行 っ て い る 。 ・

現 在,'INFOTERMで はECか らの 依 託 に よ り,電 子 化 辞 書 の 標 準 化 プ ロ ジ ェク トを 推 進

して い る 。 こ の プ ロ ジ ェク ・トは,現 在ECで 推 進 して い る 自動 翻 訳 プ ロ ジ ェク トEUROTRAと

並 行 して,そ の 完 成 に お い て は,辞 書 を,各 言 語 に つ い て は 各 国 が 協 力 して 生 成 ・メ ン テ ナ ン ス

す る こ と を意 図 して,今 か ら,そ の た め の 標 準 仕 様 を 見 出 そ う とす る も の で あ る 。

(参 考 資 料)INFORTERM

(cTerminologyandRelatedFields1965-1985"HermannB6'hlaus

Nachf.
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い 。ssai。tE.。ep,。f。 。d。 。,c。 ・ ・t6・t・d・ ・ざfご ・e・ce.
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WUster:Machine-OutiL1906

CDU:620・178.152・42;F工G:」1(ister ,
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(記 号)TY:出 典

NI:conceptNo。

CM:classcode

EG:英 語

VEvedette=entryterm(s)

DFdefinition

RF.reference'

NT:note

FG:仏 語

DG:独 語

図4-18 用 語 集 ¶cTheMachineTool,1968」,の 入 力 ・プル ー フ リス ト例
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なお,MRDに 関 して有効な議論 ができる と患われる人 を紹介 しておきたい。

1)Prof。JeanBaudot

ヤ
Dept.deLinguistique,

ロ
Univ.deMowtreal ロ
Careposta16128,Suc.AMontreal,

ノ
QuebecH3C'3J,CANADA

Te1;(514)343-6220

2)Dr。ThomasSchneider

SiemensAG,

BereichDatentechnik,

Daten-undInformationssysteme

Otto-Hahn-Ring6

ロコ
D-8000Munchen83

Fax;(089)636-2013

3)JeanM。Henning

Laboratoired'Informatique, ノ
ComplexeScientifiquedesCezeaux ぐ

BP45-63170Aubiere,FRANCE

Te1;(73)264110

4)Prof.GestEngel

HoudelshψjskoleSud.

Sψuderborg,DENMARK

Tel;(0045)4-434225Ex。32

4.3.8ピ サ 大 学

UniversityofPisa,DepartmentofLinguistic

住

電

日

所

話

時

訪問相手

・

●

・

・

・

●

viadelloFiggiole35,56100Pisa,Italy

イ タ リア ー050-502082

10/23(水)15:00～20:00

(9:30～14:30情 報 学 科 の2入 の 教 官 の 求 め に よ りLibrary

automation,お よ びInformationRetrieva1に つ い て 情 報 交 換 を行 う∂

NicolettaCalzolari(言 語 学 科 助 教 授)

AntonioZampolli(言 語 学 科 教 授)
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内容:

1)イ タ リア国立研究委員会(theItalianNationaIResearchCounci1)の も との計

算機言語研究所(theInstitutodiLinguisticaComputazionale)で は,オ ンラ

イン情報検索サー ビス を目的 として,文 献情報のデータベース(theTextualDatabase)

の構 築プ ロジ ェク トと,機 械可読辞書デー タベ ース(LDB:theLexicalDatabase)の

構 築 プロジ ェク トを推進 している。今回訪問 した ピサ大学言語学科のCalzolari助 教授 は,当

プ ロジ ェク トにおいて,と くに,後 者 のLDB構 築 プ ロジ ェク トに参加 しているとのこと。

LDBの 構 築は,下 記15点 の ような ことを支援 するのに役立つ と考 える。

① 構文理解のための支援 ツール

② デー タベ ースに対す る自然言語に よるアクセスのための支援 ツール

③ 辞書構築 および辞書学 のための支援 ツール

④ 綴 りの修正のための支援 ツール'

⑤ 単語 処理 のための支援ツール

⑥ 辞書 の出版の基礎データ ・ツール

⑦ 自動翻訳 のための支援 ツール

⑧ 認知科学 の研究の支援 ツール

⑨ 教育支援 のた めの支援 ツール

⑩ 辞書研究者 のための支援ツール

⑪LDBの 内容検索のための支援 ツール

⑫ 文章処理のための支援 ツール

⑬ 形態素解析のための支援 ツール

⑭ 辞書 に含 まれてい る事項か ら新 しい情報の抽 出の研究 ツール

⑮ 情報 検索 のためのシソーラスの構 築のための支援 ツール

当 プロジ ェク トは,既 存の冊子体辞書 をまずMRD化 し,文 献 内に出現す る単語 との照合 を計

り,LDBを 拡充 している。(磁 気テ ープ化 した辞書 をMRDと い し(,セ ン ター ・マシンに登載

した辞書 をLDBと い い,MRDとLDBを 区別 して使用 してい る。)

LDBは,MSSに 展 開 し,IBM3081(VSAM)で 管 理 している との こと。

LDBの 構 成を,図4-19に 示 す。現在の容量は,LEMMAS(見 出 し語÷語幹)が 約

106,000語,WORD-FORMS(語 形 情報÷接辞)が 約1,000,000お よびDEFIN-

ITIONS(語 の定義情報÷ 同義語)が 約186,000か ら成 り,そ れぞれは独立 して検索で

きる。
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secondarykeys

ヂ 　 　 　 　 　 ココ

1`

lPh・n・ticsl
L_一___-8

Prelixes

Sullixes

Variants

UsageCodes

Gramm.Ca1.Codes

HomographyCodes

WORD・FORMS

primarykeys

lexioaalcodes

agecodes'

dings

elixes

LEMMAS

primarykeys

SYNONYMS

ANTONYMS

〔 こ 、1

HYPONYMS

HYPERONYMS'

r-一 　 一 ー －

Syntactic

Codes

」______」

DEFINITIONS

primarykeys=lemmas

SPECIALIZED

LANGUAGES

図4-19 LDBの 構 成

LDBの オ ン ラ イ ン検 索 は,(図4-20,4-21,4-22)の よ うな 手 順 に よ り利 用 す

るo
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図4-22
c{a
ndare,,の フ ル 語 義

2)1985年10月 か ら,あ らた にltalianNationalProjectforAutomatic

LanguageProcessingが ス タ ー ト し,ピ サ 大 学 言 語 学 科 で は,1)の 成 果 を も と に,

aNationalLexicalMultiplyDBの 構 築 ・整 備,そ の た め の ソ フ トウ ェア 機 能 の 研 究

・開 発 に つ い て 中 心 的 役 割 を果 た さ な け れ ば な らな い との こ と。 当 プ ロ ジ ェク トは,現 在ECで

推 進 して い る ユ ー レ カ(EUREKA:欧 州 先 端 技 術 共 同 研 究)の 一 つ と して,そ の 一 環 を な す

プ ロ ジ ェク トで あ る。 当 プ ロ ジ ェク トは,ECの 次 の 情 報 シ ス テ ム の 構 築 の た め の プ ロ ジ ェク ト

で あ り,EUROTRA,お よ び そ の た め に 必 要 とす る 各 国 で構 築 す るMRDの 標 準 化 プ ロ ジ ェ

ク トに 対 し,ECに お け る 情 報 流 通 の た め の プ ロ トコ ル の策 定 プ ロ ジ ェク ト と して 位 置 づ け られ

る。 前 日(22日)にZampolli教 授 がLuxemburgで の 会 合 に 出 席,イ タ リア 側 の プ ロ ジ ェ

ク トの 構 想 に つ い て 概 要 を 話 し て き た との こ と で あ る 。 詳 細 に つ い て は,プ ロ ジ ェク トの 推 進 が

始 ま っ た ば か りで あ り,構 想 の 段 階 で あ り,EC各 国 と の 協'調 も あ る の で 公 表 で き な い と の こ と 。

こ の意 味 に お い て,JIPDECの プ ロ ジ ェク トに は 大 変 興 味 が あ る と の こ と で あ っ た 。

(拝 受 資 料)

1)Calzolari,N。

Lexicaldefinitionsinacomputerizeddictionary
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ComputersandArtificialIntelligence,2(3),225～233,

1983

2)Picchi,E.,Calzolari,N.

Textualperspectivesthroughanautomatizedlexicon

IstitutodiLinguisticaComputazional(CNR)

3)Calzolari,N.

Onthetreatmentofderivativesinalexicaldatabasβ

LinguisticaComputazionale,3(Supplement),103～113-,

1983

4)Calzolari,N.

Detectingpatternsinalexicaldatabase

ProceedingsCOLING'84,170～17・3,1984

4.3.9ウ ォ ー タ ル ー 大 学

CenterfortheNewOxfordEnglishDictionary
,Univ.ofWaterloo

住 所:Waterloo,Ontario,CanadaN2L3G1

電 話:カ ナ ダ ー519-885-1211

日 時:10/25@)13:00～17:00

訪 問 相 手:dayleJohannesen(事 務 長 女 性)

J.Stubbs(Univ.OxfordPressのOED編 集 部 か ら の 出 向)

F.W.Tompa(計 算 機 学 科 助 教 授)『

内容:"

1984年5月 か ら,オ ックス フォー ド大学出版部のOED編 集 部か らの依託 により,the

NewOEDの 完 全MRD化(冊 子体 フォーマ ットのMRD化)を 開始 した(図4-23,図4-

24)。

約3カ 月間の設計の後に,入 力 を開始 した。1986年 末 には,す べて入力を完了させる予定 で

ある。現在,A～ ・Az,M～Mzを 完 了。容量は約50MBで あ り,す べて入 って500MBと 予

想 している。

完成後は,学 内 をは じめ広 くオ ンライン利用サービス を考 えている。 ともか く,現 在,磁 気 テー

プ化 し,OED出 版部 に納 品す ることが最大の仕事 である。

MRD化 の 目的は,OEDの 編 集部 にあり,主 に,冊 子体 辞書 の作成支援のためであり,た とえ

ばエン トリー語 の管理 とい った ことに大 きな役割が果 たせ る と考 える。他 に,当MRDは,将 来,
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OUP-UWJointAgreement

●OUPtocapturedata,ensureits

accuracy,integratetheOEDwithits

Supplements,andpublishtheresulting

dictionary.

● .OUPandUWtoconductusεr,surveytg

helpidentifyrcquirementsforNeWOED.

●UWtodesigndaしabaseforNewOEDand

d・vel・P・ ・rしw・ ・eutilitiesf・ ・
.d・tabase

accessandupdaしe.

●UWtoexploreanddevelopapPlications

toexploitNcwOED.

図4-23

図4-24

オ ・クス フ ォー ド大学 出版部 とウ ォータールー大学 との

MRD化 に あたっての取交 し事項

<5

遷
南 〔P

theNewOEDのMRD化 プ ロ ジ ェ ク ト

Sourcedata

Dataentry

Taggeddata

DATABASE

Creation

NewOED

DATAAccess
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文献分析,言 語の コンサルテ ィング,言 語学研究に利用 されてい くもの と考 えている。 これ ら多 目

的利 用のために,と くに,Tompa助 教授 を中心 に知識ベ ース化 の構築 を考 え出 している所で あり,

た とえば,そ のためのMRDフ ォーマ ットをいかにすべきか といった ことについて,ピ サ大学 の

Zampolli教 授 と同 じくJIPDECプ ロ ジェク トに大変興味 を示 している。

以 下,JIPDECプ ロ ジェク トの目的,お よび 日本 でのMRD構 築 について説明を求め られ概

要 を紹介 した。

ウォ一夕ルー大学 として当 プロジェク トの受託 に当 り,当MRD化 後 の利用について具体的 にど

う考 えてい るのか とい う問に,プ ロジ ェク ト開始に当 り,図4-25の よ うなアンケー ト調査 を学

内 を中心 に行 ったが,学 内か らの反応は少な く(と い うのは,ま だ ウォータルー大学 においては自

然言語処理の研究は盛ん でないため もあって),む しろ学外の研究者か らの反応 が多 く,MRD化

の後,利 用 を促進 していきたい と考 えてい る,と い うことであった。

(拝 受資料)

WaterlooandtheNewOxfordEnglishDictionaryProject.
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4.3.10ま とめ

今回訪問調査を行 った9機 関について,GIDを 除 き,MRD構 築 プロジ ェク トの目的 を,以 下の

2つ に類別で きるのではないか と認識 した。

1)自 動 翻訳用MRD

ザ ール ラン ド大学,シ ュトゥ・トガル ト大学,EC翻 訳 センター

2)広h意 味 での 自然言語研究支援 ソール

ボン大学,西 ドイツ言語研究所,INFOTERM,ピ サ大学,ウ ォータルー大学

自動翻訳用のMRD化 の研究 ・開発 は,目 的語の同定につい て,た とえば 日英翻訳の ようにまった

く語形 の異な りがないわけではない だけに,語 根の対関係 の明確化 と,語 尾 を中心 に研 究がな されて

いる印象 を受けた。それに対 して,と くに,ピ サ大学,お よび ウ ォータルー大学のプロジ ェク トでは,

MRDか ら,い かに知識デ ータベース化 を図るか,と い う研究が開始 された ところであるように見受

け られた。

そ こで,今 回の訪問調査 の経験か ら,我 田引水的ではあるが,わ が国 において,MRDの 研究 につ

いて,以 下のよ うな感想 を抱いた次第で ある。

1)自 動 翻訳用MRDに つい ては,国 レベルのMuプ ロ ジェク ト,あ るいは企業等 のプロジェク ト

で研究 が推進 され てい る。

2)西 ドイツ言語研 究所 の ような国語研究のためには,国 立国語研究所が研究 を推進 している。

3)INFOTERMの よ うなTerminologyに ついては,JIS用 語 あるいは,シ ソ』ラス の

構築の中で推進 されている と考 える。

以上の ように考 えると,残 るテーマ として次の ような ことが ある と考 えた。

1)EURODICAUTOMの よ うに,一 つのプロジェク トでは人的に も,資 金的 に も,時 間的

に も成 し得ないMRDを 国 のレベル で開発 してい くことが大切 である。

2)ピ サ大学,お よび ウ ォ一夕ルー大学の構想の ように,冊 子体 レベルのMRDか ら,知 識デ ータ

ベース化 を図る研究 をす る必要が ある。

とくに,前 者の1)の レベル については,国 レベルのプロジ ェク トとして構築 を推進する こと

が大切 であると思えた。後者の2)の レベル につい ては,一 つのプロジェク トで研究をス ター ト

させる必要 があると思えた。
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4.4国 内 調 査 の概 要

国内調査 は,ア ンケー ト調査 とヒア リング調査 をおこなった。

(1)ア ンケー ト調査

自然言語解析用辞書 について,昭 和60年11月26日 よb昭 和61年2月17日 まで,ア ン

ケー ト調査回収状況一覧表(表4-3)に ある24機 関26辞 書 についてアンケー ト調査 をteこ

な った。4.1に 書 かれている調査項 目に基づいてア ンケー ト調査(調 査票 は資料4)を お こな っ

た。アンケー トの内容には,先 端的色彩 が強 く研究開発上の機密に属す る事項が多 く含 まれてお

り,回 答 に際 して,企 業戦略上,研 究 開発上,公 表可能な範囲で協力をお願 い した。

19の 辞 書 についてアンケー トの回答 を寄 せていただいた。 この結果は,「4.5.3国 内調査

結果 の関連図表 」の表1か ら表Vに まとめ られている。 ア ン ケー ト回答 辞 書 の呼 称 は,ア

ンケー ト調査回収状況一覧表(表4-3)に あ る辞書の略称 で呼ぶ こととす る。

なお,残 りの7つ の辞書については,回 答 をいただ くことができなかったが,そ れは,つ ぎの

ような理 由に よる。

・「まだ,辞 書 が構想段階で,完 成 していないので,回 答することができない。 」(ISO,学

術 用語)

・「機械翻訳 システム とは違 ってアンケー トに該当することがない。 」(JICST)

・「機密 に属する ことが多 く,書 きづ らい。 また,現 在,社 内で方向を検討 中であるため,今 回

のアンケー トは,辞 退 したい。 」(三 菱)

・「担当者 が不在のため,ア ンケー トには回答で きない。 」(シ ャープ,学 研)

また,ア ンケー トに対 して,次 の よ うな意見が寄せ られた。

・「当社 は,出 版社ですので,効 率的 に各種 辞典類 を作成するため,い わゆる電子化 を進 めてお

りますので,そ れ らの作業過程 で各種デ ータベ ースが完成 した とい う結果 になってい ます。 し

か し,最 近の機械翻訳 システム開発 の動 きに合わせて,こ れ らのデ ータベース をシステ ムの有

力な ツールにす るため各種手直 しを してお ります。本アンケー ト調査 には,具 体的な回答がで

きてお りません が,よ り高度 の ものが完成 しました ら,詳 細 をご報告 させていた だきます。 」

(イ ンタープレス)

・「キー ワー ド一覧は,自 然語 を多少整理 した もので,機 械翻訳 に使用す るような辞書 とは違 い,

このアンケー トの様式通 りには,う まく回答 で きませんので よろ しくお願 い します。 」

(JAPIO)

・「顧客 との関係 で詳 しくお答 えできません。 」(日 立)

・「記入覧 に一 と記入 してある ところは,記 入すべき事項 がないか,ま たは,公 開で きない こと

を示 します。 」(富 士通)
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.表4-3 ア ン ケ ー トの 回収 状 況 一覧

分類 機械可読辞書 機械可読
辞書の略称

調査対象機関 ア ンケー ト

回収 状況

一般辞書 (1)新明解国語辞典(三 省堂) 新明解 工業技術院電子技術総合研究所 回収

②学研国語辞典(学 研) 学研 ㈹ 日本電子工業振興協会 回収できず

(3)ニ ュー コンサ イス 英和 辞 典 コ ン サ イ ス 京都大学 回収

(4)Longman LDOCE 京都大学 回収

専門辞書 ⑤IP電 子 辞典 シ リーズ インヂ フレス ㈱インタープ レス社 回収

(6)ISO用 語 フ ァイ ル ISO 飼旧本規格協会 回収できず

(7}学術 用語 フ ァイル 学術用語 文部省 回収できず

(8)電字 林 電字林 ㈱東洋情報システム 回収

目的辞書 ⑨Mu機 械翻訳プロジェクト Mu 科学技術庁 回収

⑩ICOT電 子 辞書 システム ICOT 肋 新 世代 コン ピュータ技術開

発機構(ICOT)

回収

ω 日本語基本動詞辞書 IPA 情報処理振興事業協会(IPA) 回収

0⑳JICSTシ ソ ー ラ ス JICST 日本科学技術情報センター 回収できず

㈹情報検索用辞書 JICST 日本科学技術情報センター 回収できず

00JAPIOシ ソ ー ラス JAPIO 側)特許情報機構(JAPIO) 回収

(商用/
実験)機
械翻訳シ
ステムの

辞書

㈹PIVOT/VENUS 日電 日本電気㈱ 回収

0⑤ATLAS-1(英 日)

ATLAS－ 五(日 英)

富士通 富士通㈱ 回収

⑰TAURAS(某 日) 東芝 ㈱東芝総合研究所 回収

⑱ ミデ ィア ムパ ック ・マ イク

ロパ ック

ブラビス ㈱ ブ ラ ビス ・イ ン タ ー ナ シ ・

ナ ル

回収

側機械翻訳システム シ ャー プ
■

シ ャ ー プ 回収できず

⑳ATHENE/E
ATHENE/J

日立 ㈱ 日立製作所システム開発
研究所

回収

⑳ 日英機械翻訳システム 三菱 三菱電機㈱ 回収できず

⑳機械翻訳システムSHALT 日本IBM 日本IBM㈱ 回収

㈱SYSTRAN シ ス トラ ン シス トラン㈱ 回収

⑳VALANTINE,

KATE

KDD 国際電信電話㈱ 回収

㈱LUTE NTT 日本電信電話㈱ 回収

⑳機械翻訳システム 沖電気 沖電気工業㈱ 回収
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・「ブ ランクの
.ままにな ってい る箇所は,社 外秘 に属するためにお答 えできない部分 でござい ま

すので,そ のへん,御 理解下 さい ます よう宜 しぐお願い申 し上げ ます。 」(シ ス トラン)

・「回答は ,1)電 字林 の辞書DB,2)電 字 林の基本語辞書 マス ター,3)電 字林の専門用語

辞書 マス ターの三種類 です。 」(東 洋情報)

② ヒア リング調査

アンケー ト調査の結果 を補 うべ くヒア リング調査 をおこなった。 ヒア リング調査 では,「 辞書

の共用使用 」について 自由に意見 を述 べていた だき,ア ンケー ト調査 では得 られない貴重な ご意

見 を拝聴する ことがで きた。訪問先は,シ ス トラン株 式会社,国 際電信電話株式会社,株 式会社

東洋情報シス テム,九 州大学(吉 田将教授),福 岡 大学(首 藤公昭教授)で ある。 この結果 につ

いては,訪 問先の方の許可 をいただき,掲 載 させていただいた(4.5.2)。

4.5国 内調 査 の結 果

4.5.1ア ンケー ト調査結果

アンケー ト調査票(資 料4)に よb実 施 した,ア ンケー ト調査 の結果 をまとめる。具体的 なアンケ

ー ト回答内容 は
,4.5.3に 図表 としてま とめられているので参照 されたい。

まず,4.5.1.1で,機 械 可読辞書が どのよ うなプ ロジ ェク トで開発 されて,ど の ようなシステムで

使用されているかについてまとめ,次 に4.5.1.2で,調 査 対象の機械可読辞書 が,ど の ような辞書 で

あるか(ど の ような規模 で,ど の ような言語情報を含み,ど の ような構造を もつ ものであるのか)に

ついてのべる。ただ し,辞 書 の内容に関す る情報は,企 業秘密に属するため,必 ず しも十分な情報 が

得 られた とはいえない。4.5.1、3で は,こ れ らの機械可読辞書 が,ど の ように して作成 され,ど の よ

うなメンテナ ンスがお こなわれ てい るかについて報告する。4.5.1.4で は,エ ン ドユーザが機械可読

辞書 を実際に運用 するときの,問 題点 をあげる。エン ドユ ーザ が自ら登録 した語 に関する権利関係 に

ついては,ひ どく考 え方が分かれてteり,社 会的 なコンセ ンサスが得 られていない。4.5.1.5で は,

機 械可読辞書 の共用使用 を前提 とす る場合の問題点,,お よび,可 能性 について まとめる。

4.5.1.1プ ロジ ェク ト.および辞書 システムの概要

機械可読 ・(machinereadable)辞 書 とは,計 算機上に置 かれ ている(イ ンプリメン トされた)

辞 書 の ことをい う。機械可読辞書 には,人 間が参照するための辞書 とシステムの 一部 として組み込

まれている辞書 が ある。前者の例 には,新 明解国語辞典(新 明解),ニ ューコンサイス英和辞典

(コ ンサイス),Longman(LDOCE)等 が ある。これ らの辞書 は,一 般 の冊子体辞書を機械可

読 に した もの である。 この他に,言 語研究 を目的 として 日本語基本動詞辞書(IPA)が 作 られた

り,辞 書 を引 ぐかわ りに,自 動的に辞書検索 をお こな って くれる辞書(電 字林)が 作 られてい る。

後者の例には,デ ータベースの検 索用 の辞書や機械翻訳用の辞書がある。データベ ースの検索時 に
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は,キ ーワー ドとして言葉 を使 う。 このキー ワー ドを集 めたのが,JAPIOシ ソー ラス(JAP

IO)で あ る。 また,近 年,研 究,お よび実用化 が盛んにすすめ られ ている機械翻訳 システムにお

いて も,機 械が 自然言語 を処理する ときに辞書が使 われる。科学技術庁Muプ ロ ジ ェク ト(Mu),

新世 代 コン ピュータ技術開発機構(ICOT),日 本電気(日 電),富 士 通,東 芝,ブ ラビスイン

ターナシ ・ナル(ブ ラビス),日 立 製作所(日 立),シ ス トラン,日 本IBM,国 際 電信電話(K

DD),日 本 電信電話(N'TT),沖 電 気工業(沖 電気)な どで,機 械翻訳用辞書 を開発 している。

機械可読辞書 の開発状況は,目 的の違 いか ら多岐 にわたっている。た とえば,機 械可読辞書が開

発 されている計算機環境 を例に とると,使 用計算機 において も大型計算機 か ら,ミ ニコンやマイコ

ンに至 るまである。 さらに,実 験用 の辞書 システムでは,特 定の計算機言語 のみ を処理する専用 マ

シン(Lispマ シ ンやPrologマ シン)も 使用 され ている。

システムの開発用言語 では,ア センブ ラ,C,FORTRAN,PL/1,LISP,ESP

(Prolog+Object指 向)な どが使 われてい る。 この他に,自 然言語 を解析 する ときに使 う文

法登録 を容易にするために,独 自に文法記述 用言語 を開発 している ところ もある。(シ ス トラン)

システムの規模は,デ ータの量で 冊子体辞書 で20MB～152MB,機 械翻訳用辞書 では,

1.5MByte～30MBと な ってい る。 ただ し,辞 書 の規模 につい ては,公 開 していない企業が多

い。 また,デ ータベース検 索用のJAPIOの シ ソーラスではデータの量 が31GBと な ってtsり,

このシステ ムは,辞 書 とい うよりも,特 許情報に関するデータベース システ ムといえる。

4.5.1.2辞 書 の概略お よびその内容

機械可読辞書開発 目的別 に分類す ると,つ ぎの ように分かれ る。

■

●

■

●

■

辞書 の機械可読化 は,こ こ2,3年 の うちに

開発が活発化 してきた。現在 までに,版 がす でに何度か改定 されている辞書 もある。

アンケー ト回答の範囲に限 っていえぱ,機 械可読化 されている言語 は,日 本語,英 語,和 英,英

和 である。英語以外の外 国語の機械可読辞書 は,ま だ,開 発 されていない。東洋情報が,中 国語 を

含 めた辞書の開発を計画 しているのみである。

辞書の規模は,実 験や研究の 目的 でつ くられた小規模の ものか ら,実 用化 をめ ざした大規模な も

の まで開発 されつつ ある。規模の大 きい辞書 では,一 般用語辞書 と専門用語辞書 とに分 けて開発 し

ている。一般用語辞書は,現 在開発 され ている もので,見 出 し語 で5万 語か ら10万 語 入 ってtob,

専 門用語辞書 では,25万 語 か ら33万 語 が収録 されている。専門用語辞書 はかな り大規模 になる

既存の冊子体辞書の機械 可読化(新 明解,コ ンサ イス,LDOCE)

日本 語研究用辞書(IPA)

商用 辞書(電 字林,イ ンター プレス)

検 索用語集,蓄 積用(JAPIO)

機 械翻訳 システムの解析用辞書,変 換用辞書,生 成用辞書
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見込みで,科 学技術 分野 を例 に とる と,分 野 を一つ とっても分野 だけで300あ り,電 気の分野 で

2万 語,学 術用語 で5万 語収録 されてい る。

辞書の内容 は,そ の辞書が何 の 目的でつ くられているかに,大 き く依存 し,辞 書 を比較す る要素

に もなる。つ まり,辞 書 の中に,ど の ような言語的な情報が,入 っているのか を示すのが,「 デ』

タ項 目」と「その内容 」である。データ項 目一つ とって も,単 純 には,比 較す ることがで きない。

それは,同 じ言語的な情報 を,辞 書 に よって様々な呼 び方 をしてい るか らである。

各データ項 目の中に,ど の よ うな言語情報 を入れているかを示す ものが,デ ータ項 目の内容で あ

る。 この項 目は,と くに企業秘密 に触れ る部分なので,回 答を拒否す る企業が多かった。Muプ ロ

ジ ェク トの方か ら,詳 しい資料 を送 っていただいた。 この資料の中か ら,品 詞の カテゴ リー分類お

よび,格 マーカ,意 味マーカを表 に取b出 してある。(Fig皿 一2-8～ 皿一2-12参 照)

これ らのデータ項 目を)計 算機 の中にどのよ うな形式 でいれてお くかを決め るのが,デ ータフォ

ーマ ットとフ ァイル フ ォーマ ットで ある。データフ ォーマ ットをどの よ うな形式 で結び ,辞 書 にど

の ような構造 をもたせ るのか をきめるのが,フ ァイル フォーマ ットである。 フ ァイル フ ォーマ ット

は,辞 書引 きの速度やメモ リー効率 に影響 が出るとともに,辞 書 引きの 目的 に応 じて決め られ る。

三省堂の辞書 では,固 定長の ランダムフ ァイルが使用 され てk・り,IPAの 日本語基本動詞辞書で

は,順 編成 フ ァイル,機 械翻訳 システ ム(東 芝,日 本IBM)で は,可 変長の フ ァイル構造 を採用

している。 フ ァイルについて,東 芝 では,「 必要 に応 じて変換可能 」と述 べている。

4、5.1.3辞 書 の作成k・ よびメンテナンス

(1)機 械 可読辞書 の開発方法

機械可読辞書 の開発方法 には三つのタイプがある。

① 冊子体辞書 を機械 可読辞書 に した もの

このタイプの辞書 の開発 には,入 力,メ ンテナ ンス作業のみを行 えればすむ。言語情報 を収

集 した り,分 析 した りす る作業は行わずにすむ。今迄に,こ のタイプの辞書 か ら,機 械翻訳 シ

ステムのための辞書作成の研究 が行 われている。

② 当初か らその システムを動 かす 目的 で開発 された辞書

システム開発 を「主 」目的 とす る場 合には,辞 書 の開発 コス トをで きるだけ低 く押 さえたい

し,ま た,ユ ーザにす ぐに使 わせ るためには,マ ンマシン ・シス テムを備 えて,簡 単 に辞書 の

メンテナンス作業が行え る必要が ある。機械翻訳システムのために開発 された辞書 の多 くは,

この部類 に属す る。ユーザは利用 しやすいが,汎 用の機械可読辞書 にはな りに くい。

③ 汎用に機械可読辞書 をめ ざして開発 されてい る辞書

システムの辞書 として開発 され てはいるが,ま ず,汎 用型 の辞書 をつ くり,辞 書管理 システ

ムに より,シ ステム用の辞書 がつ くられ る。 この ように,辞 書管理 システ ムが しっか りしてい

るものは,汎 用機械可読辞書 にな りえ,応 用 が広い。
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辞書 作成には,ま ず,情 報処理技術者 と言語学 ・国語学の専門家が辞書 の仕様 を決定 し,そ の

仕様に基 づいてプログラマ,イ ンプ ットオペレータが作業 を担当 しているケースが多い。規模の

大 きい ものについては,辞 書 のデータ作成 ・編集のために10名 ～ 数10名 の人員 を要 してお り,

入 力作業な どについては,外 部 に依 頼す ることが多い。'

(2)辞 書 の作成手順

辞書 を作成す るには,各 調査機関 ごとに,ど こに力点 をお くかの差は あれ,次 の ような作業手

順 を踏ん でいる。

① 言語データの収集

② 言語データの分類 ・分 析

③.言 語データの入 力

④ システムの利 用 しやすいフ ォーマ シトへの変換

⑤ 修正

単語 の収集 についていえば,既 存の辞書の場合(新 明解,コ ンサイス,LDOCE)は,と く

に作業する必要はないが,国 立 国語研究所の調査結果 および種々の市販辞書等か ら収集 をおこな

ってい る。機械翻訳 シス テム用の辞書 では,実 デ ータに基 づいて語 の補充(東 芝)が おこなわれ

てい る。また,収 集作業 のほかに,シ ステムを効率的に動 かすために見 出 し語 を調整(富 士通)

す る必要 もある。

収録単語 に言語的な情報 をどの ような尺度で分析 し,付 加す るか とい うことが問題 にな るのだ

が,そ の方法論 が厳密に確立 されていないた めか,収 録単語 の分類作業 について は,あ ま り回答

が寄せ られなか った。

収録す る単語 の収集か ら分類,各 種のマーカの付与に至 る作業手順 について,つ ぎの ようなや

りかたが ある。

① 辞書登録の際に,イ ンプ ッ トオペレータ と画面上で対話的におこな うことに より,各 種マー

カを付与 する。(ブ ラ ビス)

② 単語の収集,各 種 マーカ付与にKWIC(同 音 語辞典)を 用 いる。・名詞 に対する各種 マー カ

の付与は,辞 書 や用語集 を参考 に し,用 言 のマーカ付与 については,KWICな ど出現 した文

を中心 に分析 を行 う。言語的知識を もつ入が,詳 細 な作業 マニ ュアルに基 づいてお こな う。

(Mu)

また,収 録単語の選定基準 として,「 頻度 」を挙げる ところが多い。その頻度の決め方には,

市販の辞典 に収録 されている見出 し語 をペースに して,調 整 をはか ってい る場 合 もある。

入力作業 については,,Muプ ロ ジェク トの ように詳細 な「データエン トリー ・ル ール」を決 め

てお こな っている もの もあるし,会 話形式でお こな うため,デ ータエ ン トリー ・ルールが不要 な

システム もある。Muプ ロ ジ ェク トのデ 一中タエン トリー ・ルールを参考 資料 として,表 にあげて
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おいた(Fig皿 一3-6)o

(3)メ ンテナンス

辞書は,常 にメンテナンスを必要 とする。その方法は,以 下の ように してお こなわれている。

冊子体辞書 では,イ ンプ ットミス の修正 を定期的に継続的におこなってい る。冊子体辞書の原

本の版が変 わるごとに,機 械可読辞書 の改定 もおこなわれ ている。

システムの一部 として組み込 まれてい る機械翻訳用辞書 にとっては,メ ンテナンスは頻繁 にな

る。機械翻訳用辞書 には,ユ ーザが専用に使 う私用(ユ ーザ)辞 書 と,原 本の辞書,す なわち,

メーカの辞書がある。メンテナ ンス内容 も私用(ユ ーザ)辞 書 についてお こなわれ るもの と,原

本 の辞書,メ ーカの辞書 につい てお こなわれる もの とがある。ユーザの私用(ユ ーザ)辞 書 につ

いておこなわれるメンテナンス内容 には,新 しい単語 の登録やインプッ トミスの修正な どがあり,

ユ ーザ により随時 おこなわれ る。 また,原 本の辞書,メ ーカの辞書につい ておこなわれるメンテ

ナンス内容 には,イ ンプ ットミスの修正,辞 書内容の更新,対 訳の適切チ ェックなどが あり,こ

れ らは,定 期的(3カ 月,6カ 月～1年,版 改訂のたび)に おこなわれている。メンテナンスは,

ユ ーザ辞書 を編集 ・修正 し,そ の結果 がメーカにいき,ユ ーザではや りに くい言語的知識やシス

テムに関する知識 を要 する作業(① 追加登録すべ き語 の洗 い出 し,② 誤 りの洗 い出 し,③ 入力,

④ チ ェック)を 行 い,修 正 され て,ユ ーザへ修正 をフィー ドバ ックする とい う手順 でなされてい

るo

機 械可読辞書作成,メ ンテナンスにおけ る問題点や意見 として,次 の ような ものが寄せ られ て

い るo

① デ ータの管理 体制

・ データが途中で人手 に渡 り,汚 いまま拡 散 して しまった。 きちん としたマニ ュアルの整

備 が必要 である。

・ 専門委員会に より一元管理す る体制 をとって,効 率的な運用 をはかっている。

② マンパ ワーの問題

・ 入 力お よび入力 され た語 のチ ェック をす るのに入手がかかるので,こ れ らの簡易化 をはか

る必要がある。

③ 基本語辞書の問題

・ 基本語辞書 といって も,完 全 に分野独立 の用語は少な く,ユ ーザに よっては,相 反する要

求 がでて くる。 これ をどの ように調整するかが課題 である。

④ 冊子体辞書 と翻訳用辞書 の問題

・ ,冊子体辞書 は,必 ず しも翻訳用にはできていない。冊子体辞書か ら翻訳用辞書 をつ くるに

は,ど の ように して情報 を付加す るかが問題で ある。
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4.5,1,4辞 書 システムの運用

(1)運 用 上の問題

辞書システムは,電 気,情 報,医 学,原 子 力,自 動車,鉄 鋼,金 融 などで使用 され てお り,実

際に これ らのエン ドユーザが,辞 書 ンステムを使い始 めると,運 用 上の問題 がおこる。例 えば,

辞書 に載 っていない用語 や,ユ ーザ固有 の言いまわしな どができて,未 登録語の登録 および,辞

書内容の修正 とい う作業 が,必 要になる。 この作業を支援す るために,シ ステムに辞書エデ ィタ

や辞書 ユーテ ィリテ ィを整備 した ものや,対 話的に更新,修 正が できる ように工夫 してある もの

が ある。辞書に対 して,エ ン ドユーザが手 を加え られるのは,ユ ーザ辞書のみで,基 本語辞書は,

変 更 させない ものが多い。

また,辞 書内容の変更 には,言 語的知識や システムに関する知識が必要 となるので,エ ン ドユ

ニザ で起 こった問題 を集 めて,辞 書 を修正 してエン ドユーザに返 す とい うフ ィー ドバ ・ク体制 を

敷いているところ もある。(Mu,シ ス トラン,富 士通)

② エン ドユーザの権利

エン ドユーザが追加 ・修正 した辞書 に関す る権利関係は,現 在 のところ考え方 が統一 されてお

らず,混 乱 の もとにな りやすい。 エン ドユーザに より追加 ・修正 された部分の権利関係 について

は,以 下の ように意見が分 かれている。

① 契約に基づ く,あ るいは協議 をする。

・ 辞書提供時 の著作 権者,版 権者 との契約に従 う。(新 明解)

・ 排他的権利 を設定 しよ うとする場合,事 前にIPAと 協 議す る。(IPA)

② エ ン ドユーザに帰属す る。(ブ ラビス,ATLAS,電 字林)

③ エン ドユーザの権利 を認めない。

・ 原則 と してユーザ の占有権 は認めず,シ ス トランが権利 を所有す る。権利の一本化 をはか

り,第 三者 に利用で きる形態 に して ある。ただし,ユ ーザの企業秘密に属する場合は例外で

ある。(シ ス トラン)

④ エン ドユーザ とメーカで折半す る。(日 電)

⑤ 未検討

・ 一元管理用辞書 は,今 後設置 され る委員会等の承認 を伴 った上でお こなわれ る。個人用辞

書(ユ ーザ用辞書)に ついては,ま だ,考 えていない。(Mu)

4.5.1.5辞 書 の共用使用

アンケー ト回答者に とって共用使用のイメージが,漠 然 としている点 が問題 である。冊 子体辞書

から機械翻訳用辞書 をつ くる ことを考えてい る人が多い ようである。また,ア ル ゴ リズム とのかか

わ りをもつ機械翻訳用辞書 を互いに共用する ことの難 しさを指摘す る人 が多い。
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(D共 用使用の可能性 とその問題点

共用使用の可能性 について,一 般辞書 と機械翻訳用辞書 とで大 きく立場 がかわる。

つまり,情 報 を提供す る側 の意見 は比較的楽観的 である。例 えば,コ ンサイスやLDOCEで

は,「 辞書その ものは,検 索以外 の 目的 に適 していないので,機 械翻訳システムなどに直接使用

することは不可能であろ う。 しか し,色 々な工夫 をすれば,シ ステムの 目的に あった情報 を抽 出

する ことは可能 であろ う。 」また,IPAで は,「 利用契約書 に よる」とい っている。

一方
,情 報を提供 され る側 は悲観的 な意見 が目につ く。例 えば,機 械翻訳用辞書 をもつ ところ

では,「 共用使用はで きない 」,も しくは,「 かな り難 しい。 」とい うところが多い。 この難 し

さには,次 の ような ものが ある。

① 変換 の問題

現在,デ ータフォーマ ット,コ ー ド,使 用言語 などは開発主体 ごとに独 自に決 め られてい る

ので,共 用使用するためには,変 換 とい う問題 が生 じる。(東 洋情報,Mu)

② 辞書 とアルゴ リズ ムの関係

見出 し語,数,性,人 称以外はシステ ム固有の ものであ り,一 般 に共用で きない。た とえば,

品 詞,意 味情報は,パ ーザ ・意味分析器 と一体の ものである。(東 芝)

③ 言語的な記述情報 の体系 の ちがい

システムのアーキテクチ ャに よって,辞 書 の記述情報の体系が ちが う。その中で共通項 を見

出すのは非常に困難 であろ う。(シ ス トラン)

④ 権利 の問題

共同版権で あるため。(東 洋情報)

② 共用使用す る場合の辞書の作成,お よび,メ ンテナンス上で考慮すべき点

① ユーザの組織 をっ くり,情 報 を伝達す る。(新 明解)

② 辞書項 目に対す る修正の履歴 を各項 目中に記述する必要が ある。(Mu)

③ 本 辞書 に与える影響 は少 ないが,本 辞書が改訂 されれば,影 響が及ぶであろ う。(コ ンサイ

ス,LDOCE)

④ 編 集要領 を統一的に した り,フ ォーマ ット等を特殊 にしておかなければな らない。

⑤logicalformatの 形式 か ら,他 のシステムの辞書を作成す る。(ICOT)

⑥ 共 用使用 に対 して否定的な見解(東 芝,シ ス トラン)

(3)辞 書 の提供可能性 とその条件

アンケー トの調査対象辞書 を外部 に提供 する可能性 はあるか,ま た,あ る とすれば,ど んな条

件 の もとで提供するか とい う問いに対す る回答 には,以 下の ような ものがある。

① 無償提供 または無償貸与

新明解は,著 作権者 や版権者 と契約書の交換 をする必要がある。
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IPAの 場 合,条 件は次 の とお りで ある。

C7)提 供 に際 して,ユ ーザ とIPAの 間 で契約書 を取 り交 わす ことにな っている。

ω 契約条件 の内容は次の ような ことである。

D辞 書の複製 の禁 止

iD第 三者 に使用 させない。

iiD利 用状況 についてIPAに 報告する。

iv)機 密保持etc.

(ウ}提 供方法 は,磁 気テープお よび 「辞書 の使用説明書 」を貸与 する。

磁気テープの複写代金等の実費はユーザの負担 とす る。 「辞書 の使用説明書 」は,辞 書貸

与 ユーザに対 してのみ提供する。

② 有償提供

ニ ューコンサイスは,三 省堂 が直接有償提供 してい る。

インタープ レス社 は,販 売 している。相手先の利用 目的 に応 じて,契 約条件 を設定 している。

電字林はす でにパ ッケージ商品化 している。条件 については未検討。

富士通はATLASの ユ ーザ に限 り,提 供。

③ 提供可能性 のある もの

日本電気は,コ ピーの禁止を前提 として,提 供可能性 を示 している。提供媒体は,ROMと

の こと。

シス トランは,提 供 可能性 ありとの こと。

Muは,未 検討 では あるが,特 定 の個人団体 が利益 を得 ない ことを条件 として,低 価格で提

供すべきだと考 えてい る。

ICOTは,未 検討 では あるが,提 供可能性 ありとの こと。

④ 未定.未 検討

ブ ラビス,東 芝
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4.5.1.6参 考 資料

ア ンケー ト調査の回答 の中で,「 関連資料 お よび参考文献 」として記載 されていた もの を以下に

リス トア ップ して参考 に供する。 ここで辞書名の前の番 号は表4-3に 準 じている。

(1}新 明解国語辞典(三 省堂)

・ 横山晶一 「国語辞典磁気テ ープの ドキ ュメン ト」電総研集報(1984)

(3)ニ ューコンサ イス英和辞典(京 大長尾研)

・Nagao ,M.etal:AnAttempttoComputerizedDictionaryData

Base,Proc.COLING80,1980,9.

・ 長 尾真 他 「英和辞書 データベースの作成 とその応用 」情報処理第21回 全 国大会
,

1980,5.

・ 長 尾真 他 「コンサイス英和辞典 に現 れる日本語単語の性質 」情報処理第23回 全 国大会
,

1981,10喬

・ 上 田良寛 「英和辞典のデータベース化 に関する研究 」京大 ・工 ・電 ・卒論 ,1980,2.

・ 上 田良寛 「新 コンサイス英和辞書 「利用手 引書 』」

(4)Longman(LDOCE)

長尾 真 他 「機械翻訳 に対する ロングマン辞書データベースの応用 」情報処理NL研

29-5,1982.(資 料3)

・ 谷 口慎也 「ロングマン其其辞典のデータベース化 に関す る研究 」京大 ・工 ・特研報告書 ,

1981.

・ 藤 田公一 「ロングマン現代英英辞典 の特殊 コー ドを用 いた英文解析 」京大 ・工 ・特研報告書,

1982.

(8)Mu機 械翻訳 プロジェク ト

長尾真,辻 井潤一 中村順一,坂 本義行,鳥 海剛,佐 藤雅之 「科学技術庁機械翻訳プ ロジェ

ク トの概要 」情報処理学会誌,Vo1.26,vfZ。 .10(Oct.1985).

・ 辻井潤一 「辞書 の構成 と機械翻訳 」情報処理学会誌Vo1
.26,vfZ・.10(Oct.1985).

・ 長尾真 ,辻 井潤一,中 村順一 「日英科学技術文献 の速報 システムに関す る研究概要 」情報管

理,Vo1。28,vlZo.1(Apr.1985).

坂 本 義行,有 賀妙子 「Muプ ロ ジェク トにおける総合 システムの基本設計 」情報処理学会,

自然言語処理研 究会,46-6(Dec.).

日本 科学技術 情報 センター,電 子技術総合研究所,京 都大学 「日英科学技術文献の速報 シス

テ ムに関す る研 究,日 英科学技術用語辞書データベースの開発に関する報告書 」昭和60年3月
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・ 電 子 技 術 総 合 研 究 所 ,京 都 大 学 「 日英 科 学 技 術 文 献 の 速 報 シ ス テ ム に 関 す る研 究,言 語 処 理

シ ス テ ム の 開 発 に 関 す る報 告 書 」昭 和60年3月

・ 工 業 技 術 院 総 務 部 計 画 課(情 報 計 算 セ ン タ ー)「 日英 科 学 技 術 文 献 の 速 報 シ ス テ ム に 関 す る

研 究,総 合 シ ス テ ム の 開 発 に 関 す る 報 告 書 」 昭 和60年3月

⑩ICOT

・T .Ishiwata,H,Tanaka,S.Amano,H.Uchida,T.Ogino,H.Miyoshi,

Y.TanakaandT.YokoitcBasicSpecificationsoftheMachine-Reada-

bleDictionary,,ICOTtechnicakReport:TR-100

aD日 本 語 基 本 動 詞 辞 書IPA

・ 「 ソ フ トウ ェア 文 書 の た め の 日本 語 処 理 の 研 究 一5一 計 算 機 用 レ キ シ コ ン の た め に一 」

IPA技 術 セ ン タ ー 報 告 書,1983年 ・12月

06)ATLAS-1(其 日),ATLAS-1(日 英)富 士 通

・ 「FACOMOSIVATLAS-1解 説 書 」

⑰TAURAS(英 日)

・ 天 野,平 川 「英 日機 械 翻 訳 用 バ ー サ に つ い て 」情 報 処 理 学 会,自 然 言 語 処 理 技 術 資 料

NL32-1,1982

・ 天 野 ,平 川 「機 械 翻 訳 シス テ ム 」 同 上,NL34-1,1982

・ 天 野 ,他 「LEXICALNETWORKGRAMMAR」 電 子 通 信 学 会,59年 度 総 合 全 国

大 会6-60,1984

・ 天 野,他 「語 彙 遷 移 ネ ッ ト ワ ー ク 文 法 に つ い て 」情 報 処 理 学 会,NL49-4,1985

⑫O)ATHENE日 立

・ 平 井,他 「英 和 機 械 翻 訳 シ ス テ ムATHENE-82辞 書 保 守 シ ス テ ム に つ い て 」

情 報 処 理 学 会 第27回(昭58年 後 期)全 国 大 会6F-6

・A .Okajimaetal.ttLexiconstructureformachinetranslationan

examplefromEnglish-into-JapanesetranslatorATHENE,,

Proc.ofICTP'83,1983(Oct.)

・Y .Nitta,A.Okajima,H.Kaji,Y.Hidano,K.Ishihara(tAproper

treatmentofsyntaxandsemanticsinmachinetranslation.,,

COLLING84.PP159-166.(1984.7)

・ 梶,岡 島 「 日立vatsけ る機 械 翻 訳 シ ス テ ム 」情 報 処 理S60/10 .

・ 梶,'吉 村,臼 井 「 日英 機 械 翻 訳 シ ス テ ムATHENE/Nに お け る 文 法 記 述 言 語 」

情 報 処 理 学 会,第31回 全 国 大 会,PP.1347-1348(S60/9)
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⑳IBM

・ 「IBM情 報 処理用語英和対訳集 」(第 二版)

・ 堤 「計算機マニ ュアル を対象 と した其 日機 械翻訳 について」IBMREVIEW89

(1983)

堤,他 「其 日機 械翻訳 システム ・SHALTの 概 要 と英文 解析 および其 日 トランス フ ァー 」

情報処理学会 第31回 全 国大会'

堤,他 「英 田機械翻訳 システム ・SHALTe(k・ け る単純 名詞 句の翻訳 」情報処理学 会

第31回 全 国大会

4.5.2ヒ ア リング調査結果

4.5.2」 シス トラン㈱ 昭和61年2月3日

マネー ジャー 神 力 望氏

チーフ リング ィス ト 赤 沢 江里子氏

(1)・体系 づけ

JIPDECプ ロジ ェク トの構想 も,基 本構想 があれば答え られ るのだが,に わかには,よ く

構想 がわか らないので,何 とも答 え ようがない。各 システ ムでは,手 法 ・記述 内容 もかな りちが

うので,3年 間 のプロジェク トで,共 通項 を見 い出すだけで も大変ではないか。各辞書 の情報 を

対応 づける ことはできて も体 系の ちがい とい う問題が残 るだろ う。すべての情報を もつス ーパ ー

・エン トリーをもつ辞書 を作 ると
,コ ス ト面 で工数 がかか りす ぎる。一番大 きな問題は体系の問

題で ある。体 系づけを しようとす ると,ど のシステムに も役 に立たない ものがで きる可能性が あ'

る。"

② 運 用体制

シス トラン社 では,す でに15～6年 の歴史が あるので,シ ス テム上の問題はク リアーされて

いる。辞書 は,ル ール付辞書(対 応す る訳語 をつける)を 除 いて ,ユ ーザが登録 で きるよ うに

なってい る。 シス トランでは,ユ ーザ とのフ ィー ドバ ック体制 を整えニーズに対応 してい る。

⑧ 国 に期待す ること

くこの言葉は この訳す〉 と確定 していない言葉 が多いので,言 葉の規格集,タ ーミノロジーデ ー

タベ ース(terminologydatabase)を 行 政 に期待す る。 日本国にとって多言語 のターミ

ノロジーデータベ ースがあればさ らに よいだろ う。

なお,国 で開発 した辞書の公開に あまりきび しい制限をつけない方 があ りがたいと思 う。
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4.5,2.2国 際 電信電話㈱ 昭和61年2月5日 ・

第1特 別研究室 武 田 学氏

榊 博 史氏

α)公 表 で きない理由

少人数 による研究段階であ り,入 力方法や メンテナンスの手順 などが確立 されてお らず,公 開

できる状態ではない。

② 共用 について

テクニカル ・ターム(専 門用語),固 有 名詞(地 名 ・人名)等 は,語 数が多い し(数 十万),

訳語 が一対一に決まる。 こうい った語に関す る辞書が あれば,使 いたい し,そ うい うものは,共

用 した方 がよいだろう。一般語 は加工の素材 となる ような ものが あれば利用 したい(例:IPA

の辞書,森 田著 『基礎 日本語1・2」 角川小辞典 シ リーズ)。 将来的には国 が1千 万語規模の辞

'書 を作成
・管理 し

,各 システ ムの辞書 はそれ を素材 として加工 ・作成できるようにすること力望ましら

(3)JIPDECプ ロジ ェク トについ て

まだ変動のはげ しい時期で,議 論 も鎮 静化 してお らず,企 業の協力 も得 に くいのではないか。

4.5.2.3㈱ 東洋情報 システム 昭和61年2月5日

応用技術シス テム開発第一部 小 木 正 三氏

(1}共 用 について

小規模 でしっか りした もの を発展 させて行 く方法が安全 である。各社の辞書の共通項 を取 る方

法 も考 え られるが,自 社の辞書については,共 用 を前提 として公開 した くはない。標準辞書 を最

初か ら作成するとコス トがかか り過 ぎ,そ れが使用料 に影響 すれば普及を妨 げることになるだろう。

(2)作 成 ・管理 につい て

入力段階 での転記 ミス,パ ンチ ミスが多い。スペルチ ェッカー等の支援 システムが必要 である。

メンテナンスは常時継続 され るため,管 理 システ ムが重要 になる。入 力前のデータの8割 近 くは

変更,修 正がある。 機 械 可 読 だ と,操 作 が容 易 で あ るの で,入 力後 の再分類 は頻繁 にな

った。

⑧ 著作権

個 々の訳語 にまで著作権がお よぶの だろ うか。辞=書の内容についての著作権 は曖昧である。

(4)JIPDECプ ロジ'エク トについて

競争状態は良い結果 を もた らさない と思 うので,何 らかの標準化 は必要 だと思 う。
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4.5.2.4九 州 大学(吉 田将教授)昭 和61年2月7日

九州大学工学部 吉 田 将教授

(1)大 学 での研究体制

大学関係 では,一 部の大学 を除いては,自 然言語処理の研究 をやろ うとして も,辞 書な どの蓄

積 を要するので,研 究がス ター トしにくい状態 である。

九大では辞書 を公開 してい る。 この辞書には,見 出 し語が8万3千 語 あり,文 法に関す る情報

が入 うている。意味 に関す る情報 は分類 情報以外 はほ とん ど入 っていない。 この辞書 は,昭 和40

年 頃 か らつ くり始 め られた もので,九 州芸術工科大学 の稲永氏 の努力に よるところが大 きい。

辞書 の開発には,非 常に大 きな労力 とお金 がかかる。辞書 を良 くす るために大切 な ことは, .

「自由に使 わせ る」ことである。辞書 に限 らず,ソ フ トウ ェア もそ うだが,「 自由に使 わせ る」

ことが物事 を良 くする基本 だと思 う。

辞書 の管理につい ては,辞 書 が誰に渡 って い るの かは知 っておきたい。 ユーザは,自 分 の責

任 で自由に辞書 を編集 ・情報加工 して使 うのが よい。何故 な ら,皆,使 い方が違 うのだか ら。辞

書 を最初か らつ くる よりは編集 し直 した方が早いで あろ う。

大学 で辞書 開発 をや ると問題 が多い。辞書 を作 って も,学 術論文 にはなりに くいため,研 究者

としての評価 がされに くい。参考文献 として,辞 書の 「利用 の手引き」を書いてもらっている。

こういった形 で しか評価 できていないのが現状で ある。

② 共用辞書につい て

現状の辞書 開発状況 は,バ ラバ ラであるが,共 用辞 書はど うあるべ きか?

大 濠の汎用 の管理システムを もつ 「源辞書 」をつ くるべきである。それ をユーザがど う加工す

るかは自由で ある。 もし「源辞書 」にない情報が必要になった場合は,「 源辞書 」に とりこむ と

い う形 で「源辞書 」をつ くれば よい。

どこかの機 関がや らなければ,で きない と思 うが,自 由に使 えて,目 的に応 じて加工 する こと

がで きることが大切 で ある。

三省堂の機械可読な辞書 は随分研究 に役 に立 っている。使 わせることによって,辞 書 の誤 ま り

が見つか り,訂 正 ・改良に も役 だつの で,自 由に使 わせて欲 しい。

辞書は,ユ ーザが加工 ・編集 して使 うものであ る。記述体 系の ちがいは,作 成者 によって, .ど

うして もお こる ものである。例 えば,意 味分類 カテ ゴリーを定 め,共 通項の設定 を した としても,

そ のワーキング ・グル ープの考 えで しかない。 しか し,IPAの 辞書 と我 々の辞書 を比較 してみ

た結果,意 味 コニ ドについてかな りの部分は一致 していた。共通項のみ をみいだす ことが,大 切

なのではない。多義語の分類 については,今 後 の基礎研究が必要 である。こ の人 の分 類 で は こ

うとい うもの を,「 源 辞書 」にすべて入れ ておか ざるをえない。格の設定 について も,皆 違 うの

が当た り前 である。似 てはいるが違 う。
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最近,京 大 の辻井氏が言 っている ように格の種類に して も,中 間の格が あり,そ のまた中間の

格が考 え られるわけ である。人 に よってそれが大事 だった りする。連続に意味が変化 しうるとい

うのが,言 葉の本質 とい うものだ と思 う。

(3)協 力体制

'ど うい う協力体制 が考え られ るか?

IPAやJICSTの よ うに,言 語学者の方 々に協力 してもらうのが よいだろ う。 とりまと

め役は,工 学関係者 がよいだろ う。

(4)国 に望 む点(言 語政策)

日本 の財産 として辞書 をつ くり,自 由に使 わせ ることが大事だ。そのためには,国 の事業 とし

て永続的な機関が関与す ることが必要 であろ う。ユーザの独 自の要求があれば,ユ ーザ が自分 で

変えていけば よい。

海外 には,用 語 を収集 する機 関が ある ようだが,国 として,補 助する必要があるのではないか。

国でつ くった辞書 が,海 外に流 出され る可能性 はあるか もしれないが,辞 書はいつで も,更 新

されていな くては,使 い ものにな らない。informatics(情 報 学)と い う英語 があるが,こ

の言葉 は,英 語を母国語 とす る人達 にとっては,あ まり響 きの よい言葉 ではない らしい。 どうも

英語圏外でつ くられた言葉 らしい。将来,海 外 で誤用 ・創作 された 日本語 が入 って きて,そ れ

が幅を きかす とい うことの方が恐 ろ しい と思 う。国際化時代における 日本 の言語政策上,体 制 を

考 える必要 がある。

新 しい用語や学術的なtermは ・ い くら管理 して も・ どん どん出て くる。 ぎちっと整理 された ,

terminologydatabank(辞 書 とは,ち ょっとちが うか もしれないが)が 必要で ある。

(5)JIPDECプ ロ ジェク トへのア ドバイス

多額の開発費でなければ,実 際に辞書 を開発 するのは難 しい。デ ータ項 目について,き ちん と

整理 を して,こ うす ると提言 するところまでい くに も,そ れなりの費用 がかか ろ う。

現在の辞書は,見 出 し語に対す る情報 が記述 されているが,見 出 し語 と見 出 し語 の間の関係は,

(impIicitに 含 まれ ているが)ま だexplicitに は 書いていない。シソーラス(上 位語 ・下

位語)の 関係 もとらえに くい。共用辞書 は,人 間が使 うための辞書 の改善 に役立つ ように考 える

ぺ きではないか。つ まり,「 源辞書 」は入間用 に も,機 械 用に もどちらも生成で きる ようにすべ

きである。

(6)参 考文献

① 稲永紘之 「日本語処理のための機械辞書 」情報処理第23巻 第2号 昭和57年2月

② 吉田将,日 高達,稲 永紘之,田 中武美,吉 村賢治 「公用デ ータベース 日本語単語辞書 の使用

について」九州大学 大型計算機セ ンター広報別刷Vol.16AZe.4,1983
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4.5,2.5福 岡 大 学(首 藤 公 昭 教 授) 昭和61年2月7日

福岡大学工学部 首 藤 公 昭教授

(1)大 学 での研究

私 の ところの辞書 は,日 本語 処理のために,関 係表現 ・助述表現 を中心 とした,分 野に依存 し

ない表現 を収録 した ものである。表現の接続 関係,活 用 関係のルール を併用 して,形 態素処理,

構文 ・意味処理 に利用 で きる。16,7年 前 か ら研究 を続 けてfO・b,最 近 データのば らつきがな

くなってきた。辞書 の語彙数は,見 出 し語が約6000入 ってお り,現 在,原 則 として公 開 して

いない。以前に公 開 し,か な り商業ペース で使 われている ようだが,我 々のところには何 のフ ィ

ー ドバ ック もない
。辞書 の研究は,マ ンパ ワーをかけ ても,研 究業績 にな りに くい点に問題 があ

る。辞書の構成論 もテーマにな りに くく,内 容全体提示 もや りに くく,辞 書 を使 った処理システ

ムの評価 に依存 して しまうので,研 究面では,議 論 しに くい。研究 のすすまないのは,そ の辺 に

原因がある。何か辞書 の評価基準 を確立できない ものだろ うか。

拡張文節 モデルの発想は,意 味 の単位 で語を とらえなおそ うとい うものである。 この考 え方 を

使 うと,形 態素処理の段階か らdisambiguityを お こなえ,構 文 ・意味処理 とのつな.がりも自

然で ある。たぶん,形 態素処理につい ては,一 番いいデータを もってい るのではないか と自負 し

ている。現在,決 定版 をVAX750上 で実現 し,来 年度,そ の仕上げ をしようと思っている。

今,欲 しい ものは,ラ ンダ ムハ ウス級の大量 のデータを持つ対訳辞書 と「生の文 」である。数

万センテ ンス の生 の文 が欲 しい。 日本語の生の文 を最低5万 センテンス くらいかけてみない と,

安定 しない ようである。学会 で,標 準的なコーパス を何種類か もつべきである。3千 文 くらいは

つ くったが,そ んな ものではだめで ある。

かわった表現,た とえば,「 山をはる」とか比喩的 な表現 とその用法 を調査 している。まだ,

完全 ではないけれ ど,収 集 をお こなっている。

辞書 だけ あって も,updateし な くてはだめである。

私は,言 語現象の方 に興味が あり,言 語 のパ フ ォーマンス を大切 に している。現象 に根 ざした

アプローチ をしな くてはな らない。言語処理研究の難 しさは,primitiveの オ ーダーが,従 来

の自然科学 とは違 って相 当多 くなる点 にある。

② 公表 した くなる ような環境づ くり

辞書 づ くりについての基準 をつ くるとい うの も難 しいだろ う。それ よりも,皆 が辞書の内容を

公表 した くなる ような環境 をつ くる ことが大切 だろ う。情報処理学会 あた りで も,辞 書づ くりを

やってい る研究者の努力 に報い るよ うに してもよいのではないか。それ も,評 価基準 をかな りゆ

るめに設定 して もよいのではないか。辞書 づ くりの努力 を認 める学会 をつ くって しまお うとい う

話 もあるが……。
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(3)参 考文献'

① 首藤公昭 「専門分野 を対象 と した日英機械 翻訳について」情報処理第14巻 第9号

昭和48年9月15日

② 首藤公昭,鶴 丸弘 昭,吉 田将,「 日英機械翻訳のための述部処理 システム」電子通信学会論

文誌.77/10Vo1.J60-DyfZo.10

③ 首 藤公昭,楢 原斗志子,吉 田将,「 日本語 の機械処理 のための文節構造モデル 」

電子通 信学会論文誌'79/12Vo1.62-D%12

④ 首 藤公昭,吉 村賢治,津 田健蔵,「 日本語技術文 における並列 構造 と文 の概形 」

情報処理学会 自然言語処理技術 シンポジ ウム 昭和59年11月 、

⑤ 吉村賢治 「専 門用語の 自動抽 出」 福岡大学工学彙報第35号 昭和60年9月
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4.5.3国 内調査結果の関連図表

ここでは,国 内調査 の一貫 として実施 した 「自然言語解析用辞書 アンケー ト調査 」への回答 内容 に

ついて,図 表 と してま とめ ,以 下の回答内容の分類により一括 して掲載 した。

表1プ ロジ ェク ト,お よび,シ ステムの概要

表 皿 機械可読用辞書について

表 皿 辞書の作成,お よび,メ ンテナンスについ て

表N辞 書 シス テムの運用

表V共 用使用 について

なte,各 表 中に 「Fig.n-m参 照 」とあるのは ,ア ンケー ト回答に記載 され ていた図表 につけた

参照番 号であり,..138二1781ペ ー ジに掲載 してある。
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`

1、 プ ロ ジ ェ ク ト、 お よ び 、 シ ス テ ム の 概 要(1-1)

調査対象機関 口流総研
新明解

(3涼 都 大学
(長尾研)
ニ ュー
コンサ イス

,

(4)京都 大学
(長尾研)
LONGMAN

(5}イ ン ター プ レ
ス

(用 語 フ ァ イル}

(8)東洋情報
電字林

自然言語理解シ 一般 辞 書 に付 き
一 般 辞 書 に付 き 電字 林(ツール)

プ ロジェ ク ト名 ステムの 研究 これ を直 接使 用 これ を直 接 使 用

(特別融) し て い る フ'ロ し て い る プ ロ

ジ ェ ク トは な し ジ ェク トは なし

特 に なし 電字林

システム 名

実験用自然言語 商用電子辞書検

目的 処 理 ・デ ー タ ベ ー
索

ス検索

'

FACOM380, FACOMM382 FACOMM382 NECPC9800シ

使用計算機 DEC2060 リー ズ

MSP-F4, OSWF4MSP OSIWF4MSP MS-DOS

OS TOPS20.

FORTRAN, PM PM,AIM/RDB C,ア セ ンブ ラ

使用言語 StandardLISP ・

シ ステム の 20MB
25MB

規模(デ ー タ量)

シ ス テ ムの 規 1MB
100KB

模(プ ログラム)

機能図 Fig.1・1参 照
Fig.1・2参 照

.
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1、 プ ロ ジ ェ ク ト、 お よ び 、 シ ス テ ム の 概 要(1-2)

踊査対象拐i関 (8)東洋情報
電字林

(8遠洋情報
電字林

(9)Mu科 挙技術
庁翻訳
プ ロジ ェク ト

(10}ICOT
電子辞書
シス テム

(11)】PA
日本語基本助詞
辞書

(マ ス タ ー の 開 (マ ス ター の 開 日英科学技術文 自然言語処理用 計算機理解のた

プ ロジェ ク ト名 発) 発) 献 の速 報 シ ステ 電子化辞書 め の 日本 語 辞 書

ムに関す る研究 調査

日吉科学技術文 特 になし 待 にな し

シ ステム名 獣 の速 報 シ ステ

ム

法定詫訳 (注 瀞 書 の み を
.ノ

巨的 つ くる プ ロ ジ ェ

ク トで シ ス テム

はつ くらない.

FACOMM380. FACOMM380 PSI(Pr。1。9マ シ

使用計算潰 R ン)

OSW FACOM SIMPOS

OS osrWF4

鵡 '

Uエ 口口SP, ESP

住用言語 PL工 (Pご。1。9÷ 。bject

発向)

・ご・

シス テムの 30-40MB 152MB 文 法(3000ル ー

規摸(デー タ量) ル)、 辞 書(21万

・

語)

シ ステ ム の 規 約20.000ス テ ッ
、

槙(プ ログ ラム) プ(8MB)

㊨

.機 能図
..

Fig1・1参 照

'
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1、 プ ロ ジ ェ ク ト、 お よ び 、 シ ス テ ム の 概 要(L3)

調査対象機関

'

(14)JAPIO
特許情報機構

(15順 奉電気 (16)富 士通 (16)富士通 (16)富士通

機械翻訳 ATLAS・1 ATLAS-H ATLAS'1

プ ロジ ェク ト名 ATLAS-n

科学技術用辞書

PATOLIS prvOT ATLAS-1 自動 翻 訳 シ ス テ ATLAS.1

システム 名 ム ATLAS・H

ATLAsn

商用検索 商用 システム 商用自動翻訳 商用自動翻訳 商用自動翻訳

目的

〆

HrrAC ACOS FACOM FACOM FACOM

使用計算機 Mシ リー ズ Mシ リー ズ Mシ リー ズ

S3000シ リー ズ S3000シ リー ズ

VOS川 ACOS4, OSN/F4MSP

OS ACOS6 OSN/X8FSP '

OSIS!S

アセ ンブ ラ C言 語 ア セ ン ブ ラ 、 シス テム プ ロ グ ア セ ン ブ ラ 、

使用言語 FORTRAN77・ ラム言語 FORTRAN77

'

シスァ ムの 31GB 4MB 30MB
,

規模(デ ー タ量 プ

、

シ ス テ ム の 規 60KB 800KB 100Kstep

慎(プ ログラム) .

「

4

機能図 Fig⑭ 照
.s

Fig.1-5参 照 F旛1-6参 照

「
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1、 プ ロ ジ ェ ク ト、 お よ び 、 シ ス テ ム の 概 要(1-4)

調査対象機関
(17凍 芝 (18)プ ラピ ス (20)日 立 (20)日 立 (22)日 本mM

機械 翻訳 シス テ 日英機械翻訳シ 機械 翻 訳 シ ス テ 機械 翻訳 シ ステ 薬日機械翻訳

プ ロジェク ト名 ム
一

スアム ムの研究 ムの研究

開 発 プ ロ ジ ェ ク

ト

持にな し プ ラ ピ ス ・パ ッ ク ATHENE/E ATHENE倒 SHALT

シ ステ ム名

'
商用自動翻訳 商用自動翻訳 翻訳支援 翻訳支援 計 算 機マ ニ ユア

目的 ル の 英 田機 械 翻

訳実験 シス テム

VX-700 VAXI1, HrrAC ㎜AC IBM3081

使用計算機 PDP11, Mシ リー ズ Mシ リー ズ

PC98シ リー ズ

IBM5550/5560

UNZX VMS, VOS3 VOS3 VM

OS RSX11-Mplus,

MS-DOS `

C. Fortra叫 PM 文法記述用言 】LISP〈 ηM
』使用言語

C, 8吾 、

アセ ンブ ラ PM

シ ステムの 約15MB

規摸(デー タ量)

シ ス テム の 規 約1MB
も

・

模(プ ログ ラム)

機能図 Fig1擁 照 Fig.1一 鯵 照 Fig.1-9参 照 Fig.1-10参 照

.
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1、 プ ロ ジ ェ ク ト、 お よ び 、 シ ス テ ム の 概 要(1-5)

'

調査対象機関
(23)シ ス トラ ン (24)KDD (25)NTT (26)沖電気

'

1

シ ス ト ラ ン 自 動 機械翻訳 LUTE 機械 翻 訳 シ ス テ

プ ロ ジ ェ ク ト名 翻訳 ム

シス テム 開 発プ

.

ロ ジ ェ ク ト

シス トラ ン自動 VALANTINE, LUTE 未定

システム 名 翻訳 ンステム KATE

商 用 自動 翻訳 シ 実験機械翻訳シ 実験機械翻訳シ 商用機械翻訳シ

目的
一

ス ア ム
一

ス ア ム
一

ス ア ム
一

ス ア ム
'

IBM360/370/ Symbolics3600 SymbolicsLisp if1000

使用計算機 3033/3084/4341 Machine

及びIBM互 換機

VS1,VS2, Symbolics UND【

OS MVS リ リー ス60

シ ス トラ ン マ ク Lisp C言 語

使用言語 ロ菖驕

・

システ ムの 英 日4MB・ 1.5MByte

規模(デ ー タ量) 日英4MB

シ ス テ ム の 規 シ ステ ム 制御 プ 7000
.

槙(プ ログ ラム) ロ グ ラ ム2.3MB

機能図 Fig.1・11参 照

一88一



江 機 械 可読 用 辞 書につ いて(■-1-1)

調査対象機関 (1)電総研
新明解

'

(3)京都大学
(長尾研)
ニュ ー
コ ンサ イス

(4涼 都大挙
(長尾研)
LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ ス
(用 語 フ ァ イ ル)

新明解国語辞典 ニ ュ ー コ ン サ イ LongmanDic・ IP電 子辞典 シリーズ(現 在5点 作成

辞書名 ス英和辞典 U。naryofCon一 済み}

temporary

English

SISコ ー ド版:昭 昭和58年4月 より各種IP電 子辞典作

作成日 和54年 成

JIS版:昭 和57年

第3版:昭 和60年

既存の冊子体辞 既存の冊子体辞 既存の冊子体辞

.

既存の冊子体辞書の機械可読化

種類 書の機械可読化 書の機械可読化 書の機械可競化 翻 訳 システムの解析 用辞書

日本語 和英 英語 英和

種別

国書吾辞典 一般 一般

対象分野 借り58,000)

一般分野

科学技術 用語デー タベース

収録 単8音数250,000

専門分野 ビジ ネス用語 デー タベース

収録 単85数100.000

科学技術 活用デー タベース

文例1,400

科学技術 熟語表現 デー タベー ス

文例3,000

科学技術略 語デー タベー ス

収録 単語 数40.000

今後元の辞書の 京 都 大学 に お け 京都大学におけ 科学技術関係分野の用語を中心に

改 定 があ れ ば そ る追加 予 定 な し る追加予定 なし 50万 語 を収録予定 で作業を継続中

れ に沿 った 変 更 (辞書 の性格上 梓 科学技術用 語デー タベー ス

を 行 う予 定 で あ 書内容の変更は 予定 件数500,000

今後の予定 る が今 の とこ ろ 冊子辞書の著者 ビジ ネ ス用語 デー タベー ス

特に予 定は な 及び 三 省堂 の み 予定件 数200,000

い ◆ が可 能 である.) 科学技術略語 デー タベー ス

予定 件数60.000
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皿、 機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(H-1-2)

(9}Mu科 学技術 (9)Mu科 学 技術
調査対象機関

,

(8)東洋情 報 (8遠 洋情報 (8)東洋情報 庁翻訳 庁翻訳
電字林 電字林 電字林 プ ロ ジ ェ ク ト プ ロ ジ ェ ク ト

(英語) (英和)

電字林対訳辞書 電字林基本語辞 電字林基本語群 英3苔辞書MTF 英日変換辞書

辞書名 書マ ス ター 書 マ ス ター MTF

84年8月 ～ 84年10月 中 84年9月 ～ 1986年3月 1986年3月

作成日 86年3月 85年11月 86年4月

・

対訳電子辞書 新規編集 既 存、 機 械 可読 機 械翻 訳 シス テ 英日変換用辞書

種類 (既存辞 書用8言辞 化 辞書 の フ ォー ム の解 析 生成 用

輿寄を参考) マ ッ ト変更辞書 辞書

和英お よび 和英 お よび か な 、 日 本 語 、 英語 英和

種別 英和 英和 英語の対訳辞書

ビジ ネス用途 ビジネス用途

対象分野 和英10万8吾 和英10万 語

一般 英和10万 語 英和10万 語

FigJl-1-1 Fig.n-1弓 の 内 電気(20,000語) 電気

情報処理 その他

専門 電気 ・電子 (50.000語}

ビジネス 学術用語

プ ラン ト

略 語'

土木 ・建築

軍 事

医学分野10万 語 未定 日中英辞書 プ ロ ジ ェ ク ト完 プ ロジ ェ ク ト完

日中英対訳辞書 了時 点 の1986年 了時 点 の1986年

を86年 度 に予定 3月 には専門用語 3月 に は2万6千

10万 語 予 定 し て 語を作成する予

今後の予定
い る. 定で ある。
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皿、機 械 可 読 用 辞 書 につ い て(ll-1-3)

調査対象機関
(9)Mu科 学技術
庁翻訳
プ ロジェ ク ト

(日本語)

(9)Mu科 学技術
庁翻訳
プ ロジ ェ ク ト

(和英)

(10}ICOT
電子辞書
システ ム

(11)IPA
日本語基本動詞
辞書 ・ ↑淵 ㌶烏

日本語辞書MTF 日英 変換辞 書 基本語電子化意 計算機用 PATOLIS

辞書名 MTF 味辞書 日本語基本動詞 フ リー キ ー ワ ー

辞書 ド一覧

'

1986年3月 1986年3月 1984年6月 昭和59年4月 ～ .第2版:

作成日 ～1986年(3ヶ 年) 昭和61年3月 昭和58年10月

・

機 械翻 訳 シ ステ. 日英変換用辞書 日本語処理用の 検索用語集およ

種類 ムの解 析・生成 用

辞書

汎用辞書 ぴ蓄積用

日本語 和英 日 本語 、和 英. 日本語の基本動 日本語

種別 英和、英語 詞

国 語6,000 持 に分 野 は 限 ら

対象分野 英語2～3,000 な い.(約870)

一般 和 英2～3,000

英和2～3ρ00

電気(20,00(劇 金座部門

その 他 (約330、,000語)

専門 〔50,000語)

学術用語

.

'

. プ ロ ジ ェク ト完 プ ロ ジ ェ グ ト完 国 語辞 書 につ い 収 録済 み の もの 用語整理を行っ

了時 点 の1986年 了時 点 の1986年 て は 、6万 語 ま. に次いで重要な て い る 。

3月 には専門用語 3月 には専門 用語 で拡張予定 和語動詞および .
10万 語 予定 して 10万 語 予 定 し て 漢語サ変動詞を

今 後の予定 、 い る。 い る 。 今 後収 録 し てい

く予定 である。
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H、 機 械 可読 用辞 書 につ い て(工L1-4)

調査対象機関
(15泪 本電気 ロ5旧 本電気 〔15旧本電気 (15旧 本電気 (15旧 本電気

'

LEXICON マ ス ター辞書 英和辞書 AI用 語主集 NEC専 門用語集

辞書名

60年

作成日

機械翻訳 人 手 に よっ て あ 冊子辞書の機械 解析、生成用

`

機械翻訳

種類 つ め た 。 化物

日本語瑛語 日本語 日本語、英和 日英 日英

種別

収 録 単 語 数 収録単語数 収録単語数

対象分野 20,000 89,000 約13万

一般分野

電子機器 AI 情報処理

収録単語数 収録単語数 収録単語数

専門分野 15,000 6000 25,000

その他

収録単語数

10,000

一 般分 野 予 定 件 情報処理

数 予定件数

40ρ00 40,000

電子機器予定件

今後の予定 数

20,000

その他

予定件数
・ ■

20,000
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皿、 機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(H-1-5)

調査対象機関
(16)富 士 通 (16}富士通 (16)富 士通 (17)東 芝 α8)プ ラピ ス

ATLAS-1基 本 辞 日本語辞 書(英語 ATLAS-1 特にな し 日英機械翻訳辞

辞書名 書 辞書} ATLAS－ 口 書

科学技術用語辞

書

現在も更新中 1978～ 昭和60年8月

作成日 (約2ケ 年)

'

機械 翻 訳 シ ス テ 機 械翻 訳 シ ス テ 専門用言吾辞書 機械翻訳用 機械 翻 訳 シ ス テ

種類 ムの解析 ムの生成 構 文・意味 解析 辞 ムの解析用辞書

生成用辞書 解析用辞書 書

英日 日本語(英語) ATLAS・11英 日 英和、和英 和英

種別 ATLAS'H:日 英

(53,000語) 科学技術(5万語)
一般(30

,00〔眉吾) (約60,000語)

対象分野
一 般

科学技術分野 (250,00〔 日吾)

300分 野

専門 (約25万 語)

.

現 在 あ る単語 の

精度 を高 め る こ

とに カを注 ぐ。

今後の予定

A●
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i[[,機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(H-1-6)

鯛査対象機関
(20)日 立 (20)日 立 (22旧 本IBM (23)シ ス トラ ン

ATENEIE辞 書 ATENE/J辞 書 シ ス トラ ン辞 書 デー タ

辞書名 ベ ー ス

作成中 1980年 よ り

作成 日 継続中

《

機械翻訳用辞書 機 械翻 訳 シ ス テ シ ス トラ ン シ ス テ ム の

種類 ム の英 日変換 用 解析及び生成辞書

名詞辞書

日英 英和 日英

種別 英日

'

科学技術文献 コ

対象分野
一般

経済 コ ン ー ピ ュ ・一

ター マ ニ ュ ア ル

専門 に現 れ る名 詞 及

び複合名詞、
,

収録単 語数 は

・

4
1 11424

・

二

.

…

最終的に必要に 基本辞 書_需 要の高 い分
'

,

. な る と思 わ れる 野 を優 先的に広範 な分 野

語 数 に つい て現 をカ バー す る よ うな 網

呼 在検 討中 であ 羅的 な辞書 をめ ざす。

今 後の予定: : る。
.

ルール付 き表現辞書 基本

辞 書で与 え られ る意味 以
■

外の訳 しわけの対応 が 目

的 で あ る が キ メ細 か い
、 ..

. 翻訳 を得 るには、拡 充が

必 須であ り重要課題 の重

㌃ 天 保 大 の ひ とつ と して

予 定が組 まれてい る。
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皿、 機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(H-1-7)

調査対象機関
(24)KDD (25)NTr (26)沖電気

辞書名

な し なし

作成日

1.5年

〔作成期間}

約6ケ 月

種類

機 械 翻 訳 シ ステ

ムの解 析

機 械 翻訳 シス テ

ムの解析

種別

英和 日本語、和英

英和、英語

和英

英和、英8吾

対 象分野

一般

ニ ュ ー ス 各数万以上 主 に科 学技 術 分

野俳句50,000)

専門

今 後の予定
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(■-2-1)

鯛査対象機関
,(1)電総研

新明解

(3)京都大学
(長尾研)
ニュ ー
コ ンサ イス

(4)京都大学
(長尾研)
LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ
ス

(用 語 フ γ イ ル)

(8凍 洋情報
電字林

デ ー タ は1レ 資料 資料 資料 旧英]

コ ー ド64文 字 Fig且2-3参 照 Fig五 一2'5参 照 Fig.H-2-18参 照 (専門用語)

(128バ イ ト)で 各 かな_検 索の ための キー

見 出 し語 ご と に 日本語_か なに対応 した日

改 行 す る他 は、 本語見出し

ほぼ元の国語辞 英語_日 本語の対訳

典 通 りのベ タ{8 (基本語)

デー タ項 目 き に な っ て い かな_検 索 のための キー

る。 各 レ コ ー ド 日本語_か なに グループ化

内 で の デー タの された 日本語見出 し

区別 は 下の と う 英語_日 本語の対訳

リ で あ る 。 【日英1

(専門用語)

英語_検 索のための キー

Fig.H-2-1参 照 日本語_英 語の対訳

(基本語)

英語_検 索のための キー

日本語_英 語の対訳

資料 資料 意 味 マー カ の 階 デー タ項 目に記述済 み

Fi夢H・2・2参 照 FigJ1・2'4参 照 層構造

資料

Fig.H-2-6参 照

Fig且2・7参 照

づ

,

デー タ項 目の

内容構成
.

.

・.
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(且 一2-2)

調査対象機関
(8凍 洋情報
電字林

(8)東洋情報
電字林

(9)Mu科 学技術庁翻訳

プ ロ ジェ ク ト

(10)ICOT
電子辞書
システ ム

【和英] 資料 日本語辞書

語番号 (1)か な 日本語品詞一覧 (1)見 出 し語 ・ID番号

か な_日 本語 の (2}日本語 Fig.ロ ー2-8 ・かな表現

読み (3)英語 英語品詞一覧 (2)品詞情報

日本語_必 要 に Fig』-2-9 ・見出し語

応 じ て分 野 お よ 全て1対1対 応 日本8吾格 ラベ ル (原型、変化型)

び意味を付加 か な は 日本 語 の 一 覧 ・発音

デー タ項 目 英 語_日 本語 に 読 み、 た だ し 日 FigJL2・10 ・文法情報

対する対訳 本 語 には 一 部 注 英語 格 ラベ ル ー ・関 連 驕 の リス ト

[英和】 釈 が あ る。 日本 覧 (タイプ、m番 号、蘭 連語)

語番号 語の中の数字及 Fig.H-2-11 ・補足説明

英語 び英大文字はか 意 味 マ ー カ体 系 (分野、用例記号、 その他)

品 詞_必 要最 小 な とし て採 用 し 表 ・意味情報

限 て い る。 Fig.H-2-12 (意味、用例 、 文法情 報、文

日 本語_英 語 の 型、イデ ィオム情報)

対訳 ・特別な意味に対す る関連

(語 の リ ス ト、 タ イ プ 、

ID番 号、関連語)

・特別な意味に対す る補 足説明
.

(分野.用 法、 その他)

対訳関係 上記資料参照

デー タ項 目の

内容構成

、.
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II)、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(II-2-3)

調査対象機関
(11}IPA
日本語基本動詞
辞書

(14)JAPIO
特許情報機構

(15)日本電気 (15旧 本電気 α5)日本電気

1

資料 語基区切 り 表 記、 冊子辞書内容を

Fig』-2-13 形態素接続 品 詞、 形 式 化 し た も

品詞 意味 コー ド の 、 例 文 つ き

一

シ ソー フ ス コ ー Ar6culation

ド point、

格パ ター ン 読 み 、

通 語 パ ター ン .・ 搬
デー タ項 目 な ど約60種 類

`

い つ もこれ ちが
F

全 て の エ ン ト

リ ー に つ い て い

るわ けで ない。

.

.

嚇

.

.

前記 の デー タ項

目の うち、 本 辞

声IPAの 特 長 あ
,

る項 であ る。

(1)述語集

(2)ヴ ォ イ ス

デー タ項 目の (3}テ ン ス ・ア ス

内容構成 ペ ク ト
.

(4)ム ー ド

に つい てその概

要 をFig.U-2-13'

.

に述 べ る。
「

.
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II,、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(H-2-4)

工

調査対象機関 (15泪 本電気 (15泪 本電気 (16)富 士通 (16)富士通

体 言 の み 、 接 続 、 見出 し語…英語の綴 リ Fi夢n'2・15参

意 味 コ ー ド、 読 み 、 を示 す.こ の 辞 書 を 照

対 訳 、 頻 度 、 ひ く と きの キー に な Fig』 ・2・16参照

品詞細分類、 格 パ ター ン 、 る 。

読 み 、 表 層 格 パ タ ー 品 詞…品詞名 を示す記

見 出 し、 ン 、 号

対訳 ン ソー ラ ス コ ー 主 カテ ゴ リ…各 品詞の

デー タ項 目 ド、 変化形を示す記号

品 詞 コー ド、 副 カテ ゴ リ…各 語の構

など20種 類 文特 徴、意味分類な ど

を示す記号

標準訳語…標準的に使

われる訳語

副 訳語…副 カテ ゴリに

対応する訳語

Fig.H-2-14参 照

'畠

,

デー タ項 目の

内容構成
、

・

.

,

■

,

←,
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(ロ ー2-5)

調査対象機関 (16)富士通 (17}東芝 (18)プ ラ ピ ス (20)日 立

ATLAS-1, 見 出 し_英 語(英 和}、 漢 字 か ソー ス語_仮 名漢字 混 じ

ATLAS・Hの な混 じり〔和英) りで表 記 され た 日 本 語

各基本辞書に準 読み(和 英のみ)_か な Jls漢 字 コー ド

ず る。 品詞_構 文分析 に用 いる統語 ホ モ グ ラ フ_ソ ー ス 語

カ テ ゴ リ が1つ に対 し て2つ 以 上

数_single.pluraしdon,tcare の 品詞 の 訳 語 を 持 つ 場

性_male,felnale,don'tcare 合、 そのm

デー タ項 目 人称_1,2β 訳 語_ソ ー ス語 に対 す

不規則 変化標識_.不 規則変化 る訳 語(ホ モ グ ラ フの 場

す る語に つ く 合 、 それ ぞれ の品 詞 に

慣用句標識_慣 用句につ く 対応する訳語)

意味 標識_意 味 分析 の一部 に 属性_ソ ー ス語、訳 語そ

用 いる意味 カテ ゴ リ れそれに対する属性情報

意味 分 析規則_語 い遷移 文法 活用_訳 語の活用]の

(東芝 の 開発 した統8吾・意 味分 ク ロ ス ・リ フ ァ レ ン

析文法)の8苦い文法部) ス_活 用(名 詞 の単 複 、

格 フ レーム_意 味 分析の一 部 動 詞の 時 制)処 理 のた め

に 用い る の ソー ス 語 と訳 語 との

訳 語..訳 語 関係付け情報

ATLAS・1, 公開せず

ATLAS-Hの

各基本辞書に準

ず る。

デー タ項 目の

内容構成
、

,

・■
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(■-2-6)

調査対象機関 (22}B本IBM (23)シ ス トラ ン (24)KDD (25)NTr (26)沖電気

1、 見 出 し 語=英 [基本辞書]

語 の 名 詞、 ない (1)ソ ー ス 言 語

しは、複 合名詞 ソース言語用語情報

2、 意 味 マ ー 形態素解析情報

カー:訳 し 分 け に 構文解析情報

使 われ る、 名 詞 意味解析情報

の意味上の分類 (2)タ ー ゲ ッ ト言 語

デー タ項 目 を示 す。 対応 ター ゲ ット言語

3、 訳 語:見 出 し 用語情報

語に対応するB 形態素生成情報

本語 。 意 味 マ ー 構文生成情報

カ ご と に集 め て 意味生成情報

あ リ、 同 じ意 味 その他

マ ー カ ー に 対 応 Pレー ル付 き表現辞 創

す る もの は 、 頻 ルール付表現 記述

度 順 に 並 ん で い 奉必要 に応 じて基本辞

る 。 書 の(1×2)と 同様 の情

報 を付 加 す る こ とが

で き る。

意 味 マ ー カ ー 一

覧

Fig.ロ ・2-17参 照

デー タ項 目の

内容構成

.

.
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II、'機 械 可 読 辞 書 に つ い て(H-3-1)

鯛査対象機関
(1)電総研新明解

(3)京 都 大学

(長 尾 研)
ニ ュ ー

コ ンサ イ ス

(4)京都大学
〔長尾研)
LONGMAN

(5)イ ン タ ー プ レ
ス

(用 語 フ ァ イ ル)

(8凍 洋情報
電字林

Fig.H↓1参 照 Fig.n-3-2参 照 Fig.ロ ・2・18参照 現在は公開不可

デー タ項 目

の デ ー タ フ ォー

マ ッ ト

.

1

.

,

磁 気 テー プ 上 の Fig,r【・3・3参照 Fig.ロ ー3-4参 照 耳ig丑 ・2-18参 照 現 在 の と ころ公

フ ォ ー マ ッ トは 開不可

Fig.H・3・1参 照
ただし論理構造

FACOM は デー タ項 目 に

M・380上 で は 記述済み

12800バ イ ト 固
`

辞 書の ファイル 定 長 の ラ ンダ ム

フ ォー マ ッ ト フ ァ イ ル(100レ 、

コー ド分収容)

'

,

'

・7

一102一



II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(■-3-2)

(9)Mu科 学技術 (10)ICOT
'

調 査 対 象機 関'・ (8凍 洋情 報 (8遠 洋情報 庁翻訳 電子辞書
電字林 電字林 プ ロジ ェ ク ト シ ステ ム

各デー タは全 てJEFコ ー ド 各 デ ー タ は 全 て FigJI-3-5参 照

〈和英 〉 JEFコ ー ド

(1)語 番 号 部:10バ イ ト(5文 字) か な 部:100バ イ ト

(2)か な 部:24バ イ ト(12文 字) (50文字)

(2.5}日 本 語 コ ー ク部:2バ イ ト 日本 語部:80バ イ ト

(1文字) (40文字)

デー タ項 目 (3)日 本 語 部:34バ イ ト(17文 字) 英 語 部:200バ イ ト

の デ ー タ フ ォ ー (3.5)英8吾 コ ー ク 合口:2ノぐイ ト (100文 字)

マ ッ ト (1文字) (原則 として空 項 目

(4}英 語 部:?8バ イ ト(39文 字) はな し)

〈英和 〉
耐

(1}語番号部:10バ イ ト(5文字)

(2)英 語 部:40バ イ ト〔20文 字)

(3}品 詞 部:4バ イ ト(2文 字)

(3.5)日 本 語 コ ー ク 部:2バ イ ト

(1文字)

(4)日 本 語 部:74バ イ ト(37文 字)

日本語 と英語は対訳 の関係 RECFM(F・B) Fig瓜3・6参 照

和英 ・ LRECL(380)

RECFM(FB) BLKSIZE(3800)

LRECL(152) DSORG(PS}
罵

150+2(シ フ トコー ド) ■、

英和
.

辞 書の ファイル RECFM(FB)

フ ォー マ ッ ト LRECL(132)
、

130+2(シ フ トコー ド)
シ

(い つ れ も修 正 作 業 用 マ ス

タ ー)

プ
'

A■

レ
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II)、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(ll-3-3)

調査対象機関
(11)IPA

日本語基本動詞辞 書
(14)JAPIO特許情報機構 (15旧 卒電気 (16)富 士通

デー タ項 目

の デ ー タ フ ォー

マ ッ ト

奉 辞 書 は ユ ー ザ に デー タ項 目間 の

は、 順 編 成 フ ァ イル 論 理 構造 に つ い

の 形 式 で 提 供 す る。 て はFig」1'2-15

一 つの 見 出 し に 対 し を参照

て 前述 の 記 述項 目 が

1レ コー ドに お さめ ち

辞 書のフ ァイル 犯 て い る.

フ ォー マ ッ ト レ コー ド形 式:VB(可

変 長 ブ ロ ッ ク 化 レ

コー ド

レ コ ー ド長:8000Byte

. (最大長)

ブ ロ ッ ク長:16000

By国 最大長)

コ ー ド系:JIS第1水

準.第2水 準漢 字 コー

ド

レコー ド数苅3200
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(H-3-4)

調査対象機関 (16)富士通 (16)富士通 (17)東 芝 (18)プ ラ ピ ス (20)日 立

ATLA&1, FigJI-3-7

ATLAS』 の

各基本辞書に準

ず る。

デー タ項 目
.

の デ ー タ フ ォー

マ ッ ト

ATLAS-1, 各 種 フ ォー マ ツ Fig.H-3-8

ATLAS・nの 各 基 ト が 可 能 で あ

本辞 書に準 ず る。 最 も単 純 な

る 。 フ ォー マ ッ ト と

して 可 変長 文 字

列 デー タ と して

辞 書の フ ァイル 構 成 さ れ て い

フ ォー マ ッ ト る.

必要に応 じて変

換可能

,●
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II)、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(■-3-5)

調査対象機関 (22)日本IBM (23)シ ス トラ ン 〔24)KDD (25)NTr (26)沖電 気

1.見 出 し語

_EBCDICコ ー

ド可変長

2意 味 マー カー

_EBCDICコ ー

`
ド2バ イ ト(2文

デー タ項 目 字)

の デ ー タ フ ォー. 3訳8吾

マ ッ ト _IBM漢 字 コ ー

ド可変長

.

,

可変長のCMS

、 フ ァ イ ル で あ
'㌧

る。1行 に 辞 書

レ コ ー ドが 一 つ

入 っ て い る 。 各

辞 書 レ コ ー ド

辞 書の フ ァイル は、口SP形 式の
1

フ ォー マ ッ ト リ ス トで あ る。
,

倶出し蹟訳8醐

報 リス ト)

訳8吾情報 リス ト:

. (訳語情報 ・…訳 語

情報)

訳直音情報:

(意 味 マ ー カ ー ・

訳語 …訳語)
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(III-1-1)

1

調査対象機関
(1)電総研
新明解

(3)京都大学
(長尾研)
ニュー
コンサ イス

(4}京都大学
(長尾研)
LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ ス

(用 語 フ ァ イ ル)

作 成 、 メ ン テ 出版社 と共同 三 省堂 が メ ンテ 英 国Longman社 自社に おい てすべ て行 う。

ナ ンス体 制 ナ ン スを行 って が入力

い る 。

作成体制

情報処理技術者

1名

外注1名

人員構成 入力 外注

工数 24人 目

経費 イ ンプ ッ トか ち 含 め
∀

ると数千万

メ ン テ ナ ン
ス体制

メ ン テ ナ ン ス は 、 主 (京大 におけ るメ 誤植等入 力 ミスの チ ェック・

と して元 の 辞 書(本 の ンテ ナ ンス は な 修正新規用語の追加

メンテ ナ ンス 形)と 比 較 しな が ら、 し)

内容 イ ンプ ッ ト時 の 誤 り

を チ ェ ッ ク す る 。 つ

ま リ 、 一 般 の 校 正 と

同 じ仕 事 を行 う。

頻度 版改 訂のた びご と 常時

メ ンテ ナ ンス 用 に 開 ㎡ 【誤植 等の見直 し]

手順 発 した 専 用 の エ デ ィ (1)全件 リス トに よるデー タの校正

タを 用 い て 校 正 作 業 (2}校正 済 み リス トのデー タパ ンチ
.

を行 う.最 近 は 日本 (3)再校正

語端末上でFACOMの (4)媒体 変換(FD-・MT)

日 本'語 エ デ ィ タ.を 用 噺規用語の追加]
. い て校 正 も行 っ て い (1用 語デー タの作成

る 。 (2)デ ー タ パ ン チ

(3}校 正

(4)再 デ ー タ パ ン チ

(5)ソ ー ス デ ー タ ベ ー ス との マ ツ

チ ン グ、 ソー ト

(6)新デー タベー ス作 成完了

外部か らの専 任 オ ペ 翻訳者4名

人員構成 レー タ1名 オ ペレー タ7名

編集者3名

経費 年100--200万 程 度

'
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(III-1-2)

1

調査対象機関
(8凍 洋情報電字林 〔8陳洋情報

電字林

(8凍 洋情報 「
電字林

作 成 、 メ ン テ 社 内 に てパ ソ コ 入力編 集はアイデ ィ社 と 入 力 、 修 正(フ ォー マ ッ ト 変

ナ ンス体制 ン用DB化 共同 換 を含 む)は イ ン ター プ レ ス

社と共 同

作成体制

オペ レー タ1名 デー タ作成 ・編集(辞 書絹 <修 正 とフ ォー マ ッ ト変換 の

集 経験 者・米 菓在 住 経験 み 〉

者)10名 イ ンプ ッ トオペ レー タ1名

人員構成 イ ン プ ッ ト オ ペ レ ー タ
「

(追加 編 集のみ)1名
、

デー タのMT化 外注

工数 一人 用(100万 語) 130人 月 10人 月

経費 4-5000万 円(現 時 点 で 、 300-500万 円

CPU費 込み) (計算機 費込み)

メ ン テ ナ ン
ス体制

各種 エ ラーの修正・追加 ・入 力 デー タはJISで あ る ため

JISか コ ー ド らJEFの コ ー ド

メ ン テ ナ ン ス ・ 変更 を行 う。

内容
・デー タ容量圧 縮のため 、一部

デー タ変更 をお こな う。

・作業 上発生 したエ ラー の修 正

搬 随時 ・ 現在は随時作成段階

将来は半年に一度 を予 定

メ イン テ ナ ン ス必 要 時 (1)イ ン タ ー プ レ ス よ り 入 手

手順 に 、MTか ら}oading の オ リジ ナルMTをM380Rに

保 管 時 に はMTに ロー デ ィ ン グ
・

unloading (2)コ ー ド変 換

(3)エ デ ィ ト用 フ ォ ー マ ッ ト

変換
. (4)PFDに よる修 正

(5)マ ス タ ー へ のreformat

(6)ソ ー ト処 理

..

プ ル ー フ リー ダ ー ・イ ン イ ンプ ッ トオ ペ レ ー タ

人員構成 プ ッ トオ ペ レ ー ター

2名

1名

経費 数十万円凋

.'
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(IIL1-3)

調査対象機関
(9)Mu科 学技術庁翻訳プ
ロジ ェク ト

(10)ICOT'電 子 辞 書

シ ス テ ム

(11)IPA
日本語基本動詞辞書

作 成 、 メ ン テ 電総 研、JICST,京 大が 協力 して作 辞書出版社と共同 大学・研究所 の 国語

ナ ンス体 制 成。 デー タは 外注 英語(富 士通、 旺 文社)、 英 日 学 ・言語 学の 研 究者

(東 芝 、 学 研)、 日 本 語(日 立 、 に よる ワー キ ン グ

未定1日 英(富士通、旺文社) グループ を組織

作成体制

辞書作業分科会17名 国85学 ・言 語学 専 門

辞書WG25名 家17名

機関10名 情報処理技術者

人員構成 外注50名 以上 3名

プ ロ グラマ2名
4

アルバ イ ト3名

工数 約8人 目

経費

メ ン テ ナ ン
ス体制

(1)一 元管理 辞書 フ ァイル を汎 実験用 で.し か も規 模が小 さ {1)各 記述項 目の 記

用 のデ ー タベー スシ ステ ム上で 構 いの で ユ ー ザ に ま かせ てい 入 ミ ス

メ ンテナ ンス 築 し、 定 期 的 に 更 新 、 追 加 を行 る 。 (2膚 語学・国語 学の

内容 う 。 研究 者 に よ る辞 書

〔2}機械翻 訳 総 合 シ ス テム に お い 内容の校閲

て、 ユー ザが 単語単 位 で更新 、追 (3濡 しい単 語 の登

加 を行 う。 録

頻度 (1)数 ヶ月に一 回(大量)

(2潜 時(私用辞劇

(1)大 量 の デ ー タ を 外 注 で 記 入

手順 フ ォー マ ッ トに よ り作 成 、 一 元 管

理 シ・ステ ム に よ りDB管 理 が行 わ

れ る。 外部 へ はLISPS式 でMTFに

よ り提 供 され る。

(2}総 合 シス テムの辞 書エ デ ィタサ
.

プ システ ム を用い て、機 械翻 訳用 ♪

の 辞 書フ ァ イル(MTF.VSAM}及 び

内 部 辞 書DBの 編 集 が 行 われ る。

ユーザは 私用辞 書DBの 編 集がお こ

なわれ る。 ユー ザは 私用 辞書 に対

しての み編 集が可能 であ ろ う。

(1)未定 作成体制と同じ

人員構成 (2)シ ステム は 自動化 され てい る。

ユー ザの作業

経費 (1)未 定

(2)計算 機使 用料VSAM使 用料
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(IIL1-4)

1

調査対象機関
(14)JAPIO
特許情報機構

(15旧 本電気 (15旧 本電気 (15旧 本電気 (15旧 本電気

作 成 、 メ ン テ 用 語 の 整 理 は 社内及び関係会 社内及び関係会 社内及び関係会

ナ ンス体制 ユ ー ザ の協 力 を 社 社 社

得 てい る

作成体制

.・

,

人員構成 1

《

A.

工数
含

経費
」

メ ン テ ナ ン

ス体制

キ ー ワ ー ドの 表 追加 、更新 現 在なし エ ラー発 見時の

記統一 訂正

メンテナ ンス 同義語の整理

内容 、

搬 必要発生時 適宜追加

入 力および更新

手順 項 目、更新関連

候補 の抽 出をお

こ な う。

外部協力者を含

人員構成 め約50名

経費
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(III-1-5)

1

鯛査対象機関 (15)日 本電気 (16)富士通 (16)富士通 (16)富士通 (17)東 芝

作 成 、 メ ン テ 社内及び関係会 独 自開発 入 力 は イ ン タプ レ ス 社 ψ¶IP電

ナ ンス体 制 社 FIEと 共同 子辞 書"の デー タ を元

に して属 性 追 加 等 の
'

加工 を加えた。

作成体制

人員構成

工数

'`;
必

経費

メ ン テ ナ ン
ス体制

追加・韻 り訂正 基 本 辞 書 と し 誤 りの訂正
、

ての 枠 内 での

メ ン テ ナ ン ス 見 出 し語 の 補

内容 充

'

頻度 現在 まで3回 3ケ 月に一度 随時

新単語登録要求 通常の製品登 Fig』1・1・ 通常の製品登録、出荷

手順 抽出 録、 出 荷 手順 1参照 手順 による。

に よ る'。

、.

,.

F

人員構成

経費

一111一



III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(III-1-6)

1

鯛査対象機関 ロ8)プ ラ ピス (20)日 立 (22)日本IBM (23)シ ス トラ ン

作 成 、 メ ン テ 当社要員が専任 社内開発 単独

ナ ンス体 制

作成体制

公開せず 情報処理技術者1名

デー タの収 集・分 類 補

助員2名

人員構成 イ ン プ ッ ト・オ ベ レ ー

タ 外注

工数
'

経費

メ ン テ ナ ン
ス体制

・登録語の追加 ・新 規 レ コー ドの 追 加

慨登録語の属性 既 存 レコー ドの修正

メ ンテナ ン ス 情 報の誤 り修正 意味マー カの訂 正

内容 ・訳8吾 の 適 切

チ ェ ッ ク

頻度 6ケ 月・1ケ 年 約10レ コー ド/週

1、 追加 登録すべ 1、 翻訳 結果 の チエ ッ

手順 き語 の洗い出 し ク に よ り未 登 録8吾及

2、 属性情 報の誤 び不適切な訳語や意味

リ箇所洗 い出 し マー カを発見 する。

3、 入 力 2、 そ の8吾 が 、 含 まれ

4、 チ ェ ッ ク る例 文 を例 文 フ ァ イ

ル か ら検 索 す る。 そ

の結 果 と1の 原文 を考

慮 して訳語や意味

マ ー カ を追 加 、 な い

しは修正 す る。

公開せず 情報処理技術者1名

人員構成

経費 公開せず
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(IIL1-7)

`

調査対象機関 (24)KDD (25)NTr (26)沖電気

作 成 、 メ ン テ

ナ ンス体制

辞書作成会社と

共同

な し

作成体制

人員構成
.

言語学専門家

2名

情報処理技術者

1名

工数

経費 0

メ ン テ ナ ン
ス体制

メ ンテナ ンス

内容

な し

」

願

手順

人員構成

経費
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III、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-2-1)

調査対象機関
臼)電総研
新明解

(3)京都大学
(長尾研}
ニュー
コンサ イ ス

(4)京都大学
(長尾研)
LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ ス

(用 語 フ ァ イ ル}

1.元 の 辞 書 を渡 デ ー タ の 作 成、 入 力 (翻訳等原デー タ作成)

し て イ ン プ ッ ト は 英 国L)ngman社 が (1)プ ログラム作成

を外注 行 った もの で あ リ京 ②入力画面作成

2.磁 気 テ ー プ で 都 大学 に お け る作 成 (3}入 力(フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク)

辞書の作成手順 納入 作業 はな し。 (4)出 力

3.デ ィ ス ク 上 で 京 都 大 学 で は そ の (5)校 正

修正 デー タを使 用 目的(た (6)媒 体 変 換(フ ロ ッ ピー デ ィ

とえ ば 英 文 の バー サ スクか ら磁気 テー プへ)

言語資料の作成に適し

た 形式 に プ ロ グ ラ ム

(主 としてPM)に よ リ

」

変 換 し て使 用 し て い
.

る 。
「

既製の辞書を用 既存の冊子体辞 既存冊子体辞書を機械 (1)従来の 当社 で発行 した月刊

い て い るの で特 書の機械可読化 可 読 化 した もの で あ 誌 または単行本か らの抽出

に収 集作業 は で あ り 三 省 堂 りLongmanDictio一 (2)英文は米 国軍用規格、 民間
`

行 っていな い ニ ュ ー コ ン サ イ naryofContem一 企画 のマニ ュ.アル 等か ら抽 出

単語の収集方法
, ス英 和 辞 書の 全 poraryEnglishの 全 車 し翻訳

単語を入力。 驕 が 入 力 さ れ て い
.
(3)公的機関 か ら発行 され た用

る 。 語等

(4)市販各 種辞典 か ちの選択・抽

出

特 に分 類 は行 っ (1)用語収 集(用語検討、用語統

てい な い 一
、 訳 語作 成 ・選 定)

(2)用 語 デ ■ タ パ ン チ(日 「本

語一 日本語 の読 み一 英語)

収録単語の分類

作業の手順

.
、

1

シ

、

収録単語の選定

基 準 、

A.

'
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III、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-2-2)

調査対象機関
(8)東言羊†肖報
電字林

{8)東i羊↑鳶報電字林 (8}東洋情報
電字林

(9)Mu科 学技術庁翻訳プ
ロ ジェ ク ト

汎 用計 算機 上 の(1)デ ー タ用紙 記入

辞 書マ ス ター を(2)MT成 作(外 注}

汎 用計 算 機 上 で(3)チ ェ ッ クプ ログ ラ ム及

パ ソコ ン用DB化 び目に よ るエ ラー 摘出

辞書の作成手順(圧 縮 用 の 特 殊(4)PFDに よる修正

コー ド使 用}(5)ソ ー ト処置

その 後 転 送、 パ

ソ コ ン上 に て イ

ンデ ッ クス 等作

成

FigJ脹24参 照

単語の収集方法

別回答参照 (1)ビ ジ ネ スユLス 上 基 本

語(見 出 し語)を 既 存の 辞書

か ら選出

(2X株)ア イデ ンの 蓄積デー

タ を中 心 として翻 訳を 当て

はめ る。

(1)INSPRC抄 録3000文 に 出現 した英 単

語

(2)日 英変換 辞 書の対 訳語 として登 録 さ

れ た英単語

(3)名詞・動詞以外の基本単語

(3)既存の辞 書、用語辞典 を

'
参 考に して不備 な点 を補正

単 語の収 集につい ては単語 (1)単 語 の 収 集 及 び各 種 マ ー カ付 与 に

の収集方法を参照 KWICが 用 い られ て いる。

(2)体書 と用言 に分 かれ て いて作 成 作業

が 行われ て いる。

(3)名詞 に対 す る各 種マー カは辞 書 や 用

収 録 単8吾の 分 類 語 集 を 用 い て 行 っ・て い る。
L

作業の手順 (4)用 語 に 対 す る各 辞 書 項 目の 付 与 は

KWIC等 出現 した文 を中心に分析 を行い
.

付与作業を行う○

(5)い ずれ の場合 も詳細 な作 業マ ニ ュア

ル が作成 され てい る.
,

(6)付 与作 業は 外注 で行わ れ てい るが 言

語的知識 を持 つ人間が担 当してい る。
.'

・ビ ジ ネ ス ユ ー ス を 主 体 に.

選定 、

収録単語の選定 専門 用語 を連 接するのに 役

基準 立 つ語の選定 `

魑

・●

'

楡
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III)、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-2-3)

胴査対象機関
(10)ICOT電子辞 書

シ ステ ム

(11}IPA
日本語基本動詞辞書

(14)JAPIO特許情報機構 (15)日 本電気

1リ サ ー チ グ ル ー 1)辞 書の記 述の枠組み及 Fig』1・2-2 1、 単 語 抽 出 を お こな

プで基本仕様 書 ぴ収郷 音の決定 う 。

(Logicalformat}を 2)記述 マニ ュアルの作成 2、 デ ー タ フ ォ ー ム に

作成 3)マ ニ ュ ア ル に 従 っ て 記入 し、一 括 登録 をお

辞書の作成手順 2そ の 仕 様 に 基づ 各単語 に対 し、記述 シー こ な うか 、 或 い は エ

い て 、 言8吾 デ ー タ トに各項目内容を記述 デ ィタ登録 更 新 をお こ

を収 集・分析 4)記 述内容の校閲 な う。

3入 力 5)編述 シー トをVSAM形

4修 正 式 の 辞 書 フ ァ イ ル に

ツー ル を用 い て端 末 を

介して入力

一般 の 辞 書 を 参 考 国立国語研究所の種々の 市 販 辞 書 、,テ キ ス トの

に、 最 重 要 単8吾を 調査結果及び種々の市販 中 か ち単 語 を抽 出 し、

収集 する。 辞書等から収集 形態解析による未定義

語推 定をお こな う。

単語の収集方法 辞 書 コンサル ト

1、分 類表に基づ いて品

詞分 類をお こな う.

2、分 類表 に基づ いて意

味分 類 をおこな う。

3、 辞書デ ータ手順書に

収録単語の分類 基 づ いて辞 書 コー デ ィ

作業の手順
ン グ を お こ な う。

いわゆる最重要語 意味的にも使用頻度の上
一 件 の公 開 特 許

か らも語彙 体系上最 も重 抄 録 文 中(約

収録単語の選定 要 と 考 え ち]し る 動 詞 300文 字)の 技 術

基準 を.国 立 国 語 研究 所 の 用語 の うち重 要

種々の調査及び市販辞書 な語 を約15ほ ど

の重要 語の選択 を参考に 選定 してい る。

して選ん だ。
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III、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-2-4)

1

調査対象機関 (15)日 本電気 (15旧 本電気 (15旧 本電気 (15旧 卒電気 (16)富士通

1、一 般辞 書の見 市販専門用語学、テキ 1、 デ ー タ フ ォー マ ッ ト

出 し を 入 力 す ス ト か ち 抽 出 し 、 作成

る 。 デ ー タ フ ォ ー ム に 記 2、 ワ ー プ ロ 入 力

2、 大 量 テ キ ス 入 す る 。 3、 ホ ス ト辞書登録

辞書の作成手順 ト を 入 力 し、 単

語 を抽 出 し、 頻

度 付 け をお こ な
、

つ.

3、1、2、 の 結

果 を フ ォ ー マ ッ

トに記 述す る。

4、 登 録 す る 。

5、ver均 す る。

市販辞書 社内技術文書から抽出 市販の小型英和

市販専門用語集から抽出 辞典 に収 録 され

て い る見 出 し語

を ベ ー ス と し、

単語の収集方法 科学 技 術 用 とし

て若 干 の 調整 を

加 え た 。

L意 味分類付与 1.体 言、用言 の分類

2、 見 出 し語 の品詞 分 2、 体 言 な ら、 意 味 コ ー

類付与および 対訳語 ド付与 し、他品 詞細分付

の品詞分類付与 .与、 フ ォー マ ッ ト記 述

3、1、2、 の 結 果 を 3、.用 言 な ら 、 表 層 格

収録単語の分類 デ ー タ フ ォー ム 記 入 マー カ抽出、深 層格マー

作業の手順 4、 登 録 力抽 出 、 意 味戸 一 ド付

与 、 フ ォー マ ッ ト記 述

テキ ス ト選定 市販の小型英和

辞 典 に収 録 され

収録単語の選定 てい る見 出 し語

'基 準
を ベ ー ス と し 、

科 学 技 術用 と し
,. て若 干 の調 整 を

加 え た 。
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III、 辞 書 の 作 成 に つ い て(IIL2-5)

1

調査対象機関 (16)富 士通 (16)富 士通 (17)東 芝 (18)プ ラ ピ ス (20旧 立

.

イン タプ レス社 (1)見出 し決定 FigJlL2・5参 照

rlP電 子辞 典」 (2)品 詞以 下各 統

の デー タを 元 に 語情報の付加
.

して属 性 追 加 等 (3隠 味 分 析用 各
.

辞書の作成手順 の 加 工 を 加 え 情報の付加

た 。 (1×2)は比較的 閉

じた情 報 で あ る

が(3)は 開 いた情
.

報 で あ り手 間 が

、 か か る 。

' 、

' ,

o

. `
A

.

,

T
.

イ ン タプ レ ス社 (1)頻度 の 高い基 公開せず
'r
lP電 子 辞 典 」 本語の収集

・

に準ず る。 ② 実 デ ー タ(文

章)か ら補填

単語の収集方法

,

レ

イ ン タプ レ ス社 Fig』1・2・3参 照 辞 書登 録 プ ロ グ

・rIP電子 辞 典 」 ラ ム を作成 し、

の デー タ を元 に 入 力 の 際 イ ン
■

して属性追加等 プ ッ ト・オ ベ レー
←

の 加 工 を 加 え タと画 面上 で会

収録単語の分類 た 。 話す るこ とに よ .
.

'

作業の手順 り、 各 種 マ ー カ
・

は自動的に付与
・

さ れ る よ う に
丁

な っ て い る。

.

ト
.

イ ンタプ レス社 常識的に頻度の 一般 用 語 とし て

, rlP電 子辞典 」 高 い と思 われ る 煩 雑 に使 用 され

収 録 単 言吾の選 定 に準ず る. もの る と考 え られ る

基準「 本 シ ス テム は 辞 単語類

書 を3分 類 ・し て
、

お りユー ザ に 特

有 な 用法 の 語 は

ユ ー ザ辞 書に 登

録 す る。
」

FigＬIL2-4参 照
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III、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-2-6)

調査対象機関 (22)日本IBM (23)シ ス ト
ラ ン

(24)KDD (25)NTr
.

(26}沖電気

1、 ¶町IBM情 報 処理 用語 英和対訳 集"(機械

可読}を 再編成 し、 意味 マー カー を付 加

す る 。

2、IBMソ フ トウ エ ア ・マ ニ ュ ア ル(英 文)

辞書の作成手順 に 使 われ て い る語 を調 査 し、意 味マ ー

カー 、 訳 語 を 付 け て1、 で 作 っ た デー タ
.

に 加 え る 。

.

、

,

1、`tlBM情 報処理 用語英和対訳 集" 基 本 的 な もの は
噺

2,IBMソ フ トウ エ ア ・マ ニ ュ ア ル(英 文) 辞 書 類 か ち、 そ

か ら名詞 と複合名詞 を抜 き出す。 の他は雑誌噺聞
「

,

か ら。

単語の収集方法

'

1、歌。IBM情 報処 理 用語 英和 対訳 集"の 中

の名 詞、 複合 名 詞 に 意味 マー カー を付

け る。
.

2、 英文 マニ ュアル 文 を単語に 分割 し、
,

形態素解析 を行い、 集計する。

収録単語の分類 3、 その中 か ら名 詞 を抜 き出す。

作業の手順 4、 も との 英 文 を参 照 しつ つ 意味 マ ー

カ ー を付 け る 。'

1、"IBM情 報 処理 用 語英和 対訳 集㌘に 含

まれ る名詞 及 び複 合 名 詞は、 すべ て 登

収録単語の選定 録 す る 。

基準 2、 調 査 した英文 マニ ュアル に出て くる
4

名 詞は、 全 て 登録 す る。 但 し、大 文字

のア ル フ ァベ ッ ト数 文字 か らな る ソフ

トウ エ ア の 名 称(例:DOS,MVS等)は 除

く。複 合 名 詞に つ い ては、 個 々の単 語

の訳語 か ら 全体 の訳 語 が 合成 で きな い
・

場 合に登録 する。
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IIL、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-3-1)

調査対象機関
(1)電総研
新明解

(3)京都大学
(長尾研)
ニュー
コ ンサ イ ス

(4)京都大学
(長尾研}
LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ
ス

(用 語 フ ァ イル)

少 し 古 いエ デ ィタ メン テナ ン ス 用 メ ンテナ ン ス用 の シ ス テ ム

で あ る が下 記 の よ シス テム は現 在 は ない。 検索 等利用 のため に

う に な っ て い る。 運 用 して い な い 京都 大学 で作 成 したプ ログ ラ

現 在 の もの も大 体 (辞書入 力時の校 ム につい て記述す る。

同 じで ある。 正 用 ソ フ トウ エ Figl11・3・3参 照

管 理 シ ステ ム の FigllL3・1参 照 ア は開 発 し使 用

機能概要 し た)。 こ こ に

は原 デ ー タか ら

検 索 用 デ ー タ

ベー ス を作成 す

るの で機 能概 要

を示 す。

Fig川 ・3・2参照

特 にな し 〉 不明

入力方法

(デ ー タ、

エ ン トll- 、

ル ー ル)

既 製 の 日 本8百 工 LDOCEは 計 算機 処 理 を前提

デ ィタに は 、作 成 として作 成 され た部分 が多 い

当時 良 い もの が な ので、比 較的情 報の抽 出等 に

く結 局 自作 す る事 利 用 しや す くな っ て い る 、

に な っ た 。 し か も しか し文法 コー ドの記述形 式

デー タ が途 中 で 人 の一 部に不規 則な もの があ る

問題点、意見 手 に渡 り、 汚 い ま
. こと、 各項 目中に情 報 を分 離 、

ま拡 散 し た の で 、 ・ しに くい 部分 が あ る こ とな

デー タの管 理 体 制
、

ど、 計算機 か ら見 て必ず し も

を きち ん と す る こ 完 全 な もの(処 理 しや す い も

と も大 事 で あ る こ の)ではない。今 後冊 子体辞書
ノ

とを 痛 感 した.さ と計算機用辞書の接点を考え
.

らに きち ん とし た 1
れ ば、冊 子体辞 書上 には表れ

ド キ ュ メ ン ト を ないが計 算機処理 用 には利 用

作 っ てお く事 が 自 で きる情 報(単 純 な もの と し

分 に と って も大 切 ては項 目分離 用 コー ドの挿 入

な事 が分 かった。 か ら考 え られ る)を 付 加 す る

な ど、 作成時 の考慮 が必 要で

あ ろ.う 。
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III)、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-3-2)

調査対象機関
(8凍 洋情報
電字林

(8)東洋情報
電字林

(8凍 洋情報
電字林

(9)Mu科 学技術庁翻訳プ
ロ ジェ ク ト

Figlll-3-4参 照 メ ン テナ ン ス手 メ ンテ ナ ンス手 Fiぽlll・3・5参 照

順参照 順参照

管理 シス テム の

機能概要

別回答参照 非公開 公開不可 FiぽIII・3-6参 照

入力方法

(デ ー タ.

エ ン ト リ ー 、

ル ー ル)

同上 〈問題 点 〉 中 国ε吾辞 書の作 (1)一 元 管 理 され る 辞 書 汎 用

(1)テ'一 夕 の構 成 成 に至 っ た場 合 D.B上 に構 築 す るこ とに よ リ管

編 集 要領 を一 通 の簡体文字の取 理の効率的 な連 用 をはかる。

り習 得 す る の に り扱 い不 可 の解 (2}辞 書デー タ項 目に つい ては専

約1ヵ 月 を 要 す 決 門家に よ る委 員会 を設 置 し承 認

る 。 され た ものの み を登録 す る。 そ

問題点、意見 (2)デー タの追 加 の際対訳を考慮して複合語の単

に は 多 くの 人 日 位 を決定 する。

を要す る。 (3)修 正 は定 期 的 に 一 括 し て行
、

つ.

(4)シ ス テム 上 で用 い る と きは

私用辞 書 を利用 させ るこ とに よ

り使い勝 手 を よ くす る。 またこ

の結 果待 ちれた辞 書 を(2)に提 出

す る。

(5)外部提供 の7ォ ーマ ッ トを標

準 化す る.そ の 際辞 書項 目、構

造 を柔 軟な もの とし選 択・追加 を

自由に行 え るよ うに す る。
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III)、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-3-3)

`

調査対象機関

(10)ICOT
電子辞書
シ ステム

(11)IPA
日本語基本動詞辞書

(14)JAPIO
特許情報機構

1.基 本 ∫士}善書(LogicalR〕rmat)1二 基 1)宇 宙 の 辞 書 シー ト

つ いた テ.キス ト形 式の辞 書テープ をTSS端 末 上か ら効率

を作成す る。 よ く磁 気 デ ィ ス ク上

2.DAM形 式の ファイルの基本形 の 辞 書 フ ァ イル に入

式に変換す る。 力 す る。 ・

管 理 シ ス テ ムの 3,追 加 、:修 正 を エ デ ィ ター で お こ 2}辞書内容の検 索

機能概要 な う。 3)入 力済辞書内 容の修

正

4)磁 気 デ ィ ス ク 上 の

.

辞 書 フ ァ イル の 磁 気

テ ー プ へ の パ ッ ク

ア ッ プ'

5)辞書内容の印刷

`

、

入力方法
、

(デ ー タ、

エ ン ト リ ー 、

ル ー ル)
.

1

・ICOTで は 、 第 一段 階 で は、B奉

語、和 英、英語、英和の 開発を独 『

A

.

立 に す す め て.い る・(Fig.lll-3'7).

これ を基に して それ ぞれ の辞 書を

m・ ・g・レ て 、、汎 用 マ ス タ ー 舌櫓 の
'

作成 を試み る。 卜

問題点、意見 .既 存辞書あ問題点 として版権の問.

題と言語情報の欠落の問題があげ

■

1.',.、

.

られ る。 ・

・菖8吾に独立 した意味情報 を

」 …mp・ ㎏ti。n・1desc・ipU。 ・'の形 で

記述 した.辞書をつ くるこ とを最終

1
目 的 ・と し て い る。 現 在 の.と こ ろ、 .

この よ うな表現形式 が十分でな い ;
φ

の で 、 シ ソー ラ ス コー ドの か た ち

で記述 している。す なわち、 各辞

書か ら一つの シ ソー ラスに対 して

` ポ イ・ン ターが張 られ てい る構 造 と

な っ て い る。 シ
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III、 辞 書 の 作 成`に つ い て(III-3-4)

」

調査対象機関 ロ5旧 本電気 (15旧 本電気 (15泪 本電気 (15)日 本電気 (15)日 本電気

・通 常 の エ デ ィ ACOSに 備 わ っ ・規 則 に よ っ て ・内容検索

タ機能 たエ デ ィタ利用 コ ン ト ロー ル で ・条件付 き更新用

・辞 書内容 を規 財 き る ス ク リー ン 則1eべ ー ス エ

に よっ て更新 す エ デ ィ タ デ ィ タ

る 機 能(特 定 の ・規 則 に よっ て 自
プ

「

管理 シ ステ ム の デ ー タ項 目の 条 動 更 新 可 能

機能概要 件 付 き ひろ い だ. (Modi⑲,delete

し、条 件 付 き更 な ど)

新 、 削 除 、 等)

辞書管理者によ

る自 動的 管理 シ

ステム

入力方法

(デ ー タ、

エ ン ト リ ー 、

ル ー ル).

問題点、意見

A

.

.

.

、

A、

「

一123一



IIL、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-3-5)

調査対象機関 (16)富 士 通 (16)富士通 (16)富 士 通 (17)東 芝 (18)プ ラ ピ ス

辞 書エ デ ィタ ATLAS-1, メ ン テ ナ ン ス シ FigJll-3-9参 照

Fig,川 ・3-8参 照 ATLASH ス テム が用 意 さ

各基本辞書に準 れ てい るが 未 発

ず る 。 表につ き割愛

管 理 シ ステ ムの

機能概要

辞 書 作 成マ ニ ュア ATLAS-1, コ ン ピ ュ ー タ ー

入力方法 ル はATLAS'1の イ ATLAS-H と会 話 形 式 で入

(デ ー タ、 ン ス トー ル テ ー プ 各基準辞書に準 力する事が可能

エ ン ト リ ー 、 中 に格 納 され て お ず る 。 な 為 、 作 業

ル ー ル) リ、 ユ ー ザ の み に フ ォ ー マ ッ ト類

提供 され る。 は 無 い。

基 本辞 書 とい っ て 〈問題 点〉

も完 全 に分 野 独 立 登 録 すべ き語 数

の 用 語 は 少 な く が 膨 大 な為 、 イ

ユー ザ に よ っ て相 ンプ ッ トの 簡 易

反 す る要求 が 出 る・ 化 を 図 る必 要 が

場 合 が あ る。 これ あ る 。

問題点、意見 を どの よ うに調 整 一 イ ン プ ッ トプ

し て 「基 本 」の 立 ログラムの対処

場を維持するかが イ ンプ ッ トされ

課題 で ある。 た 単 語 の 誤 り

チ ェ ッ クを 自動

. 的(機械的)に 行 う

必要 がある.

一・ス ベ ル チ ェ ッ

ク機能等の利用

,w
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III,,辞 書 の 作 成 に つ い て(III-3-6)

調剤 難 関 (20旧 立
.
(22)日本IBM

(23}

シ ス トラ ン
(24)KDD (25)NTr (26)沖電気

Fig』i・3-10参 照 未整備 である。

管 理 シ ステ ム の

機能概要

特 に無 し

ノ功 方法

(デ ー タ、

エ ン ト リ ー 、

ル ー ル) ミ

、

問駄 ・意見

・

迩
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IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-1)

調査対象機関
(1)電総研
新明解

(3涼 都大学
(長尾研)
ニュー
コンサ イ ス

(4)京都大学
〔長尾研)
LONGMAN

〔5}イ ン ター プ レ ス

(用 語 フ ァ イ ル)

(8)東洋情報
電字林

電気情報関係 研究室内のみ 研究室内 冊子体 の辞 書作 りの ための

「

科学 技 術 、工 学

主 なユー ザ 利用 と機 械翻 訳 システムの 系 を 中心 に全 分

辞書の一部 として利 用 野

約30 約500

ユ ーザ 数 ,

エ ン ドユ ー ザ と

の関係

辞 書 の 登 録 、 エ ン ドユ ー ザ に な し な し
,

エ ン ドユ ー ザ に

修正 についての 任せてい鉱 任 せ て い る。

体制 `

、

エ ン ド ユ ー ザ 制 限 し て い な な し な し 対訳(日 英な らば

が い 。 英語)個 々に対 し

修正可能な部分 ての 削除のみ。

と
.

追 加登 録 はユ ー

その方法 ザ辞 書 に 対 して

行 う。

エ ン ドユ ー ザ な し

5

な し 翻訳文書作成時

が 、 に検 索 し、必 要

操作可能な部分 な 語 のみ 印刷 し

使 用 す る 。 ユ ー

, ザ 辞 書に 独 自の

用語集を登録す
「 る 。

.

な し 、
な し

具体的な操作内 、

容

'

,

辞書提供時の著 追 加 な し ・ 原 デ ー タに 関 す 相 手先 との契約 に よって、 修 正 、追 加 され

権利関係 作権 者 、版 権 者 修正 なし る 追 加 、 修 正 、 利 用面 で一部 制限 を設定 し た部 分 の みユ ー

と の 契 約 に 従 改 正なし て い る.そ の 他 は 、 追 加 ・ザに帰属

う。 .. 修 正 ・訂 正 は 自由 と して い

ま す 。

`
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IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-2)

調査対象機関
(8)東洋情報電字林

マ スターの開発

(8凍 洋情報
電字林

マ スターの開 発

(9}Mu科 学技術庁翻訳
プ ロジェク ト

(10)ICOT
電子辞書
システ ム

(11}】〔PA
日本語基本動詞

辞書

ア カ デ ミ.ッ ク 昭 和61年4月 よ

主なユー ザ ユ ー ス リ提供可能

ユーザ 数
「

,

卜 エ ン ドユ ー ザ と

の関係

辞 書 の 登 録 、 ぐ 一元管理用辞書は専門家 ユーザ に まかせ

修正につ いての 総 合 シ ステ ム用 は エ ン て い る。

体制 ドユ ー ザ

エ ン ドユ ー ザ 見 出 し情 報 、形 態 素 情 辞 書エデ ィター

が 報 、 構 文 情 報、 意 味 情 で自由に修正

修正可能な部分 報。

と 総 合 シス テ ムの 編 集 工

その方法 デ ィタによ り表形 式編 集

とLISPS式 に よ る編 集

が 可 能 。

エ ン ド ユ ー ザ 文法規 則の修正は可能で

が あ るが言語の専 門的知識
二

操作可能な部分 を必 要 とす るの で 、 困

難 であ る。
1

`

、

.

TSSの デ ィスプ レ イ端

具体的な操作内 末か ら修正が可能

容
■

'

一 元管理用辞書は今後設 所定の利用契約 9

権利関係 置 され る委員会等の承認 書 に も とつ く。

を得た上 で行われ る。

個人 用 に つ い ては 考 え

て い な い 。
・

←

.
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IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-3)

調査対象機関
(14}JAPIO特許情報機構 日5旧 本電気 U5旧 本電気 (15旧 本電気 (15)日 本電気

多種 社内商用 社内 社内 社内

主 なユー ザ

ユー ザ数

エ ン ドユ ー ザ と

の関係

辞 書 の 登 録 、 エ ン ドユ ー ザ と

修 正につ いての 協力体制を敷い

体制 て い る。

エ ン ド ユ ー ザ エ デ ィ ター(修 正 許 可 し てい な エ ン ドユ ー ザ に ・全ての項 目に対 し更新 ・追加可能

が 用 ツー ル 群)Lo9 い は利用だけ開放 ・イ リー ガ ル デ 一 夕の 自 動 抽 出

修正可能な部分 dataΩ1efor辞 書
・利用者 入力で あるこ とを記録

と 修正 利 用 者更新 部 は別 ファイルに登

その方法 録 、 利用時 特定 利用者 に よって

利用 者フ ァイルの優 先度 を高め

る。

エ ン ドユ ー ザ

が

操作可能な部分

」

.

■ ■

キー ワー ド検 定 デ ー タフ ォー ムに よ る操作 のみ

具体的な操作内 の場 合 、 辞 書 に

容 あ る用 語 に ふ ら
. れ た コー ドを入

力 し て論 理 式 を

作成 す る。

メー カー提 供 分 .

権利関係 は メー カ ー 、 利

用者 追 加・修正 分

は 著 作 権 に 関 .

し、 半分つつ
'
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IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-4)

調査対象機関 (15泪 本電 気
(16}富 士 通
ATLAS-1

(16)富士通
ATLAS.H

(16)富士通科学技術用語 `

辞書

社内・商用 原 子 力、 自 動車 原子力、鉄鋼

主 なユー ザ 宇宙、金融 宇宙、 自動車

?0 100

ユー ザ数

エ ン ドユ ー ザ と

の関係
.

辞 書 の 登 録 、 エ ン ドユ ー ザ に 基本辞書は富士通、私用辞書 エ ン ドユー ザ が

修正 につい ての 任 せ て い る。 はエ ン ドユー ザ と協 力。 修 正す る こ とは

体制 な い.

エ ン ドユ ー ザ 名 詞・動 詞 ・形 容 名 詞 、 形 容 詞 、 私用辞書

が 詞 副 詞、 動 詞 、 作成は科学技術用語辞書によ

修正可能な部分 辞書作成手順書 接 続 詞、 前 置詞 リ分 野 コー ドでエ ン トリを選

と に 従 っ て フ ォ ー 感 嘆 詞、 辞 書工 択、 修正、 追 加は対話 型辞 書

その方法 マ ッ トを うめ る デ ィタまた は辞 エ デ ィタ を用 い るか、大量 の

書 ユ テ ィ リ テ ィ と きは パ ッ チ 登 録 ユー テ ィ

に よ る。 リ テ ィを 用 い る。

エ ン ドユ ー ザ

が

操作可能な部分

.

専門用 語(主に 名

具体的な操作内 詞)の 新規登録 が 、

容 大 部分 を 占め て

. い る。

エ ン ドユ ー ザ の エ ン ドユ ー ザ に
'

権利関係 更新はNEC50% 帰属す る。

ユー ザ50% `

,.

4
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`

'

IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-5)

調査対象機関 (17}東 芝

.
.一

(18)フ フ ピ ス 20旧 立 (22)IBM

.

A 医学 、その他 実 験 段 階 な の

主なユー ザ
で 、 ユ ー ザ は ま

だ い な い.
.

1 約300
1

「

ユ ーザ 数i
'

… ・

.

「

.・

エ ン ドユ ー ザ と .

"

の関係,
`

辞 書 の 登 録 、 未定1 エ ン ドユ ーザ に任 せ 未検討
,,'
修正 についでの

'

て い る. ・

体制
.

,

A 一

エ ン ド ユ ∠ ザ 未定 60,0008吾 の う ち 専門用語

が ・

."

6,000語 は操作 で きな

修正可能な部分
A

b、 。.残 り54,0008吾 に

'L

と
,9

対・し で 削 除 ・修 正 ・訂 正
,

そ の 方 法' また 追 加 が 可 能。 辞.

書 更 新 プ ロ グ ラ ム を

利 用 。
「.一 `

■

エ ン ドユ ー ザ 未定 なし
「

が
'

操作可能な部分
`

,

.

「

・

..

未定 辞 書 更 新プ ロ.グラ ム 「

具体的な操作内 に よ る対 話 形 式 ・、・

容
.

、
ρ

,

未定 エ ン ドユーザ に帰属1

.

権利関係 、

・.

■

・ 直

,
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IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-6)

、

調査対象機関r (23)シ ス ト ラ ン (24)KDD {25)NTr (26}沖電気

社内 な し

主な ユーザ
.

研究者4名

ユーザ 数 .

,

、

エ ン.ド ユ ー ザ と
.

F

の関係

辞 書 の 登 録 、 エ ン ドユ ー ザ か ら

修正 につい ての の フ ィー ドバ ッ ク

体制 を参 考 意 見 と して
.

必 要 に 応 じて 改 良

に役立 てい る。
・:

エ ン ドユ ー ザ

が

修正可能な部分
t

▲

と
・

その方法

エ ン ド ユ ー ザ

が .

操作可能な部分 '

1

・
・

'

・

÷

「

,
、

.

、

:

「

.

具体的な操作内

容 「

,

権利関係
,

●

「

←
,

」
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-1)

調査対象機関
(1)電総研新明解

(3頂 部 大学
〔長尾研)
ニ ュー

コ ン サ イ ス

(4)京都大学
(長尾研)
LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ
ス

(用 語 フ ァ イル)

(8凍 洋情報
電字林

フ ォ ー マ ッ ト 、 辞 書 そ の もの は検 索 辞 書 その もの は 検 索 デー タ記述 コー

辞書を共用使用 デー タの統一 性 以 外 の 目的 に適 し た 以 外の 目的 に 適 し た ド、

す る ときの 構 造 を し て い な いの 構造 を して い ない の デ ー タ フ ォ ー

問題点 で機械 翻訳等 に直接 使 で機械翻訳等に直接使 マ ッ ト、

用 す る こ とは 不 可能 用 す る こ とは 不 可 能 フ ァ イル フ ォー

で あ る 。 し か し 、 逆 で あ る 。 し か し 、 逆
,

マ ッ トの公開

に 色 々 な工 夫 を考 え に 色 々な 工 夫 を考 え

れ ば シス テ ム の 目的 れ ば シ ス テム め 目的

に あっ た情 報 を 抽 出 に あ っ た情 報 を抽 出

す る こ とは 可能 で あ す る こ とは 可 能 で あ

ろ う。 ろ う。

ユ ー ザー の組 織 本辞書の性格上他のシ 本辞書の性格上他のシ

共用使用する場 化に'よ る情 報 伝 ス テ ム上 の 修 正 等 が ステ ム 上 の修 正等 が

合の辞書の作成 達の効率化 本辞声に影響を与え 本辞書に影響を与え

お よび メ ンテ ナ る こ と は な い 。 逆 に る こ と は な い 。 逆 に

ン スで考 慮 すべ 本 辞 書の 改 正 は 上 で 本辞書の改正は上で

き点 の べ た情 報 の 抽 出 の のべ た 情 報 の 抽 出 の

た め の工 夫 に 影 響 を ため の 工 夫 に 影 響 を

あ た え る よ う な もの あ た え る よ う な もの

に な る 可 能 性 が あ に な る 可 能 性 が あ

る 。 る 。

無償提供 す で に 有 償 で 外 部に 現 在5点 とも有償 有 償(パ ッ ケー ジ

提供可能性
提供 して いる。 にて発売 中 商品)

研究用 相 手先 の 利用 目

その条件 著作 権 者 、 版 権 的 に よ り契約 条

者 との 契 約 書 の 件 を設 定 して い
白

交換 ま す。

■

柵 磁 気テープ 磁 気テープ FPD(MS-DOS

媒体
フ ォー マ ッ ト}

三省堂が直接有償で提 英 国Longman社 が 条 用語 の 場 合 は、
'.

価格 供 を 行 っ て い る。 件 に よ り'提供 す る 可
一件40円

能 性 あ リ。 京 都 大 学 文章 の 場 合は 分

が提 供 す る 権 利 は な 割不可で250■

いo 450万 円
一
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-2)

調査対象機関
(8凍洋情報電字林 (8凍洋情報

電字林

(9)Mu科 学技術庁翻訳

プ ロジ ェク ト

(10)ICOT
電子辞書
システム

(11}IPA
日本語基本
動詞辞書

権利の問題 権利の問題 ロSPのS式 で 表 汎用の辞書なの 利用契約書で制

辞書を共用使用 (共同版 権 であ る 現 されてい る で 、'共 用 が困 難 限

す る ときの ため) とい うこ とは な

問題点 い だ ろ う.

編集要領の統一 フ ォ ー マ ッ ト等 辞書項目に対す Lo♂ca1ら 皿at

共用使用する場 の特殊性 る修正の履歴を の形式 から、他

合の辞書の作成 各項日中に記述 の シ ステムの辞

お よび メンテ ナ す る必要が ある 書 を作成す るこ

ンス で考 慮す べ とが で き る.

き点

有償 可能 と思われ る 可能性あ り 無償貸与

提供可能性 ㈲ 製の実費相当

額は利用者負担)

未検討 特 定の個 人 、団 考直中 辞書を複製しな

その条件 体が利益を得な い ・

い こと 第三者に利用さ

せな い.

利用状況を報告

す る.

援密の保持など

未検討 顕 冊 燈

媒 体 ・
'

未検討 未検討(低価働 考慮中

価格
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-3)

.

調査対象機関
{14)JAPIO
特許情報機構

,

(15泪 本電気 .
(15旧 卒電気 (15旧 本電気 U5}日 本電気

・意 味 コー ドの 不 意味 コー ドの 利

辞書を共用使用 . ÷致
ψ

用時に不一致

、す る と き の

' '頻 度 デ ー タ は

問題点 … テ キ ス トオ リエ

乙

「」 ン テ ッ ド で あ り
「

・

' ～' 一 般 性 は 保 障 で

」
. き な い 。

's
》

: .

ト
,

、

.

～
亨

、

'

、 、^ 'ト 」

.

」

t
.

`、

共用使用する場
「4

合の辞書の作成 ..v●

「

A9

.
ケ

,

お よび メ ンテ ナ ,
.

}
: 冴 .

4'

ンス で考 慮 すべ .

「
、

き点 ∫

■

}

■

珂
、

ぷ

1
.『 ■ 浪 ■

|
7ふLづ・.r.

`

∨ 、`

・、

》が '∨ 有償 無 し

提供可能性' ヲ

一-.

了, ト

.

コ ピ ー 厳 禁 、 、 ・ ・

為.- .

.' 』そ の条件 ξ ∵

イ

.

..

ト `

'

.
.

A

. 令 }

,■
■

鵬

'

、

ROM
.

媒体 ■ L

,

未定
.●

」

価格,
.

ト
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-4)

調査対象機関 (15泪 本電気
(16)富 士通
ATLAS-1

(16)富士通
ATLAS.H

(16)富士通

科学技術用辞書
(17}東 芝

ほぽ 支障 な し(意 ATLAS-1専 用 の 共用 は できない 見 出 し 、 数 、

辞書を共用使用 味 コー ドに 細 か 辞 書 で あ'り 、 共 性 、人 称 以 外 は

す る と きの い不 一 致 が あ る 用はで きない シス テ ム固 有の

問題点 が問題 な し もの で あ り、 一

般 に は共 用 で き

`

、

る とは思 われ な
'

い 。

(

: 品 詞、 意 味情 報
L,

は 、 パ ー ザ 、 意
L.

L

昧 分 析器 と一 体

の もの で あ る。
、

「

■ 「 パ ー ザ、 意味 分

共 用 使 用 す る場 析 器 が全 く同 じ

合の辞書の作成
.

「 でな けれ ば、 共

お よ び メ ン テ ナ ・ 用 はあ りえない

ン スで 考 慮す べ

き点

F

」

'

有償" シ ステ ム 全体 は 有償 未定

提供可能性 有償製品

-

コ ピ ー 禁 ATL、A&1ま た は

その条件 ATLAS・Hの

ユ ー ザ ー
.

'

s

、 ・ 《 1

.

卜 .

: ` 吟

一

媒体

ROM Mr MT

35万 円/月 .工 15万 円ノ月

価格

⇒

r

、

.
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-5)

閥査対象機関
.一

日8)フ フ ビ ス (20)日 立 (22)IBM (23)シ ス ト ラ ン1 〔24)KDD

権利の問題 実験段階 であ 辞2}の 記 述情 報

辞書を共用使用 他 ンス テ ム との リ、 ま だ 検 討 し の体 系 が シ ス テ

す る と き の.
イ ン ター フ ェ イ て い な い 。 ム ア ー キ.テ ク

問題点 ス チ ャ ー に よ っ て

漢 字 コ ー ド 、 千差 万 別 で あ る

キ ャ ラ ク タ ー と思 われ る.そ

コー ドの不一致 の中で共通を見

い 出 し調 整 を 計

る の は非 常 に 困

難 で あ ろ う と懸

念 され る。

登録単語の共同 上記 に同 じ

共 用使 用 す る場 使用者間の合意

合の辞書の作成

お よび メ ンテナ

ンス で考 慮す べ

き点

ノ

未検討 YES

提供可能性

未検討 未定

その条件

・

工

.

MTま たFPD 未定

媒体

未定 ・A
未定

価格

.
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-6)

調査対象機関 (25)NTr (26)沖電気

辞書を共用使用

す ると きの

問題点

共用使用する場
'

合の辞書の作成

お よび メ ン テ ナ

ン スで 考慮 す べ

き点

な し

提供可能性

・

その条件

媒体

価格

も
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Fig.1-1新 明 解 国 語辞 典 の機 能 概 要

・FACOM上 の シ ステ ムは
,ロ ーマ字 か な変 換 に よ る辞 書 の見

出 し語 検 索 を行 う。 そ の他,品 詞 別 語 い の抽 出 プ ログ ラム,語 釈

文 の分 か ち が ち プ ログ ラムな どが あ る。

'DE9上 の シスみ は・元 の蹄 よ腰 摸 し鉄 規模縄 を背

景 に もづ 自然 言語 処 理(構 文解 析)シ ス テ ムと リンク してい る。

う

`1

! 、1

;

テ,ス プ 。,彊 択 語 印 刷1

一
文書フ◎ 。ピ≒

一

＼

英文書

↓

回
/

自動辞書
引 き

＼/

示

,
表

睡
[

い
ド

検 索.

1

⑪

ー

ー

辞 書

ワ ー プ ロ

巨 動鰭 引き1 国 書鹸 表 示ll1

t
,

じ

1

文書印刷

已 訳・一プ・1

Fig.1-2東 洋情報 システム(電 字林)の 機能概要図
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変 換

日
英
変
換
辞

書

⑬ ・。墾

愚 。1
(体言)

§⑳
(用語)

・罐

(体 言)

日本語群、書

構
文
解
析
辞
書

一形
態
素
解
析
辞
書

構文解析

形態素

解 析

(日本 語解 析 辞書)

力文(原 文)

日一 英

言

語

処

理

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

構文解析

英語辞書

形態素

解 析

ヒ

　ぽ

構
文
生
成
辞
書

一
形
態
素
生
成
辞
書

'

一

、

・

㌦

.

(

'

出力文(訳
(英語生成辞書)

京
都
大

電
総
研

v
J
1
9

T

⑳

獅⑳

㊨

・
(

、

、

Fig.1-3科 学技 術庁Muプ ロジェク トの機能概要図

P
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一
《
○

システムの概念図

JAPIO ユ ー ザ

「

1

1

ホ
ス

ト
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

通
信
装 制
置御

JAPIO

コー ド

EBCDIC

コー ド

JIS

コー ド

バ

ッ

フ

ァ

モデム

※
N
C
U

.

「
ー

l

l

l

ー

L

－
公
開
実特

盆
口

実特

管フ
理

膓用
用許 用許 ル

○
意匠

)

○
商標

)

O
INPA

DOC

)

特定通信回線(D-1)

デ ー タ フ ァ イ ル

」

※NCUと は,ネ ッ トワ ー ク コ ン ト ロー ル ユ ニ ッ トの こ とで す 。

PATOLIS特 定

●漢字端末機

1 モデム

公衆通信回線網

端末制御
装 置

漢 字

デ ィスプレイ

キー

ボー ド

1

`

L__一_一 一 ー 一_____

IPATOLISカ ナ

1● カナ端末機
,

漢 字
プリンター

カナ端末機

」

1

L

○
電話

「 一一 ●一 ーー一一
`PATOLIS漢 字
t
●漢 字 端 末 機

」

ー

8

1
」

漢字端末機

○

」

、

Fig.1-4日 本 特許情報機構(JAPIO)の 機 能概 要図



ATLAS-1

辞書 ユーティリテ ィ

Fige1-5富 士通(ATLAS-1)の 機 能 概要 図
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A
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一
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支管処理システム
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1
P

F

文 書 の作成 ・提集 ・'印刷
FDMS/EDIT及 び
FDMS/FORMAT

1一

DSPR
】NT

一

父音の匡拙尺
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(()

三1言ξ手答NLP
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|
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国
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Fig.1-6富 士通(ATLAS-H)の 機 能概要図
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日本 語 ワー ド

プ ロ セ ッサ ー

2カ 国 語

エ デ ィ タ

英 文 ワー ド

プ ロ セ ッサ ー

(プ レ/ポ ス ト エデ ィテ ィング用)

Fig.1-7東 芝(TAURAS)の 機 能概要図

日本語テキスト入力

(テ キストエア
ィットも含む)

ブ ラビス(ミ デ ィアムパ ック)

の機能概要図
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Fig.1-9日 立(ATHENE)の 機 能概要図

後 処 理

構 文 解 析 日本語文生成

Figa1-10日 本IBM(SHALT)の 機 能概要 図
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Fig.皿 一1-1東 洋 情報 システム(電 字林)の 専門辞書 の分野 と収録語数

専 門語辞書 は,13分 野 に分 かれ,目 的に合 わせ て選択 できるようにな

ってい ます。 提供 され る分野 と収録語数は下表 の通 りです。

分 野 名 内 容 語 数

情 報 処理
IP・ 情 報 処 理,IBM・ 情 報 処 理,JIS・ 情 報 処 理,IP・

シ ス テ ム な ど
30,000

電気 ・電子 学術 ・電気JIS・ 電 気 17,000

ビ ジ ネ ス IP・ ビ ジ ネス な ど 80,000

プ ラ ン ト Ip・ プ ラ ン ト 33,000

略 語 ANSI,MIL,IEEEな ど 40,000

土 木 ・建築 学術 ・土木,学 術 ・建築,IP・ 建 築材料,JIS用 語 など 20,000

軍 事 IP・ 軍 事 20,000

機 械 ・設計 学術 ・機械,JIS・ 機 械設計,IP・ 機械設計 30,000

金 属 ・化学
学 術 ・化 学,学 術 ・採 鉱 冶 金,JIS・ 化 学 ・金 属,IP・ エ

ネ ル ギ ー,'IP・ 公 害 な ど
27,000

サ イ エ ン ス
IP・ サ イ エ ン ス,学 術 ・原 子 力,学 術 ・物 理,学 術 ・天 文,

学 術 ・分 光,学 術 ・遺 伝 な ど
35,000

自 動 車 IP・ 自動 車,学 術 ・航 空,学 術 ・船 舶,JIS・ 自動 車 な ど 30,000

数 学 IP・ 数 学,学 術 ・計測,学 術 ・数学,学 術 ・統計数学な ど 24,000

複 合 語 テ トラ……,メ タ……な どの合成語 を集 めた もの 16,000

計 402,000
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元
の
辞
書
と
磁
気
テ
ー
プ
と
の
違
い
〕

① 原文`ζは行番号はないが,磁 気テープには ∬S

漢字コー ドの数字で行番号(各 ボリュームζとに

増分10の 通 し番号,7桁)が 入っている.行 番号

の前後に1文 字ずつの空白があるので.磁 気テー

プ上の本文は.第10桁 から始まる55文 字で一行

とtSoて いる.節4図 では行番号が過しになって

いないが,Cれ は重要語 ・厳重要語は別のボリュ

ームに入力されているためである(次 項参照)・

② 第」0桁目には見出し語の区分記号が来 る.原

文の見出し語は,ゴ チ7ク で吉かれているが.確

、.気テープでは,前 後を特殊な記号で囲むことによ

って区別している.元 の辞書で■のついている重

要語は■,脚 のついている最重要語は ㌫ その他

の轟5は@で 前後をくくっている.ま た.ご く一

部を除いて遁要語 ・最重要語は別のボリューム`ζ

.なっている.

③ 語義が綾数あるものは.表 記や.品 顕名の後で

改行し,ま た,各 語義ごとに改行を行っている.

語浪は第13桁 に番号が来る.ま た.元 の辞書で

は語義を合Oで 示しているが,磁 気テープでは

(1),(2)(JEFコ ー ド1文字)で 示している.

④ 類音語.同 音語を示す1三L匡1と いう記号は.

ローマ数字の1,nに 置きかえて,躯12↓6に 示

した。

⑥ アク七ント記号は● のみは0・という2号 で示

した.

⑥ 当用漢字(現 在の常用漢字とほぼ一政する)で

ないことを示す^,音 訓表の読み方と異なるζ
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ない.
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たゴチック表記は,改 行した上.前 後を'で くく

って111ii目から始まるようicしてあ る.小 見幽
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⑦ ⑩
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蘭4図 〔●)元 の辞書と(b)臼 気テープとの違い

しも改行 して11桁 か ら始めてい る。

⑩ 前述のよ うに,SISコ ー ドになか った ものは.

Jts(JEF)上 でも ゲ タを 示 す 「杷」1こなうてい

る命

○ 図中には ないが,送 り仮 名の任意性 を示す括弧

つ きの平仮 名(例,姐(み)立(て))は.各 々を

丸括弧で くくった仮名(例,細(み)立(て))に

展開 して示 して いる。

,見 出 し85の 位 田について,以 上述べ たζとをまとめ
『
て第5図tc示 す⑫ また,記 号 コー ドの対応 を第2表 に

まとめて示す。,

§5お わ り に

ζのデータは,新 明解口語辞典第二版に基づくもの

である。その睦.三省堂との問で技術指導(コ ンピュ_

新明解国語辞典のデータ項目の内容
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Fig.II-2-4コ ン サ イ ス の 品 詞 コ ー ドー一覧

コ ー ド 品 詞 名 略 号

1 形容 詞 a.

2 叙述的形容詞 a.(pred)

3 限定的形容詞 a.(anrib)

4 名詞&形 容詞 n.'a..注

5 副詞 ad.

6 副詞&形 容詞 ad.,a..注

7 助動 詞 aUX.V.'。 注

8 名詞&自 動詞&他 動詞 n.,vt.,vi'c注

9 接続詞
.

conJ・

10 定冠詞 def.art.

11 不定冠 詞 indef.art.

12 間投詞 int.

13 名詞 n.

14 複数名詞 n.,pい

15 過 去分詞 PP・

16 接頭辞 pref・

17 前置詞 prep・

18 代名詞 P「on・

19 開係代名詞
rel・pron・

20 接尾辞 suf.

21 動詞 V.

22 自動 詞 vi.

23 他動詞 vt.

24 自動詞&他 動詞 vi.,vt..注

・注印のあるものは,略 号 の記述形式が一様ではないが,同 じ扱 いに した。

〈例 ・の副詞・形容・司はlllll .の ・と繊 あるがいずれ

の場 合 も6と した 〉
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見 出 し語

HEADWORD

同綴 り異義語の区別
用番号

HOMOGRAPH

発 音

PRONUNCIATION

異 観 語

VARIANT

異観語の発音

PRONUNCIATION

品

PART 。。,監;,H

文 法 コー ド

GRAMMARCODE

使用上の制限

定義部(定 義番号)

DEFINITION

用 例

USAGENOTE

LABEL

定 義

慣 用 句

TEXT

IDIOM

文 法 コー ド

例 文

派 生 語

RUN-ON

不規則変化形

INFLEXION

使用上の制限

LABEL

発 音

品 詞

文 法 コ、一 ド

例 文

発 音

変 化形 の ・プTYPE

Longman(LDOCE)の デ ー タ 項 目
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EXAMPLE
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㌫
C

大 文 字 コー ド

動詞

GC五 文 彩 文 形

【1】

【L]

【T]

(D〕

Ix]

【v〕

名 詞 ・
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十10十DO
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十 〇 十IN臼 田 丁`vε

■0-INFIN竃 τIV吃

P良 εSPAR■RC[Pし ε

PA3了 』P▲ 良∀`clPL【

可 恒 名 詞

不1可 算 名 詞

NLA十NOUN

NOUN+N-=E

被 殻 名 詞

単 数 名 詞 ・

sh・ 十N_R

N_R

呼 び か け ・

〔GC]集 合 名 詞

例

4.■OxES

SUGAP

GENEnALSH[τ 村

3AAol口ASHA

POL`CE

▲THINκ

T"E匠AnT"

600

COOO-8YOOCTon

COHH1▼TεE

副 詞

GC

【E]

tF〕

[11]

数 字 コ ー ド

〔0】

【1]

〔2】

〔3]

[4】

【5]

【6]

【7]

[8]

[9〕 、

NOUN十Ad▼

S十V十Ad▼

S十V十 〇 十Aaワ

前 置 詞 、 他 の 副 詞 をrpっ てmい ら れ る

V

V十NP十(NP)

V十1"F・ 村t■lvε

叉 十to-`NFtN:ぎIV【

V十V・ng

竃 十THAT-Cuu3ε

x十 、V``-CLAUS国

文.十WH－ 引.良As【

V+Adj『 ・

V十V●d

V+副 詞 的S5句

名 詞.形 容 詞 が 叙 述 的5ti句 を 伴 う

例

了H【日E

YESτE脅OAV

RICHTTH窃ouaH

小 文 字 コー ド

形 容詞

GC

tB]

[A〕

tF⊃

【E]

【P〕

文形

.Adi十NOUN -'

S+V+Adj

S十V十 〇 十Adj

A』j十NOUN.・

S+V+Adj

S十V十 〇 十Adj

NOUN十Adj

th・+Adi

【GU]th● 十Adj

普 通形 容 詞

限 定 用 法 形 容 詞

叙 述 用 法 形 容 詞

叙 述 用 法 形 容 詞

複 数 名 詞

単 数 ・複 数 名 詞

例

PEAVT,FUL

ELOεR

A3Lピ ε■

ぎ`IE匪OPLεPnESE"T

τHε 費IC}ψ

▼H!ACCUSED

[16]

[4`]

〔5・ 〕

t6亀]

[1b]

【4b〕

[5b〕

【6b]

轍 巳:∴ ・

WH-CLAUSEを 伴 う

に お い て 名 詞 的 表 現 が 問 に 入 り 込 む こ と が な い.

茄 を 導 び くTHATか 省 略 さ れ て も よv・ ・

複 合 語V+Ad》

V十Pr◎P

SO.N

WH－ 別ほ ▲3Eを 伴 う

に お い て 名 詞 的 表 現 が 問 に 入 り込 ん で も よい.

OTと 共 に 用 い ら れ る

[5c]UISH.nEslnE等 が(反 定 法 と し て
SHOULOをi'Pっ て

不 定 詞 句 の 中 で

用 い ら れ る.

Fig.II-2-6 L。ngman(LDOCE)の 品 詞 コ ー ド一 覧
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Fig.n-2-8 科 学技術庁Muプ ロジ ェク ト(日 本語辞書)

の 品詞コー ド一覧

構 文i細 分 類 品 詞 用 例
品 詞
.固 有名詞

(組 織 名,人 名,地 名等)

普通名詞 (例)自 動 車,山,構 造,深 層,緑

動作名詞(サ 変) 「名詞十す る」(例)概 説,利 用,運 動

…名 動作名詞(そ の他)
「連 用形動名 詞」(例)ず れ,ゆ れ,ふ れ

( 副詞 的名詞 (例)将 来,昨 年,従 来

M 格 助詞的名詞 (例)中,内,前,間,側
)

接続助 詞的名詞 (例)た め,と こ ろ,と き,場 合,際

詞 補文標識 (例)こ と,も の

未知語

式 (例)f(x),exp

特殊記号 (例)+,一

代( 疑問代名詞 (人,物,場 所)(例)だ れ,ど れ,ど こ

名P 人称代名詞 (人)(例)彼,彼 女,わ た し

詞) 指示代名詞 (物,場 所)(例)こ れ,あ れ,そ れ

数(N

詞)

1数
↓

数 量 詞

冠 数 詞

(例)1,2,三,四,百,千,万

(例)5cm,10㎏,10cc,100個 所

(例)第,約,昭 和

助 数 詞 (例)回,件,階,語,章,部

接 頭 語 (例)諸,各,全,高,低

接(

'接 頭 辞
(例)不,非,反

Z 接 尾 語 (例)別,上,中,前
辞)

接 尾 辞 (例)的,性,化

括 孤 (例)(

記 括 孤 (例))

号 区 切 り (例),。

つ な ぎ (例)一/

情 況 副 詞 (文修飾,動 詞修飾)

(例)結 局,極 力,こ こまで
副(

F

)
詞

程 度 副 詞

陳 述 副 詞

(尺 度,極)(例)非 常に,た いへん

(仮 定,疑 問,打 消,願 望,比 況)

(例)も し,い つ,必 ず し も

数 量 副 詞 (例)た く さん,少 し,お の お の .一 〔一 一 　 一

接( 文 接 続 詞 (例)し た が っ て,し か し,た だ し
続S
詞) 句 接 続 詞 (例)ま た は,も し くは,そ して
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Fig.ll-2-8 科学技 術庁Muプ ロジ ェク ト(日 本語辞書)

の品詞 コー ド一覧(つ づき)

構 文

品 詞
細 分 類 品 詞 用 例

指示連体詞 (例)こ の,そ の,あ の
連 (
体R

疑問連 体詞 (例)ど の,ど の ような

)
詞

限定連体詞 (例)あ る,さ る,あ ら ゆ る

形容詞的連体詞 (例)大 きな,小 さな,少 しの

動(D
動 詞 (全 ての動詞)

詞)

法助動詞 (否 定,必 要性,勧 奨,許 可……)

助
(

相助動詞 (相 動詞を含む)

動A 態助動詞 (受 身,使 役)
)

詞 分裂構文 (目 的,理 由)

その他 の助動詞 (終 助詞的,補 助用言的助動詞を含む)

格 助 詞 (例)が,に,と,で,か ら,よ り,

助
接続 助詞 (例)ば,と,が,の に,.の で,か ら

(

B
)

副 助 詞

並列助詞

(例)は,も,こ そ,さ え,し か,の み

(例)と,や,か

詞
終 助 詞 (例)ね,さ,か,よ,わ

準体助詞 (例)の,か,か ど う か,か 否 か

情意形容詞 (「 語幹 十が る」 で動詞になる)

(例)う れ しい,悲 しい

形
性質形容詞 (「 もの」の性質 を形容 す る傾 向の強い語)

(

容K
(例)固 い,柔 らかい,新 しい,細 い

) 状態形容詞 (「属性」や 「動作」を形容する傾向の強い語)
詞

(例)著 しい,甚 だしい,早 い,強 い,高 い

関係形容詞 (「 こ と」,「 もの」の間 の関係 を示す)

(例)遠 い,近 い

情意形容動詞 (「 語 幹+が る」で動詞になる)

(例)残 念 だ,ゆ かいだ
形

性質形容 動詞 (「 もの」の性質を形容する傾向の強い語)

容(
L

(例)き れいだ,四 角だ,失 ネじだ
～

動) 状態形容動 詞 (「 属性」や 「動作」.を形容する傾向の強い語)
ユ

詞 (例)十 分 だ,困 難だ,正 確 だ,完 全 だ

関係形容動 詞 (「 こ と」,「 もの」の間の関係 を示す)-
芦

(例)同 じ,別
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Fig.n-2-9科 学 技 術M・ プ ・ ジ ・ ク ト(英 語 繍)の 品 詞'一 ド一 覧
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Fig.■-2-9科 学 技術庁Muプ ロジェク ト(英 語辞書)の 品詞 コー ド一覧
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Fig.皿 一2-10科 学技術庁Muプ ロジ ェク トの(日 本語辞書)格 ラベル一覧

日本語名

日)主 体

(2}対 象

{3)受 け 手

(4)与 え 手

⑤ 相手1

㈲ 相手2

〔7)時

(8)時 ・始点

⑨ 時 ・終点

蜘 時間

肋 場所

{12}場 所 ・始点

(13}場 所 ・終点

働 場所 ・・経過

{15}始 状態

06)終 状態

⑰ 属性

(18}原 因 ・理 由

〔19)手段 ・道具

⑳ 材料

⑳ 構成要素

⑳ 方式

⑳'条 件

⑳ 目的

㈱ 役割

⑳ 内容規 定

⑳ 範囲規定 ・

㈱ 提題

⑳ 観点

β① 比較

(31)随 伴

間 度査

閲 陳述

働 そ の他

英 語 名

SUBject

OBJect

RECipient

ORIgin

PARtner

OPPonent

TIMe

Time-FRom

Time-TO

DURation

SPAce

Space-FRom

Space-TO

Space-THrough

SOUrce

GOAl

ATTribute

CAUse

TOOl

MATerial

COMponent

MANner

CONdition

PURpose

ROLe

COnTent

RANge

TOPic

VIEwpoint

COmpaRison

ACOmpany

DEGree

PREdicative

ETC

用 例

一が

一を

一に与え る

一か ら受け る,奪 う

一と協議す る,異 なる,一 に関連す る

一から保護す る,独 立 する

1980年 に

5月 か ら

来年まで

5分 間加熱す る

一に位置す る,一 で発生する

一から帰 る

一へ送 る,一 に到達 する

一 を通 る,上 空 を飛ぶ

}
55%か ら6%へ 引 き上げ る

英語 か ら日本語に翻訳す る

適応性 に富 む,欠 け る,乏 しい

事故で死ぬ,一 か ら分 かる

イオン法 で,ド リルで

ペース トで作 る

一か ら成 る,一 で構成 する

並列に,10m/secで

焦点深 度で決 まる

、一に適 す る,備 え る,必 要 な

議 長に選ぶ,一 として用いる

一と呼ぶ,述 べ る,み なす

一について
,一 に関 して

一は ,三 とは

立場か ら,一 の点 で

一 より大 きい,一 に劣 る,一 を上回 る

一とともに
,一 に伴って

5%増 加 す る,3キ ロやせ る

一である

(注)英 語名中,大 文字の部分(3字)を 略称 とす る。
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Fig.皿 一2-11科 学技術庁Muプ ロジェク ト(英 語辞書)の 格 ラベ ル一覧

(1)INNER/OUTERCASE

格 ラ ベ ル 定 義 例

(1)AGenT

(2}CausalPOtency

(3)EXPeriencer

(4)OBJect

(5)RECipient

(6)ORIgin

{7)SOUrce

(8)GOAl
.

{9)COnTent

釧PARtner

(11)OPPonent

{12BENeficiary

O3}ACCompaniment

Action動 詞の行為主体

無意志主体

知覚 ・感情などの精神的

事象の体験者

(Humanに 限る)

変化移動の対象物,精 神

的事象の対象物,状 態表

現の焦点 となるもの

所有的移動,精 神的移動

にお・ける対象物の受け手

所有的移動,精 神的移動

におけ る対象物の与え手

(AGTに なるものを除く)

変化の始状態,起 点

変化の終状態,終 点

OBJの 内容

必須の相手1

必須の相手2

受益者

随伴者

・Thewor㎞anhammeredthe

'
nletalflat.

・Thiscomparisonmakesit

possibletoconcludethat～ ・

・Themanawoketofindhimself

inaclitch.

・・Sheboiledtherice.

・Theyagreed三lottooPPoserny

Plan・

・Thisboxweighsfivekilos.

・Ishowedthemhowtodoit.

・IshoweditIomyparents・

・Hedrew-hispowerfrolnthe
.

govelnment.

・Thedistributionchangesfrom
.

,

undercosinetoovercoslne.

・Thisclothismadeofcotton.

Shewillmake旦goodwife.

・Howdidtheybecome三 …quainted?

イ

●

・Themethodseems
.tobe

applicableto'…'"

・Theresultsagreewiththe

model.

・Whatpreventsyoufromcoming

ealier?

・1,veboughtsomechocolate三 皇エ

yOU・

・nlg・there三ithy・u
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Fig.II- ,2-11 科学 技術庁Muプ ロジェク ト(英 語辞書)の 格 ラベ ル一覧

②INNER/OUTERCASE

格 ラ ベ ル 定 義 例

ωROLe

㈲DEGree

O6}MANner

聞RANge

oacOmpaRison

OgTOO1

{2θPURpose

伽)Space-FRom

⑳Space-AT

②3)Space-TO

伽Space-THrough

㈱Time-FRom

㈱Time-AT ㌔

㈱Time-TO

⑳DURation

②》CAUse

eOCONdition

Oユ)RESult ,

働COnCessive

役割

数量補語,副 詞句

様態

範囲

比較

道具 ・手段 ・方法

目的 、

場所の起点

場所

場所の終点

場所の経過点

時の起点

時点 ・時刻

時の終点

時間

原因/理 由

条件

結果

～にかかわらず

・Wemadeyou2urspokesman ・

・Theychoseme
.astheirleader.

・Thisboxweighs
、fivekilos.

・Hecarrieshimself
.likea

soldier.

・Thisbookisonsemantics

、
・Ipreferwalking

.toclimbing.

・Hediditbyinduction.

・WestoPPedtohavearest .

・Hediedofhunger.

・Youmayleavebyrequestof

youremployer・

●IwassotiredthatIcouldnlt

90・一
.Sheistallforherage.
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科学技術庁Muプ ロジ ェク ト(日 本語辞書)の 名詞意 味マー カ体系表
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一{ 管理情報 1

見出し語 一 品 詞
一

一

ヨ

主 カテゴ リ 単数
・

:SPRING
■

名詞
標 準 訳語 バネ

副カテゴリ1

ヨ

ヨ

叫

副カテゴリH 訳 語1

副カテ型H 訳 語}

副カテゴリH 訳 語}

一 品 詞

物:バ ネ

時:春

場所:泉

… 輌

Fig.皿 一2-14.富 士 通(ATLAS-1)の デ ー タ 項 目

Fig.皿 一2-15富 士 通(ATLAS-H)の デ ー タ項 目

項 目 デ ー タ 項 目 名 検 索

1読 み(EBCDIC)1
`

○

12漢字(JEF) ○

○3概 念§己号(EBCDIC)
・

4詳 細情報

4.1 機械翻訳用情報

4.1.1 文法属性

4.1.21 生成規則名

4.L3 管理情報
'

4.1.4 日付

4.1.5 分野 コー ド

42 頻度

4.3 隣接情報
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一
2

・述1吾素

助詞 の記 述 には従 来 「深 層格 」 とい'う枠組 み が採 用 されて い る例 が多 い が、 深層

格 に よ る記 述 には① 動詞 の 意味 記 述が 不 十分 、② 執筆 者 ごと に記 述 のパ ラ.ッキが 大

きい、 と い う'欠点 を伴 う。lPALで 採 用 した 述 語工 の 考え方 は、 表層 格 の組 み 合

せ のパ ター ンと、 共起す る名 詞句 の意9≒素Eを 考 慮 して 認定 す る もので あ る.50

数個 の述 語素 モデ ルを 設定 し、 これ に よ 〔て読 一 的 に記 述 を行 な って い る。

・ ヴ ォ イ ス

ヴ.イ.と は、鯛 が討 動作 ・作用 ・他に及ぶのか・他からその動作'牌 を

うけるの醐 を翻 す綱 の廊 緬 ヒをと法 る文餉 ・テ到 一であろ・

IPALで は ヴ ォイ スに関 し、以 下 の項 目を記 述 して い ろ.

Lそ の 媚 が使 役文(行 か せ る、見 させ るS}を 形 成 す るか 否か ・使 役文 の 形

は どうか.'

li.そ の 綱 に ラレル 形(行 かれ る、 見 られ る等)が 存在 す るか 否 か・#Eす る

な ら 「直 接受動 」、 「間 接 受動 」 ・ 「可 能」 ・ 「醗 」・ 「碇 」の ど れを

表わ し得 るか.

匝.「 直 情受動 」 を表 わ し得 る場 合 の格 形 式の 交 替 に関す る情 報。

i..動 詞 影 パ.のa.4.か ら ・繍

・テ ン ス ・ア ス ペ ク ト

日本語 の テ ンス 塒 訓 の 形 式は 「ル形 」 と 「タ形 」 で あ る・ 「ル 形 」と は 「

見 る、 聞 く、氏 む」 な どの 鯛 その ま まの 形 で あ り・ 「夕影 」 とは 「見 た・ 聞 い

た、混 ん だは どの 綱 の 潮 影 に 「幻 が つ いた 形 の こ とで ある・ テ ンス と し

Fig.II-2-13

て の 「タ形 」は過 去 のみ を 表す が 、 「ル形 」は 発話 時 に事 象が 成立 してい るか 未

成 立(す な わち 発話 時以 後 に成 立)か に よ って 、 「現 在 」と 「未来 」を表 わ し得

る。 また 「ル形 」が 存在 しな い助 詞 もあ るの で 、辞 書 に は 「ル形 が現 在を 表 わす

二 、 「ル 形が 未 来を 表 わす 」、 「ル 形が 存在 しな い」 のい ず れかを 記 入 して いる.

アス ペ ク トとは 、動 詞 の表 わ す 動作 と時 間 の相 との関 連 を示 す文 法的 カ テ ゴ リ

ー であ る。 例え ば 、 「読 み は じめ る 」は 読む 動 作の 始 ま るこ とを 、 「読 ん でい る

」 は、 読 む動 作が 進行 中 で あ る ことを 、 「読 ん で しま う」 は、 動 作の完 了 を表 わ

す.

日本 語 の アス ペ ク ト表 現 は この よ うに 「ハ ジメ ル」 、 「テ イル 」く 「テ シマ ウ

'

」等 を助 詞 に接続 す る こ とに よeて 得 られ る。IPALで は 最 も基本 的tア スペ

ク ト形 式 「テイ ル形 」が 、 進行 、 結果 残 存 、経 験 ・完 了 、草 笛状 態の どれを表 わ

す かを 記 述 して い る.

また 、 「テイ ル形 」の 他 に、 「テ イ ク、 テ クル 、 テア ル、 デ シマ ウ、ハ ジメル 、

ダ ス、 ツ ツア ル、 ツヅ ケ ル、 オ ワル」 が 後援 可 能か ど うか 記述 してい る.

・ ム ー ド

ム ー ドは 、聞 き手 や述 べ る内容 に 対す る話 し手 の心 的態 度 を表 わ す動 詞の 」§形 変

化 を 扱'う文法 的 カテ ゴ リーで あ ろ。IPALで は以 下 の項 目を記 述 して い る。

i.命 令形{例:走 れ、 降 れ}が あ るか 、あ る場合 の意 味 は命 令形 か願 望 か

ii.意 志 形{例:走 ろ う、降 ろ う}が あ ろか 、 あ る場 合の 意味 は意 志 ・勧 誘か 推

量 か

fii.一 タ イ ・タガ ル 、 一ナtイ 、 一 ナ(工 止/願 望)が 後援 可能 か ど うか

)
iv.ム ー ドに よグ 動詞 分 類

IPA(日 本語基本動詞辞書)の データ項目の内容に関する資料



<1>見 出 し 梧 ひ ら が な に よ る 表 記

[
〈2>通 番 同音意 義語 を 区別す るため の番 号

く3>品 詞 最重 要動詞 、重 要動 詞 の区 別

〈4>シ ー ト番 号(i/N)N枚 の下位 区分 の 中のi枚 目を 示す
1見 出 し語情 報

漢 字 と送 り仮名 によ る表記

例.つ む る→つ ぶ る

例.五 段

自動 詞、他 動 詞の 区別

語 幹 の ローマ字 表現

例.わ れ る→ わ る

例.ひ ろが る→ ひろが り'

<5>表 記

〈6>異 音 同 語

〈7>活 用 型

く8>自 他

く9>語 幹

10>派 生

11>転 成

皿形 態情 報

ドコ

上位 語、類 義 語、反 義 語

簡単 な語釈

既存 の シソー ラスの分 類名 称、

意味 カ テゴ リー

12>関 連 語

13>意 味 記 述

14>シ ソ ー ラス

15>意 味 分 類

N3二

A

例.NlガN2ヲ

例.LG2,02c

名 詞句 の意 味素 性

名 詞句 の例

16>文 型

17>述 語 素

18>意 味 素 性

19>名 詞 句

20>文 例

ヲ使役 、 二使役 の有 無

ラレ形 の有 無 とその 意 味

受 身 にな る時 の格形 式 の交 替
ヴ ォイ スに苦 る動詞 の 分類 コー ド

21>サ セ 形

22>ラ レ 形

23>格 形 式 の 交 替

24>タ イ プ

ル形の有無 とその意味

テイル形の有無とその意味
その他の形式の有無

命令 形 の有無 とその意 味

意志 形 の有無 とその意 味

そ の他 の形式 の有 無

ムー ドに よ る動 詞の分 類 コー ド

25>ル 形 ・

26>テ イ ル 形

27>そ の 他 の 形 式

28>命 令 形

29>意 志 形 、

30>そ の 他 の 形 式

31>タ イ プ

慣 用的 用法

1～ 皿 に関 して 特記 すべ き こと

W～Wに 関 して 特記 すべ き こと

32>慣 用

33>備 考1

34>備 考2

 

E

I

毛

E

』

工
」

皿意味情報

IV構 文 ・意 味情 報

Vヴtイ ス

テ ン ス

・ア ス ペ ク ト

ム ー ド

その他の情報

IPA(E]本 話 芸本動詞辞書)の データ項 目お よび項 目の内容Fig.II--2-13
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名 詞の副カテ ゴ リ2(意 味分類)

説 明 例

一 ・1主 張 ・内容 ・事実
FACT

－ ・i人 l

lBOY
－2已 物

ID・G

－・1物 体 BOX

－41量
lDENS・TY

1-5i道 具 lDEVICE-
1

一・1時 間
　
lMINUTE

－・1時 刻

一一8

lN・ ・N

物質 ARGON

ト

ー91場 所
,容 器

1

タ

lROOM
－A已 動働 作 じ

lFLIGHT

抽象物 lART

Fig.fi-2-16富 士 通(ATLAS－ 皿)の 名詞意味マーカの例
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Fig.皿 一2-17 .日 本IBM(SHALT)の 意 味 マ ー カ ー 覧

一163一



entry

word

ent「yword

information

*

partofspeech

information

ID-number

kana-notation

entryword

P「onunctatlon

typicattorm

%

listof

formS

variant

Orammatical

information

(partofspeech,

inf.lection)

reference

wordlist

%

%

suppiementary

explanation

semantic

information

*

meanlng

usageexample

grammatical

information

〔SentenCePatte「nS,

idiomatic

information)

semanttC

information

refe「ence

wordlist

%

%

SUPPIementary

explanation

Fig.II-2-18 ICOTの 日本語辞書の構造
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国 原辞典磁気テープの ドキ εLメン ト

ノ

第1表 データの内容

語 口
見出し
語 数

行 数 文字数
磁気 テープの
ボ リューム名

レ コ ー ド
(ブ ロック)数

日殴 書}・鰻重要語

非並要語(あ～こ)

非重要語(ζ～と)

非重要悟(と～ん)

漢語の造15成 分

5734

16816

17454

18405

一

23185

28865

30346

32503

6044

673390

851028

863930.

92969【

118756

SUIAOl

AKOOl

KOTOOl

TOWOOl

ZOGOO1

232レ コー ド

289レ コー ド

304レ コー ド

326レ コー ド

61レ コー ド

合 計 58409 120943 3・36・9・1

§2磁 気テープの形式

磁気テープの形式は,第1表}ζ 示 したボ リューム名

を持つ,次 のよ うな仕 様の ものであ る。

・密度

・ ラペル

・形式

・デ ー タ

1600BPI

ノ ンラペル(ラ ベル無 し)'

固定長

(レ コー ド長ロブロック長

ロ12800/Stイ ト)'

富士通M-200(M-380)1ζ よる バ イ

ナ リ形式

第1図(a)1ζSUIAOIの ダ ンプ リス トの一部を示

す。固定長の形式ICし たためic,物 理 的なダ ンプ リス

トを取 ると,第1図(b)IC示 すように.2バ イ トの制

御 コー ドに押 されて最後の2バ イ トのデータが次のブ

ロックに移 り,次 の ブロックは殆ど0が 詰 るとい う無

駄 な現象が起 きて いることが分 る。 しか しなが ら,

M-200(M-380)系 のOSを 使 って いれば,固 定長を

指定 するだけで,磁 気 テープ内の物理的なζとについ

て気にする必 要はない。

第2図 に,デ ータの収容形態を示す。第2図 で分か
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128バ イ ト(臼 文字,'32ワ ー ド)/行

Jls・ 二ご」 JISコ ー ド

12,800バ イト(6.400文 字.100行)ノ ブロ7ク 一 一

第2図 データの収容形態'』':

るようIC・」IS漢 字・一 ド α`一 縄 第二水準)を2〆 イ,。 下位,ピ 。,を 示す。う。↓。あ、..う し

バイ ト(16ピ ット)単 位 で入力 してあ る・第一パ イhて 表した文字 コー ド64文 字(128パ イF)で 一行

はJISコ ー ドの上位7ビ ット(8ピ ッ ト目0)を ・第二(第1表{c示 してある行ttnこ れをty位としている)

とな るデ ータが,各 ブ ロックIC100行 ずつ収録 されて

い る。各行 をプロ7ク に分けtsか ったのは.磁 気テー

プの物理的 なギ ャ・■プを少な くするためであ る。

Fig・H-3-1 新明解国語辞典 のデータ ・フォーマ ット
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Fig。 皿 一3-2コ ンサ イ ス の デ ー タ ・フ ォ ー マ ッ トの 例
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例 文 テ ー ブ ル

Fig.R-3-4Longman(LDOCE)の デ ータ.・フ ォーマ ッ トとフ ァイル ・フ ォーマ ッ ト
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Fig.H-3-6
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⊂」L三XSJε 二－ATOM)

(JCムTSJεF●A了OH)】

CC∴SE3

《ε0ε 三PeASεSE三Cコ1C'ATOM)

`」_〇 三三?_CASξSJε ご－ATOM}

《」_CASE_TYPESε 三C::C-A「OM,

(JL三XSJε 言－ATOM}

《JCA了SJ三 ご－A了OM】,)})

《AssacこA了=EOト{

((ε_LEXSJεF-A了OH,

(巨cム τsε 三c=:ζ ■ATaM)

(」OE〒 し三XSJ竺 ご－A了OM⊃

(」:。 ε了:cよTS」 εF二・了CH⊃

《JL三xSJε ご－ATOM)

`JCム 了'SJE…F●A了0}4】,】

(‡oΣOH

《`E_PR三 戸_し三XSJε=●ATOH】

(E _Oε 三F-CASESE:C=::ζ －A了OM】

《E_N_TYPSSE三C3工.C-A了eM】

《EAR了SE3CO工C-A了OH)

(Jし 三XSJεF⇒A〒OM・}

(JCA了SJE戸'AiaM},)

《FOＬLO"]=NG_PREP

《(E_PREP－ し……XSJEF-ATOM1

(ESEMSE3C=)1C'A了aM}

{JSKXLEXSJε 芦－ATOH)},

《PRECED1NG_PlE戸

(に －pnSP_L三XS」 εF-ATOMハ

《J_し 三XSＬEF●ATO卜{).

(JCム 了SJEF-ATOM).))】}》'.

科 学 技 術 庁Muプ ロ ジ ェ ク トの フ ァ イ ル ・フ ォ ー マ ッ ト
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ID ID

Fig.ll--3-7ブ ラ ビ ス(ミ デ ィ ア ム パ ッ ク)の デ ー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト

の場合

/
レ コ ー ド

＼

辞 書 フ ァ イ ル 制 御 情 報

∬
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1
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口
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活用

ID

ク ロ ス ・

リ フ ァ レ ンス

,

訳 語 属性
活用

ID

ク ロ ス ・

リ フ ァレ ン ス

'

/

戊

Fig.fi-3-8ブ ラ ビ ス(ミ デ ィ ア ム パ ヅク)の フ ァ イ ル ・フ ォ ー マ ッ ト

保守情報収集 コマン ドによリユーザが要望
A

6

Y

.
↓

富士通

回 答 、

Fig.皿 一1-1 富 士通(ATLAS-1)の メ ンテナンス手順
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3一　一皿輻臼

巳↑書辞般一

4一2一皿●.19F

択選本原力入

単語の収集

統語情報付与

意味情報付与

実 システムで検証

東芝(TAURAS)の 収録単語の分類作業

専門辞書_ユ ーザ辞書

東芝(TAURAS)の 収録単語の選定基準

印 刷&チ ェ ッ ク

Fig.皿 一2-5ブ ラ ビス(ミ デ ィ ア ム パ ック)の 辞 書 の 作 成 手 順
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EDIT2(専 用 エデ ィタの概要)

コマン ドの種類,記 述形式はTOSBAC5600の エ デ ィタに準拠 し,さ らにデータ

の回復機能や各 コマ ン ドにカラム指定機能等 を追加 した。 これ らの追加 コマン ドは対象デ

ータが漢字 コー ドであるため,で きるだけ コー ド入力の手間 を省 こうとした もの で,デ ー

タの特 性上大変便利 なコマン ドであった。

対象データ……1レ コー ド32ワ ー ドのランダムフ ァイル,高 千穂コー ド用

プログラム……FORTRAN約2500行

計算機環境 ・… ・・計算機本体 はTOSBAC5600,端 末 はソ三ーテク トロニクスの

蓄像管グ ラフィックディスプレイ(表 示速度9600ボ ー,1レ コ ー

ド漢字64文 字 で約1.8秒),他 に漢字鍵盤(日 電 のダブレット型C

5121J)を 併 用

Fig.皿 一3-1新 明解国語辞典の辞書管理 システム(辞 書エ デ ィター)の 機能概 要図

○メ ンテナ ンス用 システムは,現 在運用 していない(辞 書 入力時の校 正

用 ソフ トウェ『アは開発 し,使 用 した)。 ここには,原 データか ら検索

用 データベ ースを作成す るまでの機能概 要 を示 す。

E](冊 一 をべ・入力)

↓

⑬
構造化

プログラム

'

化

タ

造

一

構

デ

↓

化

ム
ス
ラ
セ
ク

接

ク

ロ

直

ア
ブ

1

直接 アクセ ス

フ ァイル群

検索用

プ ログラム 臼

Fig.HI-3-2ニ ュ ー コ ン サ イ ス の 辞 書 管 理 シ ス テ ム の 機 能 概 要 図
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㊥ データベース化

プ ログラム

ISAM

膓

者ち

z膓
群

検 索
プログラム

LDOCE

デ ー タ ベー

(ISAM)

[こ 〕

検 索

プログラム

(品 詞 等)

英 文

バーサ等

発 声 分 類

プログラム

RDBデ ータベ ース化

プ ロ グ ラ ム

LDOCE

/RDB

FAO()M

AIM

/RDB

(RDBMに よ る検 索)

G

シ ソ ー ラ ス

生 成

プ ロ グ ラ ム

動 詞

ソ ソ ー フス

メンテ ナンス用 のプログ ラムはない。検索等利 用のために京都大学 で

作成 したプログラムについて記述す る。

Fig.皿 一3-3Longman(LDOCE)の 辞 書 管 理 シ ス テ ム の 機 能 概 要 図
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日英,英 田 と も

汎 用 機

辞書
マスター

←内容変更は これに

対 してのみ。

フ ォーマ ット,コ ー ド

変 換 プ ロ グ ラ ム

醐
辞 書

転送

やノコン

フアイル化

辞 書

成作

化

ス
ム

ク

ク

ラ

ツ
デ
グ

ロ

ン

ロ

ブ

イ
プ

辮 園
Fig.皿 一3-4東 洋情報 システム(電 字 林)の 辞書管理 システムの機能概要図
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サブシステム
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辞 書DB更 新r≡it

サブシステム

追 加

データ

翻 訳 辞 書(ADABAS)

デ ー タベ ー ス
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外部提供

サフシステ

書DB管理

toE

kyoto

管 理 情 報

Fig.皿 一3-5科 学技術庁Muプ ロ ジェク トの辞書管理 システムの機能概要図
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Fig.皿 一3-10日 本IBM(SHALT)の 辞 書管理 システムの機能概要図
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5.自 然言語解析用辞書作成の現状

ここでは共用性 とい う観点か ら見た 自然言語解析 用辞書の作成に関わる問題点 を取 り上 げる。

自然言語を解析す る上で最 も基本的なデー タとしての辞書 の重要性は広 く認め られてい る。 さらに

解析の範囲を広め,内 容を深 めるためにます ます大規模な辞書が求められている。機械 翻訳,各 種 自

然言語 インタフェースを初め とす る自然言語応用 システムの実用化が緒につ こうとしている現時点に

おい て,辞 書の共用化についての見通 しを立 ててお くことは,将 来,そ れ らの応用 システムに広 く用

い られ る大規模な辞書を開発 してい く上 で重要 である。

以下の議論 において,辞 書 を取 りまく環境 としては次の ことを前提 とす る。即 ち,自 然言語の解析

に用い られる理論(文 法理論,意 味論,…)に は現在 のところ決定的なもの は無 く,計 算機上でそれ

を実現するアル ゴリズ ムに してもさまざまである,と いうことで ある。そ して特 にこれ らを統一北 の

方向に持 って行 く必要 もない し,そ れが可能 である とも思 えない。 現在の自然言語 解析 の研究および

実用化 を推進す るために この ような条件 を設定することは妥当であろう。

5.1辞 書の 目 的お よ び作 成 形態

一 口に自然言語解析 用辞書 といって も
,こ れにはその 目的 ・利用形態,作 成形態,規 模,記 述項 目

の種類,記 述内容 ・方法などの面 でさま ざまのバ リエー シ・ンが ある。 まず本節では,目 的 お よび作

成形態の違 いによる得失を考 察す る。

目的 と しては汎用 のもの,特 定の応用分野(た とえば機械翻訳)に 専用の もの,さ らには特定のシ

ステムに組み込まれ て利用される ものが ある。 歴史的に見れば,初 期の段階の辞書 はすべ て特定の シ

ステムに組み込 まれた ものであった。 しか し自然言語処理の裾野が広がるにつれ,基 礎 的なデータの

重複を避け るために汎用 の辞書声望 まれ るようにな ってきた。

5.1.1汎 用 の 辞 書

汎用 の辞書の作成は冊子 体の辞書 か らの変換 とい う形を取 ることが多し㌔ 現在,冊 子体辞書の中に

もその編集また は印刷の過程 で磁気 テープ化 され るものが増えて きた。そ の ような磁気テープの内容

は一般 には印刷 形式の文字列であるので,そ れ を計算機 による効率的な検索が可能 になる ように コー

ド化 かつ構造化す るのである。

こうして作 られ る辞書には次の ような得失が ある。
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題

・大規 模な機械 可読辞書 をきわめて短期間に開発す ることが できる。

・冊子体辞書 に含 まれるほとん どすべて の情報を整理 された形で手 に入れることができる。

・従 って特 定の システムに利用 したい ときには必要 な項 目だけを抜 き出 して再構成すれば良い。

・データの信頼性が大 きい
。

・言語学(あ るいは辞書学)上 の問題に対す る判断を,も との冊子体辞書 の執筆者 ・編集者 に委 ねる

ことができる。

etc.

.短所

・一方 ,人 間の読者用 の情報(語 釈文,用 例,語 法上の注意等)が 計算機には利用 できない形 で記述

されているo

・目的 とす る システムに よっては計算機 処理 に必要な情報が欠落 している。

・仮 に情報 が含 まれてい る場合 で も,品 詞の立 て方の ように大雑把す ぎて計算機処理 には直接使えな

い もの もある。

・著作権等 の問題か ら,辞 書 を組み込んだ自然言語処理応用 システムの商 品化が難 しい。

etc.

以上 の点 をまとめると,情 報 としては質が良いがそれは人間の立 場か ら見たときの話であって,そ の

ままの形 で計算機処理 に利用 しようとす るには無理が ある,と い うことになろ う。

また,磁 気 テープ化されているとは言 っても,そ れを構造化す る際 には次の ような障害 に出会 うこ

とが報告 されている。

・誤植が ある。 さ,らに見出 し語の順序 に誤 りがある。

・構造(語 義 のレベル等)に 誤 りがある。

・注釈等 で,そ の対象が不分 明な ものが ある。

・括弧類 の使用 に曖 昧性が ある。

・字種 に よる区別(カ タカナの使用等)に 曖昧性がある。 。

etc.

これ らは,仮 に凡例 と合 っていな くとも人間な らば容易 に解釈 できる部分であるが,す べてを機械的

に変換 しようとす るときの大 きなネ ックになっている。

冊子体の辞書 のデー タを使 う限 りは常 にこの問題 が現われる。 即 ち,冊 子体の辞書は人間が読む こ

とを前提 としているので,(相 当厳密 に体系化 して あるように 見えて もなお)人 間の常識的 な解釈 に

かな り依 存 しているの であ る。 ,
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5.1.2特 定 のシステムに組み込 まれた辞書

これは 一つの システムに必要かつ 十分 な辞書的データを,そ の システムに固有のデータ構造 に従っ

て格納 した ものである。 そ こでそのシステムにとっては最適化された辞書 とい うことができる。 逆に

言えば,こ れは本来共用化と逆行す る方向を目指す ものであ り,あ え て問題点 をあげ るとすれば,ま

さにこの点が問題 とな る。

即 ち,他 の システ ムへの流用が 困難である。 データ構造 としては,特 定の システムか らのアクセス

に高速 に対応 できるものになっているので,ア クセス方法,計 算機言語,あ るいは計算機の機種の変

更に対 してきわめて弱い。 また内容に関 して も,特 定 のシステムに必要最小限の ものであるので,他

のシステムで要求 されるもの と異 なる とい うことが ある。 さらに文法規則 を辞書 に含ませているよう

な場合,使 用す る文法 が異なると全 く使えないとい うことに もなる。

第2点 と して辞書 の作成 あるいは拡張の際の実行体制 に問題がでて くる可能 性がある。 なぜなら,

この タイプの辞書はシステムの実験段階 において小規模な形 で計算機科学者に よって作 られることが

多い。これを大規模 な ものに拡張 す るに当っては言語学者 を中心 とする辞書執筆者 を多数動員する必要

が あるが,そ の ような場合の動員体制,執 筆形式,整 合性等 に関 して問題が生 じることが考えられ る

.か らであ る。

5.1.3共 用 化 の ポ イ ン ト

以上 の現状 を考慮すると,共用 化を 目指す辞書の開発 には次の条件を満足す ることが必要 である。

・特定の システム
,機 種 に依 存 しない。

・汎 用の形式 ,内 容を持 つ もの とす る。

・計算機処理 のための仕様に最初か ら基 いて執筆す る
。

・言十算機 科学者 と言語学者 との協力体制 を築く
。

さらに加え れば,情 報の整理,整 合性 のチェック等,辞 書編集の あらゆる面 で計算機を使 うべ きであ

る し,上 記 の ような条件 を満す ことに より,そ れが可能になろ う。

5.2記 述 内 容

意味論的内容および語用論的内容は次節に回すことにして,こ こではそれ以外の記述項目として形

態情報,音 声情報,文 法情報を取 り上げ る。

5.2.1形 態 情 報

変化,屈 折,活 用 等に関 しては特に問題はない。それ らを見出 し語 として掲げるか,形 態素処理 と
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して独立させ るか,ま たは文 法的な処理の中 に含ませるか等の ことは個 々のシ ステムに依存す る問題

であり,ど の方法 を取 るに しても解析 方法はある程度確立 している。共用化辞書 としてはそのための

データを用意 しておけ ば良い ことであ り,そ れ以上の考慮 をす る必要 は無いだろ う。

見出 し語の問題 に関連 しては熟語,慣 用句の取扱いの問題が ある。 これについては個 々のシステム

においても扱 い方は定 まっていず,ま た不十分 である ものが多い。検 索の手段 も含めて検 討すべ き課

題 である。

5.2.2音 声情 報

これ には発 音および アクセン トに関す る情報が含 まれると考えて良い。 音声認識に使 われ る諸情報

は むしろ物理学的な情報であり,自 然言語処理の対象 ではないか らである。

電子化辞書の中の音声情報 はむ しろ合成の過程で利用される ことが考え られ る。現在,音 声関係 の

基礎データの収集 が進み,規 則等 も整備 されつつ あるので,今 後機械 可読辞書 に於け る音声情報の扱

いは重要になってい こうo

5.2.3文 法情報

これには品詞,格 パタン,ま た場合に よっては文法規則等が含まれ る。LFG(LexicalFun-

c.tionalGrammar;語 彙 機能文法)の ような文法体系においては,Fregeの 原理 によ り,語 彙

項 目中に書かれた単語の意味表現 が,同 じくその中に書 かれた単語の統語規則に より他 の意味表現と

組み合せ られて新 しい意味 を構成す る。 しか しこの ように文法 に深 く依存 した辞書 は既に述べた よう

に共用性 とい う目的には逆行 す ることになる。 この問題 に関 しては後で触 れる。

いずれに して も文法情報は文法に依存す る。 たとえば品詞体 系はそれを規定す る文法抜 きでは存在

しない。従 って,共 用辞書 と言 え ども特定の システムで利用するときには品詞等の文法情報 に多少の

手直 しを必要 とす るか,ま たは辞書 で採用 している文法 を用 いる ことを システムに要求するかとい う

ことになる。 これは辞書 で採用 している文法 にどの程度 の融通性があるかに もかかわる問題 であり,

簡単 には決め られない。 現状 では辞書の側で明確に文法を示 している一部の例外を除けば,大 部分は

大過無 しとい う記述方法 を選ん でいる。

実質的 な運用効率等 を考える と,辞 書 中に具体的な文法規則を書 き下す必要が出て くることは当然

であるb基 本的な語彙については辞書を システムに組み込む段階で詳細な文法情報を付ha .する ことが

現実的な対応である し,ま た現状で多 くの システムが取っている方法 である。

5.3意 味論的情報 および語用論的情報

計算機 による意味論の取扱 い,さ らには語用論の取扱いは現在実験 レベルで研究が進め られている
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状態 である。 従って大規模な辞書 の中 に意味情報 として記述す るための手段 も確立 されていなへ こ

こでは意味の扱 いに関す る例 をあげ るにとどめる。

機械翻訳の ピボッ ト方式の ように,原 文か ら一回その意味構造を抽出 して,そ れから対象言語の文

を生成す るとい う方法 では文の意味 を扱 うことが必要 である。その場 合,文 の意味 はセマンテ ィック・

ネ ットワークや フレームな ど,あ る種の知識表現形式 を用いて表 され る。その ような意味表現は文を

構成す る個々の単語の意味か らFregeの 原理 によってまとめ上げ られるのである。

一183一



6.自 然言語解析用辞書の記述範囲

6.1自 然 言 語解 析 用辞書 の 全 体 像

応用 システムとして其 日機械翻訳を考 えるならば,解 析用辞書は英 語に関す るものになるし,日 英

機械翻訳な らば 日本語 に関する もの になるが,い ずれに して も理念上 はそ う大 きな違 いはないだろ う。

機械翻訳においては対訳辞書 の類 も必要になる し,解 析用辞書はいつ も生成用辞書 と一体 となって利

用され,い ずれか一方 だけ では どうしようもない。そ こで,英 語辞書 ・日本語辞書両方について考 え

てお く、

ここでは,最 初 に自然言語解析用辞書の全体像をめ ぐっておおまかなイメー ジを述べたい。 あとで,

英 語 と日本語の二つに区分 して,そ れぞれでの考察を行 う予定 である。

まずは,規 模について考 えよ う。す でに作 られた ものな ら推 測するのは危険 な ことではあるが,そ

れ らと比較 してみ るな らば,自 然言語解析 用辞書の規 模(収 録範 囲)は 数十万語 レベルになるだろ う。

基本的な語 を網 羅す るとともに,固 有名詞や複合語を含む ものを考えれば,す ぐこの程度の規模 にな

って しま うものである。 現在 の入間用の辞書は固有名詞や複合語が かなり弱いので,そ れを自然言語

解析 用 として機械 で使 いこなすには,新 しい見 出 しを大幅に追加す る必要 がある。 そのため,場 合 に

よっては語彙調査か ら始 めなければ ならない場合 もある。

この ような条件を考 えれば,自 然言語解析用の辞書 として新たに作成す るか,以 前か らあるもの

(人 間用 であれ,機 械用 であれ)を 転用するかはたい した問題 ではな くな る。相 当な実作業が必要 た

のである。

さて,自 然言語解析 用の辞書 に含 まれるべ き情報 として,ど の ような ものが必要 だろ うか。大まか

な分類で示せば,次 の ような辞書 項 目を考える ことができ る。

ID情 報:見 出 し・一連番号な ど

形態情報:表 記 ・語形変化(動 詞 の活用な ど)

統 語情報:品 詞 ・共起す る もの ・連語(慣 用句 ・イデ ィオム)

意 味情報:訳 語 ・関連語(上 位語 ・類義語 ・反対語,将 来 の課題 として全体部分関係な ど)

また,文 体情報も意味情報の一部 として,こ こに位置づけ ることが できよう。

これ らの情報を どこまで,ど の ように記述す るかについては,個 別の言語 ごとの特徴があるの で一

概にい うことはできない。 そ こで,以 下 では英 語 と日本語 とに分け.そ れぞれについてあるべ き姿を

考察 してい くことにす る。
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6.2共 用可 能 な 辞 書 項 目の 範 囲(英 語)

ここでは,自 然言語解析用の辞書 として,辞 書に記述され る情報 の うちどの範 囲の ものが共用 可能

かについて考えたい。 言語 としては英語 を想定す る。

その前に,共 用 とい うことを考える前提 として,三 つの問題があるので,ま ナそれについて簡単 にみて お く。

第1の 問題が,応 用システム ごとのアルゴ リズムの違 いである。

現実 には,応 用システム ごとにそ こで採用され るアルゴリズムがまった くちが ってお り,そ のため

辞書に必要 とされ る情報 も応用 システムご とに違 って くるとい う状態である。 そ こで,辞 書 に含 まれ

るべ き情報 のほ とん どは,個 別 のシステムに必要な ものなのであ る。 ある意味 で,辞 書 に書かれなけ

ればいけない情報 とい うのは,ど うい うアルゴ リズムを採用するかによって決定され る面が多い。

したが って,こ こでとるべき道が二 つにわかれる。一 つは,各 システムに共通 に使 われている情報

に着 目す ることである。 しか し,こ の よ うなアプローチでは,共 用辞書に記述 される情報が きわめ て

貧弱になることが予想 される。 いろいろな辞書 の論理積 をとっていったのでは,ほ とん ど共通項 がな

くな ることもあるだろ う。(見 出 しくらいは残 るだ ろ うが。)各 方面に応用 可能 なためには,あ まり

貧弱な辞書 であってはいけ ないわけ で,こ のへんのサ ジ加減 が難 かしい。もう一つの アプローチ は,

論 理的に 「望 ま しい」姿(文 法 ・アルゴ リズムを含 めて)に ついて考察 し,あ るべ き姿 を目指 して一

か ら作成 す ることである。 しか し,こ の ようなア ブ・一チでは,作 成された 「共用辞書」が本当に

「共用」で きるのかとい う疑問 がある。一つの文法理論にの っとって作成されれば,た しかにそ の文

法理論を高 く'評価 し利用 している人 にはつこうがいいだろ うが,そ の他の人々に とっては何 も役 に立

たなへ 結局 あまたある 「機械 辞書 」の一つに しか ならないのではないカも うたい文句 と しては 「共

用 」 とい うことであって も,実 態はそ うではなくなるのである。

第2の 問題が,文 法の不完全性 である。 あるいは,言 語の記述の不完全性 といって もよい。

各応用 システムの アル ゴリズ ムの違 いは,各 応用 システムの想定す る 「文法」の違い である。 いろ

いろな文法 が存在す るとい うことは,各 文法が不完全だ とい うことである。 では,完 全 な文法が作れ

るのだろうか。筆者は 「否」であると思 う。 なぜ な らば,言 語 とい うものは,は っきり記述 しようと

しても記述 し切れない部分が残 るものだか らである。

なぜ,言 語 を明示 的に とらえ ることがむずか しいカ㌔ それにはい くつかの理由がある。 まず,無 限

の事 象を表現するために,有 限個の要 素か らなる言語体系が使われるが,そ のため,各 要素の意味す

る ものがいろいろあって,多 義 あるいは曖昧 にな らざるを得 ない。 各言語要素の意 味の多義性 ・曖昧

性 が言語の本質である。現実のさまざまな意味を伝 えるために言語 が使 われ るが,ま さに,こ の多義

性 ・曖 昧性に よって人間の言語はその機能 を果た している面がある。論理的には明断な言語のほ うが

望 ま しい とされ るが,現 実の言語使 用においては,必 ず しもそうではない。 外国 との交渉や政治家の

発 言などにお いて,多 義性 ・曖昧性 を積極的 に利用す る言語行動がたびたび観察され る。
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次に,言 語は変化す るとい うことがある。変化す るものをある時点 で切 り取 って静的 に記 述す ると

い うこと自体,完 全 な記 述ができないとい うことである。

それか ら,言 語の個人差 である。個 人語(idiolect)と い う呼 び名 もある くらい,実 際にぱいろ

いろな側面で言語の個人差が観察され る。それを 「英語 」や 日本語」 とい った共通語 でとらえるのだ

か ら,完 全 な記述がで きないのは あた りまえ である。

もう一 つ,(最 初 の観点 と似ているが)言 語 のある部分 が外界の指示物(referent)と 関係す る

とい うことである。 そ こで,一 見言語 自体は変化 しない場 合で も,指 示物が変化 することに よって,

間接的 に言語が変化 したの と同 じことになって しまうの である。 た とえば,「 黒板」の色 が黒か ら緑

色になった ことを考えてみ よ。 そ して,指 示物(外 界の事物)は まさに多種 多様 であ り,ど んどん変

化す るものなのである。

この ように文法が不完全 である以上,(そ して完全 な文 法はまずで きない以上,)い ろいろな応用

システムがそれぞれの文法 をそなえることは続 くだろ うし,そ れ とともに利用 される辞書 の形態が さ

まざまで ある状態 も続 くだろ う。

第3の 問題 としては,文 法 との関連 とい うことがある。 言語の記述が辞書 と文法 とでできるとす る

なら,辞 書 はそのパ ー トナーである文法の存在を前提 としなけ れば,単 独 では記述できない といえ る。

文法 がどんな ものになるかわか らない うちに,「 す ぐれた」辞書記述ができるだろうか。

以上の ような三つ の問題 を考え るならば,原 則 として 「共用辞書」 とい う考え方は,た とえ現実 の

社会的要 請があると しても,そ れ 自体 あまり有効 なものではない。 む しろ,さ まざまな辞書が(そ れ

ぞれ の文法 な リァル ゴ リズムなりとともに)並 立 してい くのが望 ま しいの ではなかろ うか。

ところで,現 実に作成 されてい る計算機用辞書が相互 にきわめて類 似 してい るとすれば,そ れを も

とに共用辞書 のイメージを描 くことがで きるように も考え られる。今 回の国内 ・国外の各種 の辞書の

調査 も,そ の ようなことをね らって企画 された もので ある。 しか し,こ の ような試み もあまりうま く

いかないのでは ない だろ うか。 とい うの も,現 存する計算機 用辞書を相互 に比較 できるほ どにくわ し

い情報を集 めることがむずか しいか らで ある。今回の結果 についてはすでに述べ られてい る通 りだが,

多 くのシステ ムがほ んの表 面的な.ところを公開 してい るだけで あって,辞 書の実態をさ らしてい ると

ころはほ とん どないに等 しへ 品詞や ら意味 コー ドや ら,い ろいろ細 かい情報が付与 されているよ う

す は うかがえるが,具 体的 に各語 にどのような品詞や意味 コー ドが付け られているか とい うことが わ

か らなければ,た とえ表面的 に区分が似 ているか らといって,辞 書記述が相 互に似 ているとはいえな

いの である。

しか しなが ら,一 方 では,う たい文句 としてだけでも 「共用 」とい うことを目指す ことは大切 な こ

とで あると思 う。厳密 な意 味で共用ができない として も,あ る辞書に記述 されている情報の うち他 の

システムで比較 的手軽 に利用 できる部分が あるか もしれないか らである。

辞書 にとっては,ど の ような文法を想定す るかで記述の しかたが変 わって くると考 え られるが,そ
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れで も,各 文法がかな り似た扱いを してい る部分 もあるので,特 定の文法 に拘泥す るのでなけ れば,

何 とか なる面 もあ る。 また,辞 書の記述 に際 して,あ まり抽象的 なものは避け,言 語事実 に即 して考

えてい くようにすれ ば,ど の ような文法に もある程度適用 できる ような辞書 を作成す ることも不可能

ではないか もしれ ない。

さて,一 応 ここでは これか ら実際に記述す ることになるのか も しれない ことを念頭におきなが ら,

一 般的 に共用 可能 な情報の範 囲を自由に想 像 してみ る
。以下に述べ るものの方 針は,「 ・事実に即 して

記述す る」 ということである。 なるべ く明示的 に記述できる項 目に限定するのがよいと考えた。

ω 見出 し(表 記)

これは既存の ものをそのまま利用す るのでよかろ う。分綴法 く らいは当然含まれる。

(2)語 形 変化

動詞 の場合の 時制 ・ing形 ・三単現,形 容詞の場合の比較級 ・最上級,名 詞の場合の複数形 な ど

を記述 してか く。 いずれ も,規 則的な ものはルールの形 で充分 なので,不 規 則な もの だけ記述す れ

ば よい。派生関係(-lyやment,-tion,un-,in－ な ど)は,そ れ ぞれ を見出 しにたて,ま た

ルー ルで も扱え るように してお くの で,あ る語の ところに 「派生」として記述す る価値 はあまりな

さそ うである。

㈲ 品詞

従来の ものを準用す る。共用 のた めには,下 位分類は あまり しないほ うが よい。 その理由をい く

つか記 してお く。

第1に,下 位分類 をtsこ なえぱ:白こkう ほど,「 多品詞」語(=い くつかの品詞の特徴を兼ね備

え,ど れ とも判別 できない語)が 増大 し,そ れ にともな って,記 述量がふえ,記 述が より困難にな

るとい う問題点 がある。

第2に,下 位分類の基準が曖昧 であって,万 人が認め るものはなかなか左いとい うことである。

曖昧 とい うとよくないか もしれないが,品 詞分類には形態論的 ・統語論的 意味論的 の三つの観点

が あ り,そ の うちどれを重視す るかが ちが ってい るとい うことである。 伝統的な英文法 では8品 詞

に分類す るが,こ れは古典語以来の伝統 であって,も と もとギ リシア語 ・ラテン語の ように形態的

にはっき り割 り切れ る言語な らあてはまって も,英 語ではあまりあてはまらない ものであった。 そ

こで,Fries,Quirkな ど,多 くの英語学者がそれを批判 し,さ まざまな品詞分類や従来の もの

の細 分類 を考案 してきた。 しか し,結 局,定 説 となった ものはなかった。 その よう'な大問題 にあら

ためて立 ち向か うことが果た して実 り多いことなのだろ うか。

第3に,下 位分類 をお こな うとい うことは,「 共用」 を主 目的 とするのでな く,む しろ新 しい有

用 な新辞書を作成す るとい うことである。 そのようなアプ ローチをとるならば,「 品詞」の下位分

類 な どとい うような単純 な(不 徹底な)話 ではす まないはずで,い ろいろな 「観点」 をたて,そ れ

ぞれにつし(て各単語 の特徴を記述す るとい うことにな るだろう。 将来それ らを総合 して(機 械 的に)
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品詞の下位分類 をお こなって もよいが,お そ らく,そ のような 「品詞分類 」は カテ ゴ リー数が数 千

個 くらいになってしまうのではないカも数 が大 きくなるだけでな く,そ れは全体の見通 しを極端に悪

くす る。すなわ ち,い ろい ろな情報を取 り込んでい くとい うことは品詞の下位分類 ではできないと

い うことである。

今 までのシステムでは,品 詞を下位分類 して,そ の カテゴ リーを利用 して構文解析 のルールを用

意す るのが多か った。つ ま り,品 詞の下位分類は あくまで構文 規制 を より正確にす るための ものだ

ったので ある。 しか し,そ のアプローチでいい のか どうかは議論 の余地 がある。下位 分類 が こまか

くなればなるほ ど,ル ールが複雑に なる。工学的 な意味 で,ど の くらいが最適 なのかも考えてお く

必要が あろう。

(4)共 起 関係

入 りうる文脈 と考 えて もよい。 入 りうるか どうか,nativespeakerで も判 断のゆれ ることが

あるだろ うが,基 準 としては明示的 である。 ごく簡単 に代表的な ものを述べ るとすれば,次 の よう

なものになろ うo

動詞の場合は,文 型パ ターン ・主語や 目的語にあらわれる名詞 ・副詞語句 ・前置詞句を記述す る。

名詞の場合は冠詞(countableかuncountableか)・ 形 容詞 ・その名詞 を修飾す る名詞 を記述

す る。 形容詞の場合は,そ れを修飾す る副詞 を記述す る。

この情 報を記述す るとい うことは,今 までのや りかたでは品詞の細分類 に相当す ることである。

しか し,筆 者は品詞の下位分類 ・細分類 とい うとらえかたはあま りよ くない と思 う。 品詞の下位分

類 ・細分類 という形 でな く,構 文解析用の情報を 「共起関係 」 という枠 でとらえることについて,

ひ とこと述べておきたい。何 よりもまず,そ れは,規 則の明示性 のためで ある。品詞分類を どうす

るかは一見簡単 なようにみえ るが,す でに述べた ように英語学の世界において も難問 なのである。

そ こで,そ の ような難問はさてお き,現 実に使用 されている 「文.」について考えてみ ると,ど の よ

うな文法体系を採用す るに して も,「 共起関係 」は どこかであつかわざるをえ ない。 場合 に よって

は,そ れによって品詞分類を行 うこともある(構 文的基 準に よる品詞分類)。 そ こで,大 量 の 「文」

を収集 し,共 起関係 を分 析 した結果 としての細かい品詞分類 を示す よりは,一 段前の 「生の」 デー

タに近いところを示 したほ うが各種応用システムに利用可能にな る場合が多い と考 える ものである。

記述の実際について も,共 起関係の記 述は,品 詞 とい う形 で構文的情報 を示す よりもいろいろ有,

利 な点が ある。 たとえば,共 起関係 があるかどうかについて.し ば しばnativespe .akerの 判断

がゆれる もの だとい うことを述べ た。 もしも,共 起関係 をその まま記述す るとした ら,こ の ような

「ゆれ」 の情報はそのまま示せば いいが,こ れを品詞 の形で表現 しようとす ると,い くつかの品詞

間の 「ゆれ」 ない し,品 詞の未確定 とい うきわめて処理 がむずか しい問題 にな る。

では,ど の ような範 囲のものを記 述す るべ きか。すでにその主 な ものは述べ たが,英 語 の文の構

造から,考 え るな らば,文 の中心 にな ることの多 いほ うか ら,そ れ と共起す る もの とい う形 で記述
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を始 めることが有効 であろ う。そ こで,核 としての動 詞,さ らに,名 詞や形容詞 な どを中心 にす れ

ば よいことになるo

具 体的に どの ような形 で記 述す るか については,い ろい ろ考慮 しておかなければな らない問題 が

山積 している。単語間の共起 関係 とい う形 がい いのか,あ るいは,単 語 グループ間の共起関係が い

いのか とい う問題に しても,確 定的 なことはいえない
。場 合によって(単 語 によって)特 定の単語

とだけ共起す る場合 もあるし,そ の結びつ き方が弱 くて,グ ループとして とらえ ておいたほ うがい

い場合 もあると思 .う。 ケースバイケースであろ う。

な完 この ように共起関係 を とらえ るな らば,そ れは純粋に構文的情報 としてのみ扱 うべ きでは

なし(。たとえば,"～eatsomething"だ っ たら,somethingの ところは十edibleの 名詞

が くるの が普通で あり,そ の ことは,意 味的な情報(あ るいは ,も っと一般 的に常識 に近 い もの)

を扱 っている とい うことなのである。

共 起関係を比較的多 く収録 している辞書 としては,勝 俣鐙吉郎編(1958)『 新 英和 活用大辞典

第二版 」 〈研究社)が 代表的 なものである。

【S)連 語

イデ ィオムや慣用 句 ともい われ る。 これ を一 つの見 出 しと考えて記述す る場合 ,次 の よ うなもの

が必要 になろ う:構 文情報(全 体 の品詞 と個 々の構成要素の品詞 ・連語性=結 合の強 さ ・構成要 素

の置換 性など)・ 意味情報(関 連語な ど)・ 連語 でない通常の意味での用法 もあるか…。

共起関係 とい う捕 らえ方 では充分 でない ような,普 通 の結合 よりもずっと強い結合を示 し, ,ま た,

全 体の意味 がその構成部分の個 々の意味 の総和 と しては表現できないものを,こ こでは連語 と呼 ぶ

ことにす る。 ただ し,実 際 の記述に あた っては,必 ず しも両者が一義的に区分 されるとい うことで

はない。 いつ も,境 界部分 に位置す る語が ある ものなのである6

連 語 自体は各種の辞典に記載が あるの で,収 集す ることにはさほ ど困難はなか ろう。 実際の記述

で一 番問題 になるのは,連 語性(結 合の強 さ)の 判断ではなかろ うh・。た とえば,"coolone's

heels"(長 ぐ待 たされる,い らいらして待つ)の よ
.うな連語 について,受 動態("Myheels

werecooled.")が 言 えるのか どうか。heelsを 修 飾す る形容語句が あるのかkい のか ,あ る

とした らそれ4ど うい うものか。
.こ のよ うな情報は既 存の辞典類には充分記述 されているとはいい

が たい。 しか し,こ の種の情報が なければ,構 文解析す ら充分 にはできないであろ う。

(6)関 連 語

上位語 ・類義語 ・反対語,さ らには将来 の課題 としての全体部分関係 などをまとめて,関 連語情

報 と呼 ぶ。従来 はシ ソーラスにその一 部が記述 されていた。

さて,意 味情報については,関 連語(そ れに訳 語)だ けでいいのかとい うことは,だ れ もが感 じ

る疑問 であろ う。 しか し,も しもそれ以外 の情報を盛 り込 むことになった ら,一 体 どの ような形 で

入 れた らいいのか。現在の ところでは,「 共用」できるところまでの合意が できていない し,そ れ
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どころか,そ の具体的 な方法 について総合的に論 じている ものす らないに・等 しい とい う段階 である。

個別 の現象 について,論 じられる ことはある し,枠 組 みも提 示 され ることが あるが,実 際 にそれで

もって,あ る程度の量の記述を したとい う話は聞 かない。

一方 ,関 連語 とい うのは,一 面では意味情報 として不・十分 なように思 われ るか もしれないが,実

はそ うで もない。 将来,何 らかの意味記述の枠組 みができたときに,'そ れ に対応 して変換す ること

もできる,応 用性の広 い ものなのである。実 際,意 味の とらえかた として,「 意味は体系をなす 」

とい う考え方が有力で ある。 これは,単 語 の意味はそれ単独 では決定できず,そ のまわ りの単語群

との張 り合いの中 で決 まるもので あるとい う考え方 である6そ こで,関 連語について しっか りと記

述 してお くことは,す べての意味情報の基本的作業 となる ものなのである。 しか し,現 在 ではまだ

そ こまでの意識のある人は少ない ようで,関 連語について記述 して一体何の役 に立 つのか とい うよ

うな反応 も少な くな い。現在の ところでは,直 接の応用 はあま り期待 できないか もしれないが,将

来 の意 味研究 の基礎 として有効 である。 「共用」 とい う観点 か らも,誰 でもある程度納得 できるも

のを作 ることはできよう。(完 全 なものは なかなかむずか しいが。)

今 までの ところ では,ツ ソーラスとい う形 でま とめられ てい るものが,こ こでの関連語 に近い。

しか し,代 表 的な ツソー ラスであるRoget・sInternationalThesaurusに して も,単 に類

義語をた くさん集め てグループ化 しただけ あって,そ れ らの間の関係 をもっと細 か くとらえる よう

に し左い と,機 械用 の情報 と して役に立 たないの ではなか ろ うか。 また,上 位語 の判定 もおか し㌦

(と いうより,実 用上の 目的のために,Roget'sThesaurusで は 必ずしも 「上位語」 をグルー

プ名に してい るわけ ではない。)

他 の関連語 について も事情は同様 であって,ま だまだきわめて不十分な情 報 しかないのが現状で

ある。 これか ら,(人 間 用 も含めて)新 たに記述をは じめなければな らない部分が多い分野であ島

(7)意 味 マーカ

筆者は 「共用」辞書 には意味 マーカを含め るぺ きではない と考え る。 そ こで,こ こでは,な ぜ意

味 マーカを 「共用」辞書 に含め るぺきでないかについて個人的 な意見を述べてお こう。

まず,第1に,意 味 マーカの設定 の基準がむず か しい ということである。それは,意 味 マーカの

利用方法 なり目的 な りがよくわか らないとい うことでもあ る。 現在の各文法に よって意味マーカの

位置付け が異 なるの である。 また,実 際の応用 システムをみて も,各 システムで利用の仕 方が決定

的にちが ってい ると考 え られ るので,こ の情報 を共用す る ことは不可能 に近い と判断する。

第2に,上 に述べ たこととも関連す るが,意 味を きちん と(明 示的k形 で)記 述す るのはたいへ

んむずか しい とい うことがある。 これをおおまかにいくつかの カテゴ リーにまとめるのが意味 マー

カであるならば,極 めて中途半端 なものであるといわ ざるをえない。

現在までの研究 でわか ってい ることであるが,意 味 とい うものは,き わめて心理的な側面があ り,

典 型的な(Prototypicalな)意 味 についてはおおかたの合意 があって も,そ の周辺には曖昧な部
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分 が広がっていて,は っきりと とらえる ことがむずか しい分野 なのであ る。 た とえば,Roschな

どの実験によると,何 がfruitか と か,何 がvegetableか とい うことを多 くの人にたずねた場合

合,み んなが合意す るような典 型的な もの があると同時に,一 部の人 しか認め ない ような特殊 なも

のがいろいろあるとい うことである。 それと同様 に,appleと いえぱ 「リンゴの実」あるいは 「リ

ンゴの木」ということでは'豆ぼ全員 の合意が得 られても,野球のポールだとか,乳 房だとかの意味があるかど

うかは合意がむずかしし(ということである。これらは別話 としての処理 もr(rきようが,appleに は,必 ず しも

リンゴでな くともリンゴに形が似 ていればそ う呼べ るもの があり,custardapple[バ ンレイシ

科 の植 物,あ るいは北米 産ポーポー],oakapple[カ シ ワ没食子],thornapple[チ ョウ

センアサガオ,あ るいは サンザシの実],Mayapple[ポ ドヒル ム]な ど,リ ンゴではない もの

を単 にappleと い う場 合 もある。つ ま り,aPPleと い う簡単 な一語を取 り上げ ても,い わゆる リ

ンゴを中心 にそのまわ りに曖 昧な領域があるわけ である。

このよ うな複雑な現象 である意味を数個 ない し数十個の意味 マーカでと らえ ることはとうていで

きない。(こ れを評 して 「中途半端」 とい ったのである。)も.っ ともっと細 かいレベルでの記述を

す る ようにこころがけない と,語 彙 全 体をとらえ ることはできない と思 う。

英語については筆 者自身が あま り知 らないとい うこともあり,充 分な議論 ができないが,以 上の

ようなことを もって,自 然言語解 析用辞書 で共用可能 かどうかを考える材 料と したい。

6.3共 用可 能な 辞 書 項 目の 範 囲(日 本 語)

辞書の記 述内容 には,文 法体系 に依 存す る部分があり,そ れは文法理論 によって異 な って くる。 そ

れ故,汎 用 の辞書 を求めるのは容易ではない。 ここでは,特 定の文法理論 を想定 しないで,特 に 日本

語の基本 的な語彙を記 述す る うえで,問 題 とな りそ うな項 目を整理 してみた。

(1)見 出 し語

i.単 語 の認定

a形 態上,単 語 と単語以下の レベル(形 態素;接 辞,語 素)や 単語以上の レベル(句)の 区別

が あいまいな ものが ある。 あいまいな ものは,見 出 し語 として立項 してお く方がよい。漢字二

文字か らなる 「国際」 「民主 」の ように,見 かけ上は単語相当 であるが,常 に合成語の要 素で

あるとい う形式が ある。 「持 ってい ぐ」 「連れて くる」 「きめてか かる」 「かってでる」 な ど

は見かけ上は単語 を越えた形 式 であるが,意 味的なま とま り,文 法的な特徴 に基 づ くと,一 単

語 としてみな されるべ きものである。

b.語 形変化 をす る単語の ある語形が特殊化 して独立の単語 になった もの も採録 すべ きである。

た とえば,「 思 わず」 「たえず」 「残 らず」が動詞の 「思 う」 ・「たえる」 「残 る」の否定形 で

あると同時 に,独 立の副詞 としての用法を認めて,見 出 し語 として立項 す る場合がそ うである。
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c.基 本 語 には多義語が 多いが,一 般 に,こ れを・一つの・単語の多義 とす るか,複 数の単語 とす る

かの判定は 困難 である。 「夏は暑い」 「身体が熱と三」 「層が墨竺 」の三つの 「あつい1を 統合

す るか別 々の項 目とす るかとい う種類の問題が ある。 この際;表 記の違 いが意味の違いを反映

していることが あるo

ii.派 生 語 ・複 合語の扱 い

接辞類,語 素 も辞=書項 目としてたてると して も,「 親 しい→親 しさ/親 しみ」 「女→女らしら/

女 みたい/女 っぽ い」 「嬉 しい→嬉 しが る/嬉 しが らせ る」 な どの派生語をそれぞれ見出 し語 と

して立項す るか どうかの基 準を定めるのは困難である。

さ らに複合語の問題 も日本語 では深刻である。特 に名詞 と動詞 におけ る複合語の生産性が極め

て高 く,複 合語の全体 を立項す ることは不可能 である。複合語 を構成す る要素にその可能性 を記

述 してお くことが望 ま しい。

接辞類 には,形 態音韻論の観点か ら異形(異 音)を 記述す る必要が ある。た とえば,真(ma=/

maN-/maQ-)の よ うに(「 ま正 面」 「まん中」 「まっ裸 」)。 こうした形態音韻論上の記述は

複合語 を構 成す る要 素にまで及ぶと理想的 である。 た とえば,箱(hako/-bako)の よ うに(「 お

もちゃ箱(bako)」 「化粧箱(bako)」 「ごみ箱(bako)」)。,

jii・表 記の多様 性

日本語の表記 は制 限が ゆるく多様である。漢字 とかな,そ れ らの混ぜ書 きに加えて送 りが なの

ゆれもみ られ る。標準 的な もの と,他 の可能性 を区別 して記述 してあることが望 ましい。

単語の出自を文字 の種 類 によって表 わす ことも可能 である。和語 はひらが な,洋 語は カタカナ,

漢 語は漢字 で表記すれば よし(。

lV.品 詞 の認定

複数 の品詞 にまたが るものや二 つの品詞の中間的な単語 群が ある。以下に示 す例は,い わゆる

形容詞 と形容動詞 の形態論的 な違 いを見るもので,(a)は 形 容詞 の典 型例,(dlは 形 容動詞 の典 型例

であるのに対 して,(b)と(c)は 両 者の特徴が前分的に,あ るいは全体 と して重 なっているものであ

るo

語 幹 終止 連体 遡

(a)な が

(b)ち い さ

(c)や わ ら か

(d)し ず か

ながい

ちい さい

やわ らかい

や わらか だ

しずかだ

ながレ・

ちいさい

ちいさな

やわ らかい

やわ らかな

しずかな

なが く

ちい さ く

やわ らか く

(や わ らかに)

しずかに
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(2)見 出 し語の下位 区分

一般に下位 区分 は ,単 語 の もつ語彙 的意味の違いによって行われる。 この際,文 法的な特徴 の差

異について も配慮 されるべ きである。 たとえば,「 ペンキを壁に塗 る」 と 「ペンキで壁を塗 る」の

ように,動 詞 「塗 る」の格支配 の相異 は,文 法的特徴の違 いの一例である。

(3)意 味'卜青幸艮

1.記 述用語の限定

記述す る側 の語 彙を限定す ることが望 ましい(た とえば,基 本語2000語 の範 囲で行kう)。

ii.意 味記述の方法の統一

一般に単語の意味は
,意 味特徴 と上位語に よって記述 される。た とえば,「 たんす」は 「引 き

出しや開 き戸が あ り,衣 類 や茶器 などを整理 して入 れてお く木製の箱状 の家具」の ように記述 さ

れるが,「 引 き出 し……箱状 の」の前分が意味特徴であ り,「 家具」が 上位語 に当たる。 この記

述を可能な限 り徹底 させ る。 外延 を列挙す る方法,た とえば,「 金属 」におけ る 「金,銀,銅,

鉄,… …」 なども併せて利用す る。

iii,意 味 分類 を体系化す る。概念 に基づ くシソー?ス と言語 よりの意味分類が考え られ るが,日 常

語基本語の場合には意味が多様 で あり,分 類 が困難で ある。

iv、百科事典的左情報

記述の範囲は,目 的に応 じて大小 まちまち となろ う。

V.関 連 語

上位語,下 位語,類 義語,対 義語(antonymy,converseness)左 どの記述。厳密に考 え

ると少 な くなるが,ゆ るく多 めに記述 しておいて,利 用の際,目 的に よって整理すれば よい。

(4)文 法情報

(4.1)形 態 に関す る情報

i.語 形変化

動詞 ・形容詞の活用。 狭義 の活用のほか,接 辞類の ついた語形 も記述の対 象とす る(「 読 む/

読 ん だ/読 もう/読 んで/・ ・…」 などは前者,「 読 みます/読 ませる/読 まれる/読 まない/読

みたい/… …」な どは後者)。 さ らに分析的 な語形(「 読んでいる」 「読 んでtsく 」 「読ん でや

る」 など)の 可能 性 も記 述 してあると便利 である。動詞 「咲 く」 は,「 咲いてお く」 「咲いてや

る」 といった分析 的な語形を とらない。語形変化の タイプを示 してあることが望 ま しい。伝統的

な国文法 の活用の分類 だけ では情報が少なす ぎる。 名詞の格助詞 のつ き方 も,一 様ではない。「さ

っき」 「先刻」が名詞 であるとしても,「 か ら」 「まで」 「の」は後置す るが,「 が」 「を」 「に」

左どが これ らの単語につ くことはない。

ii.形 態論的な カテ ゴ リー

形態論的な カテゴリー とは,あ る語彙的意味 をもつ単語の,少 くとも二つ以上の文法的な意味や
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機能 の点 で対立す る語形 の系列か らとりだされた ものである。 日本語の動詞には,ヴ ォイス,ア

スペ リト,肯 定否定 ,ス タイル,テ ンス,ム ー ドなどのカテ ゴ リーが 認 められ る。 これ らの カテゴ

リーの中 にはさ らに,い くつかのサブカテゴリーか らなるもの もある(た とえば グォィス)。 こうし

た形態論的 カテゴリーについては従来の辞書 には極 めて不十分 に しか記 述されてい ない。IPAの

「基本動詞辞書 」が,こ うしたカテゴリーをある程度 まで考慮 していて参考 になる。

(4.2)統 語 に関す る情報

i。 支配語に よる語結合(collocation)

動詞 の格支配 のパ ターンがその例』 支配語 になれるのは,動 詞のほか,形 容詞,名 詞,副 詞の

一部 である
。 ちなみ に,陳 述副詞,連 体詞,接 続詞,感 動詞 の単語群は支配語の資格 を もたないb

な お,格 支配 につ いては,必 須要素 と任意要素の問題 があ り,こ の区別 は判定がゆれる。 任意

的な格成分 を辞書 の中 に統 一的に記述す る方法は今後検討 されなければな らない。

また,こ の格 成分 に意味的 な関係 をかぶせた,い わゆ る深 層格 は不安定な性格 をもっている。

安定 した枠組み を得 るのは容易でない。

ii..形 式 語の記述

一般に形式名詞や形 式動詞 と呼 ばれている語 につ いては
,特 に統語的な情報 を詳細に記述 しな

ければな らない。 「こと」 「よう」 「の」な どの名詞性の形式,「 す る」 「ある」 「なる」など

の動詞がその具体 例である。こうした形式語の研究が近年盛んに行われてお り,辞 書にもその成果

が とりこまれ なければな らない。

(5)文 体(広 義)情 報

i.歴 史 的'

新語,古 語,流 行語 な どの区別。

ii,.地 域 的

方言差(英 語の場合な ら,米 語か イギ リス語 かの区別 も)。

m.社 会的

政治,経 済,ス ポ ーツなどの分野 ごとの義 学問領域 に よる専 門語 もここに属す ると考え られ

る。 学生用語,幼 児語な どの区別 もふ くまれる。

iv.機 敏 的(あ るいは,狭 義の文体)

中立的 な語に対 して,あ らたまった用語 や くだけた用語(俗 語)の 区別な ど。一般に,一 つの

文や文章 の中で,異 な る機敏的特徴 を もつ用語は共起 しない もの である。 「些(く だけ)を 旦

」二あが る(あ らたま り)」 「あなた さま(あ らたま り)の 小伜(く だけ)」 とい った語結合が よ

くないのはそ うした個 々の単語の もつ機敏的特徴が シンタグマの中で一定 していないことによる。
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(6)慣 用表 現

1.強 い慣用表 現

「気がつ く」 「道草を くう」 「役にたつ」 「あぶ ない橋 を渡 る」などの慣用句。 これ らの慣用

句は,(a)構 成 要素の結 びつ きが不規則 で,特 殊 である,(b)全 体 の意味 を要素に分解 できない ,(c)

形 態 上かつ統語上の拘束が強 くはたらく,(d)あ らか じめ形 づ くられた既製品である
,(e)全 体 で単

語 相当である,な ど。特徴を もっていて,慣 用句そのものが辞書の見 出 し語 として登録 されなけ

ればな らない もので ある。

ji.弱 い慣用表現

「ブレー キをかけ る」 「ブラシをかけ る」 「アイ ロンをかけ る」 「スイッチを入れる」 「は さ

みを入れる」な どの表現。 こうした慣用表現は辞書 の中で例示 してお くことが望 ま しい
。 「ブ レ

ーキをかけ る」の例 な ら
,「 ブレーキ」の項にも 「かけ る」の項にも,こ の例示がほ しい。 ちな

みに,こ の ようなタイプの慣用表 現は,言 語 によっては一単語で表 わ され るものが比較的多い
。
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7.自 然言語解析用辞書の運用

7.1辞 書 の 共 用

は じめに,自 然言語解析用辞書 の共用 につ いて辞書の運用の立場 で考察 してみ る。

言葉 を扱 うシステムであれば,大 なり小 なりあるいはアルゴ リズ ムの複雑さの度 合は異 なって も何

等 かの形 で自然言語解析用辞書 の利用が不可欠 である。 しか し,こ れか ら新 しく研究な り開発 を始め

ようとす ると,ま ずそ こで使用する辞書 を用意 しなければな らない。辞書 を始 めか ら作 るのは大変な

ので一般 に冊子体辞書 な どを基本 に して開発 が進 められる場 合が多い ようであるが,開 発期間 ・費用

な どの問題が大 きい。 この ような時 に機 械可読 な既存の辞書が利用可能で あれば,そ れ らの適当な辞

書 か ら必要 な素材 を抽出 して加工 した ものを基 本に組 み合わせて,不 足の情報を付加 して新 しい辞書

を作 成す る方法が考 え られる。 また,既 存辞書 か ら不足 してい る情報を見つけ,そ れを素材 に して 自

らの辞書 に付加的に取 り込む方法 も考え られる。

この ような辞書 相互の共用を 目的 とした"共 用辞書 フォーマ ット"の 検討 も必要 とされ よ う。 共用

辞書 フォーマッ トが実現 可能 であれば図7-1に 示す ように共用辞書 フォーマ ッ トを経由 した変換方

式を採用する ことに よって,共 用を効率 的に促進す る ことが可能 となり,か つ,運 用時の辞書 の改定

に当 って も相互の共 用の可能性が あると思われる。

一
機械可読 一般辞書

一
専門辞書

一
目的辞書

変換 ツール
|

共用 辞書 フォーマ ッ ト その他の資源

変換 ツー ル

新規開発 目的辞書

図7-1

ま た,一 旦辞書の開発が 終了 して もそ の適用 システムのニーズに対応 して絶えず手 直 し,改 良 ・拡

張がせま られる ことになる。 このた めには開発の体制 に引き続 き運 用体制へ の移行 をきちん としてお

く必要が あろ う。一方 ユーザとっては,辞 書利用の し易さと共に維 持管理 の容易性 も重要 である。
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7.2辞 書 運 用上 の 考 慮 点

次 に,ユ ーザが自然言 語解析用 辞書 を応用 システムに運用 してい く上での幾 つかの考慮すべ き点 に

ついて考察 してみる。応用 システ ムとしての機械翻訳 ,自 動インデ ックス,OAや デ ータベース検索

でのマンマシーンインタフェースな どに対応 して辞書の機能 レベルは様々であり運用 形態 もそれぞれ

異なると思 われ るが,こ こではそれ らを個 々に論 ずることな く一般論 として述べ ることにする
。

自然言語解析用辞書をユーザが応用 システムの実態に合わせて維持管理 してい くためには,ユ ーザ

の利用分野に依存す る部分は ユーザ自身に よる辞書編集が可能 な運用体制が肝要 である
。 この ために

は以 下に示す事柄を考慮 すべ きであろ う。

・辞書 の提供側 との協調体 制

・辞書編集手順標準 マニ ュアルの整備

。辞書編集機能

・専門 家に よる技術 支援 な ど

辞書の提供側 との協調体制 とは,ユ ーザ自身で管理可能な部分を明確にす ると共 に,提 供側 はユー

ザか らのフィー ドバ ックお よび自 らの改善 ・拡張を行い ユーザに提供 してい く運 用上の協 調体制 であ

る。 図7-2aは この関係 を表わ してい る。 ユーザの辞 書変更 と提供側の変更に よって も辞書全体 の

整合を保つためには図7-2bで 示 す ように辞書を大き く3つ の階層に分け,ユ ーザは"ユ ーザ辞書"

の 層でのみ追加 ・修正 することに より上位層へ影響 を与 える ことな く,そ れぞれ の層の改善 に対処 で

きるよ うな運用上の配慮が必要 になる。 また,こ れによってユーザは提供側 の将来の拡張 を受け入 れ

易 くな るメリットが ある。 なお,実 際の運用 にあたっては,将 来への拡張性 を高 めるため に単 に辞書

データフ ァイルだけの積み重ね でな く,各 層 との間 に何等かの参照 あるいは変換のための アルゴ リズ

ムの存在を検討 してお くことも考 え られ る。

提供側 ユーザ 側

改版提供

図7-2a

(一 ザ)
1

ユーザ辞書

1

専門分野辞書

1

基本辞書

図7--2b
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辞書編集手順標準 マニ ュアルの整備 については,辞 書全体 の整合を保持 しなが ら運用管理 してい く

ために必須 である。 マニ ュアルには,ユ ーザが 辞書の どの部分に,ど の ような手順 と方法によ り,ど

のような点 に配慮 して情報 を追加変更 してい くかの作業基準が記載 される。 これに併せて作業用 の ワ

ークシー トも用意 してお く必要が あろ う
。特 に辞書編集 を一括処理方式 で実施す る場合 には不可決 で

ある。

辞書 編集機能は,辞 書修 正を ホス ト端末機や ワークステー シ ・ンか ら対話型で実行す る機能 と,辞

書編集 ユテ ィリテ ィによ り一括処理方式 で実行する機能 とに分け られ る。対話型機能 はしrわゆるC'辞

書 エデ ィタ"と 呼ばれ るもので,適 切 なガイダ ンス,マ ルチ ウイン ドウ,参 照入 力などを用いてユー

ザが容易に辞書 編集出来 るための工夫が必要 とされる。 また,応 用 システ ムが対話型で実行 される場

合 には,応 用 システムか ら随 時に辞 書 エディタを呼 び出せる機能 も重要 である。辞書編集 ユティリティ

では,ワ ーク シー トに記 載 された辞書変更情報を一括入力 して,高 速 に辞書変更す るための機能 であ

る。いずれの機能 におい て も,辞 書全体の整合を保持す るためには,辞 書変更 を誰が,い つ,ど のよ

うな理由 で実施 したかの修正の履歴 の記録が なされ,か つ,後 に検索出来 る機能 も重要 である。更に,

未登 録語の管理,使 用頻 度計 測,辞 書内容の印刷,そ の他諸統計表 の作成機能 も辞書 を運用 ・管理 し

ていくための支援機能 と して必要 となろう。

専門家による辞書運用支 援につい ては,特 にエン ドユーザに対す るシステム運用技術者の支援,シ

ステム運用技術 者に対す る辞書 作成技術 者な どの支援が臨機 応変 に得 られる亘常 的な組織作 りが必要

であろ う。 また,こ の ような組 織におけ る遠隔か らの相互の コミュニ ケーシ ・ンについても最近急速

に進展 している通信 ネ ッ トワーク技術 により効率的に実現され るもの と思われ る。

1

辞書作成技術者エ ン ドユ ーザ システム運用技術者

|

言語学者

ユーザ側の組織 提供側の組織

図7-3専 門家による支援体制

7.3辞 書 デ ー タ管 理 シ ス テム

実用を 目指 した適用 システ ムの自然言語解析用辞書 の運用 には,辞 書引 きや管理 のためのデータ管

理 システムが重要 である。辞書 の機能 レベルが複雑で あった り規模が大きい程,ど のデ ータベ ース管
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理 システムを利用 して格納 ・管理す るか によって アクセス時間や メンテナンスの効 率に大 きく影響す

る。 一般にデー タ管理機能 の充実 しているオペ レーテ ィングシステムのア クセス方式 や汎 用のデータ

ベース管理 システムに頼 って開発の手 間を少な くする場合が多い ようである。 しか し,デ ータ構造の

制限や アクセス時間の効率が悪 く応 用 システムその ものの運用 にも悪い影響が予想 されるので,そ の選

択基準を明確 に してお くべきであろ う。 また今後 は,自 然言語解析 用辞書 の運用管理 に適 した専用の

デー タベース管理 システムの研究 開発や更 にはニ ューメディアへの対応の検討 も重要 と思 われる。

7.4辞 書 の共 用化 推 進 の た め に

以上,自 然言語解析用辞書の運用 について,特 にユーザの立場か ら触 れてみたが.最 後に辞=書の共

用 化に関 して更 に考察 してみる。 本来辞書作 りは,多 大な労力 ・費用 と歳 月を要 し,か つ言語学者 ・

計算機科学者お よび応用分野の専 門家 など多 くの人々の協力な くしてはな し得ない仕事 である。 自然

言語解析用辞書作 りが生 きてい る自然言語 を相手に している限 り,日 々,時 代 と共に変化す る言語情

報への対応が常 に必要 とされる意味 において,こ れを次世代へ の財産 として未来永劫 に取 り組 むべき

事業 と言え る。 すkわ ち,一 般語を収録す る基本辞書 については,1研 究 所 ・1企 業などの枠を越え

て分担 開発 などの協調体制 での開発が理想で あり,そ のための行政の支援が是 非 とも必要 と思 われる。

願わ くば国の事業 と して永続的に取 り組み,例 えばそ こで開発 した辞書の運用 に当っては,著 作権 な

どの問題 もあろ うが,基 本的 にパ ブ リック ドメイ ンとして公開 し,自 由に使 える制度 とす るのが理想

的 であると言え よう。ただ し,公 平 の原 則のため に利益を 目的 とした利用には適切な受益者負担 を課

す るな どの配慮 は致 し方 ないこ とであろ う。 同様 に分野別 の専門用語 や固有名詞 などを収 録 する専 門

辞書 についても,公 益的 に共用 可能 な専 門用語 デー タバ ンク として構築され るべ く早急 に国の機関の

設置が期待 され るところである。 さ らに,辞 書 の共用 化を推 し進 めるためには,言 語学 者 ・翻訳家 ・

言十算機科学者 ・辞書作成技術者 など辞書作成に関与 している専門家の経験 ・ア イデ ア ・提案 などの発

表 お よび情報交換の場の恒常的 な設定 も必要 となろ う。
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8.お わ り に

コンピュー タを用 いた 自然言語処理,例 えば機械翻訳,自 動抄録,デ ータベース検索等の各 システ

ムにおいて,自 然言語 の解析 を支援するための辞書の重要性 についてはすでに衆 目の一致す るところ

である。

辞書作成の現状は,各 々の目的とする応 用 システム,さ らにはそ こで採用 している解析 レベル,解

析手法が異な ることに より,辞 書の体 系,収 録項 目等 にかな りのバ ラツキがある。

これは本調査 で も各章 で述べ ているとお り,解 析 のための辞書は自然言語を解析す るアルゴ リズ ムや

やそのための規 則 と密接 な関係を有 してい るためである。

このため本 調査 で目的 と している相互利用可能 な辞書の研究 としては,実 現困難な点 も多 くみ られ

るo

しか し,応 用 システ ムご とに一 か ら辞書 を開発 するには,多 大 な労 力,コ ス ト,時 間等がか かるう

え,自 然言語を対象 とす る限 り辞書開発側 で完全 な辞書 を提供す る ことは困難であ り,利 用 者側にも

辞書拡充 の負担を強い ている ことが現状である。

この ような状況 を踏 まえ,直 接応用 システムで利用 出来ないまで も,何 らかの加工な り,情 報付加

すれば利用出来 る ような,い わばマスター的な相互利用可能 な辞書 について検討す ることは非常に有

意義 なことであ り,か つ,将 来の利用者ニ ーズを先取 りする ことに もな ると考 える。

辞書 の相互利用 を意識 した場合,配 慮すべ き事項 は これ まで各車 で述べ られてお り,工 学的,言 語

学的にみて簡単ではない ことが明 らか になった訳 であ るが,今 後 さ らに検討を要す る主 な課題 と して

は次の ような点が あげ られ る。

(1)辞 書 作成上 の課題

① 自然言語解析 の アルゴ リズム,規 則との関係において,解 析の各フェーズごとに必要 となる

辞書 の共通項 目の明確化

② 冊子体 型辞書 デー タ(各 種一般辞書,シ ソーラス,用 語集,用 例集等)の 有機的利用方法の

検討

③ 辞書体系,例 えば一般辞書 と専門辞・書 との役割を考慮 した全体体 系の検討

④ 共用 可能 な辞書項 目の範囲の一層の明確化,お よびそれに伴 う辞書記述のための規則の明確

化

など

(2)辞 書=運用上 の課題

① 応用 システ ムで直接利用す る辞書(目 的辞 書)と 相互利用可能な辞書(共 用辞・書)と の間の
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イン タフェース機能の検討

② 共用辞書の維持 ・管理手法の検討

など

これ らの課題解決のためには,一 つの応用 システムを事例 と し特定 のアルゴ リズムなり規則を基 に した

辞書 を材料 として実証的な検討 を加え る必要が ある。

最後 に,広 範囲に利用す る実用的な辞書 となると大規模にな らざるを得な くなり,か つ,内 容的にそれ

な りの権威が要求されて くることを考 え合わせ ると,辞 書の開発,維 持,管 理体制は民間 レベ ルの枠 を超

えてお り,国 家 レベルの体制作 りが急務 である。

開発部 分については,体 制が作 られつつ ある ものの,維 持,管 理体制は未だ明確 ではな く不十分 である。

特に,欧 州 においては分野 ごとの専 門用語 を各国の言語 で収録 した ター ミノ ロジー ・データバンクが以

前か ら整備 されており,国 際取 り引 きにおけ る活用が なされているが,我 が国には未 だこのようなものは

なく,立 ち遅れているのが現状である。

従 って,専 門用語 の標準化 も含 めた辞書 の管理 を国家 レベルで推進す る専門機能 の整備が強 く望 まれる

ところで ある。
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資料1冊 子体辞書の歴 史と編纂方法

東京都立大学人文学部

忍足 欣四郎 教授

私 の専門は中世英文学 で,西 暦700年 ～1100年 の 英語 で書かれた文学 であり,英 和辞典の編

纂に当る ことにな り,以 来25年 間 その仕事に携 わった。従って私は辞書編纂 の理論 より,実 務に詳

しい。今 日は私 の専門の英和辞書 を中心 に,辞 書の内容 ・編纂 の歴史 ・編纂の方法 およびいかなる項

目が記載 されていれば辞書 といえ るのか,と い うことについて話す。

まず辞書 とは何か とい うことについて述べる。手元 にある国語辞典 に より「辞書 」の定義を調べて

みた。 「三省堂国語辞典 」一 この辞典 では各語は簡潔 に定義 され ている。 この辞典のす ぐれた ところ

は,用 例 の多い ことで ある。 しか し,「 辞典 」の定義 で 「ことばてん 」とい うまだ確立 していない こ

とばを使用 している。 「新潮国語辞典 」一一辞書 と辞典 の区別 にふれていない。 また定義 に非論理的な

ところがある。例 えば文字 と事柄等 レベルの違 うものが同列 に扱 われてい る。三省堂 と異な るのは,

定 義 に用例 ・語源が入 ってい るところである。 「広辞苑 」一 ここでの定義に もおか しな部分 が ある。

用例は解説 されるべ きものではな くて,こ とばの解説 を補 助す る ものである。

以上の例に共通 している ことか ら辞書の機能は次の ように考 えられ る。

1.語 を収集す る。

2,収 集 した語 を配列す る。

3.配 列 した語の説明 を加える。

次に,オ クス フ ォー ド英語辞典(OED)で の 「辞書 」の定義の主要部分 を和訳 した ものを表1に

示す。OEDの 定義 には 「辞書 」vatsい て考慮 ・検討すべ き様 々な問題が網羅的に含 まれている。最

初 に収容語彙 の範囲を述べ ている。言葉は歴史 を持 っている し,地 域的変種 を持 っている。望 ま しく

は各時代,各 地 域の言葉 を網羅的 に収集すれば よいのだが,冊 子体辞書 においては不可能な ことなの

で,実 用の書 としての辞書はその語彙 の範囲を決める。その際そ こにある制限 を設けなければならな

い。私は辞書理論の専門家 ではないので自信を持 って申 し上げ られないが,語 の選択は,お そ らく頻

度 のみでは決 め られない もの と思 う。頻度調査の対象 のコーパス(corpus)の 取 り方 にもよるが,

コーパス をよほど大 き くしない と意味 のある頻度は出てこない と思 う。 ごく日常的な ことばで使用頻

度の非常に高 い語 とか機能語は問題がない。また,ご く頻度 の低い語 もまた別の意味で問題がない と

思 うが,そ れ らの中間の頻度の ものについ ては多少の頻度の多寡は意味 を持たない と思 う。歴史的原

理に基 づいた辞書,OEDは そ のす ぐれた例 であるが,す なわ ち「歴史辞書 」 とい うものが有 りうる。
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表1 「辞書 」の定 義

ことば を一定の順序 にな らべて,

発 音 ・意味 。用法 などを示 した

書物。辞典。
cf.「 辞 典」①辞書。 ことばて

ん。②辞典。… 〔多 く書名に

使 う〕

①言葉 を集 めて一定の順序に並
べ発音 ・意義 ・用法 ・用例 ・語

源等を しるした書物。辞典 。

②(略)
cf.「 辞典」多 くの文字,単 語,

または種 々の事項について,

そ の用字法 ・発音 ・意味 ・用

法等 を説いた書物。辞書。

① ことばを集め,一 定 の順序 に
並 べ,そ の読み方 ・語義 ・語源
・用例 などを解説 した書

。字書 。
辞典。辞彙。字引。→事典。

②,③(略)
cf.「 辞典」辞書 ①に同 じ。

(1)「 あ る言語の個 々の語(ま たはその中のある特定 の部類の語)を 扱 って,そ の綴字法 ・発音 ・

意味 ・用法 やその同義語 ・起源 ・歴史,ま た少な くともこれ らの事実の中の一部分 を解説 した書物
検索 に便利 な ように,語 は ある一定の順序 に,現 在ではたいていアルフ ァベ ット順に,配 列 されて
お り,ま た,大 型 の辞書では,示 された知識が文献か ら取 った引用文に よって例証 されている… 」

また,あ る特定 の時期(に 使用 された語)の みを扱 った 「時代別辞書 」とい うもの も有 りうる。

地域的 に考える と「方言辞書 」が考え られ る。英語ではブ リテ ィッシ ュ ・イング リッシュ,ア メ リ

カン ・イング リッシ ュ,旧 植民地 でのイング リッシ ュ等 がある。

ある文献 を読 むため とい う実用的な面か ら「難語(Hardwords)辞 典 」もある。 これは語の実

態 を明 らかにす るとい う学術的見地 にたつOEDの 目的 とはまった く異な り,実 用的 目的 で作成 され

るものである。

また特定分野で用 い られ る語 を集 めた 「専門用語辞典 」もある。

(以 上で一応,辞 書 の制限ない し,辞 書 の種類 について述べ られた。)

再 び,OEDに おけ る辞書の定義 に もどり,逐 次説明する。

綴字法 とは,「 どの よ うな綴 りを容認 された もの とみなすか 」とい うことである。 また発音につい

ては,「 どの ような発音 を容認 された もの とみなすか」と「どの ような発音記 号を採用するか 」が問

題 とな り,発 音 だけ を取 り出 して扱 った もの として 「発音辞書 」が ある。 しかし,な ん といって も辞

書の中心をなす ものは意味の記述 であると思われ る。現実の辞書の発達 を見 ると,多 くの辞書 は先行

する辞書 の定義(意 味 の分析)に,多 かれ少かれ拠 ってい る訳 であるが,理 想的 には独 自に例文 を収

集 し,そ れ らの意味分析 を行 うことか ら出発 しなければな らない し,そ の分析 に基 づいて定義 を構築

するので ある。多 くの場 合一つの語 は複数 の語義 を持 つので,そ の意味を区分 し配列す ることになる。

配列には,歴 史的方法に よる もの,頻 度に よる もの,理 論的ない し論理的展開に よる もの等が考え

られ る。歴史的配列には,例 えばOEDで 行 っている ものがある。頻度による配列 は,語 義 の分析の

仕方に もよるので大変難 しい。手段 としてコン ピェータを用いると して も,頻 度 を測 る文 中の語 に前

もって文脈 に沿 った語義 を与えておかなければな らないか らで ある。そ うなると,例 えば ある辞書 を
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作 る場 合に,既 成 の頻度調査は活用 しに くい とい うことになる。

以上の ような配列の方法が あるが,ど の配列 を採用す るかは辞書 の使用 目的 に より決定 すれば よい。

常識的に言 うと,ク ーンとい うアメ リカの辞書学者がい るが,こ の人は中期英語辞典(Middle

EnglishDictionary)と い う辞書のエデ ィターであるが,MEDの 編集についてある所 で次の よ

うに語 っている。

「MEDは そ れ 自身 を中期英語の厳密 に科学的 な分析 と見なさず,む しろ広 く科学 の原理に合致す

る(少 な くとも故意 にそれを破 ろうとは しない)が,多 種多様 な使用者がなるべ く苦 労 ・混乱 しない

で求め るものを見い出せる ような形 で示す ように配列 した芸術 作品 と見な している。 」

クーンは続 けて次の ように言 ってい る。

『論理的配列 とは,さ まざまな語義,す なわちそれ らの語義 を示す定義を次の ように配列する こと

である。つ まり,読 者 が相互 に関連 のある,な い し類似 した もの(ど ちらが時代的 に後の もので ある

か とか派生 した ものであるか とい うことと関わ りな く)と 考 える ような語義 を分散 させずに一括 する。

語義のグル ープの中で一番重要な もの(大 抵は一番普通 に用い られる もの)を グループの最初 に置 き、

また一番重要なグル ープを語 全体の最初 に置 く。そ して,で きることな ら,ど の よ うな語義 を も使用

者がそれを探そ うとしない ような位置 に置かない,と い うことで ある。 』

これに関 して私 が書いた 「英和辞典 うらお もて』の中で,私 の考 えを書いているが,こ のクーンの

考 えに賛成 である。ただ し私 自身の好 み としては,同 一 グループ内の配列の原理 としては重要度 だけ

でな く,可 能 な限 りで時代的関連や派生関係 を考 えたい。

定義 を構築す る場 合に重要な ことをつけ加 えたい。 日本語の場合に どうなるか詳 しくは考 えていな

いが,英 英辞典 の場 合について,き ちん とした辞書はかな り厳密 に守 っていることが ある。 と くに動

`

詞 な ど他 の語 と結びつきやすい語 につい て言 えることであるが,『 ある動詞 に対 する定義は特定 の文

脈で当該の語に代入する ことができるような もの である』とい うことである。例えば,他 動詞 におい

て目的語を採 るが,そ の他動詞 に当該定義 を代入 した場合に,元 の目的語がそのまま続 くようでな く

てはな らない。その他動詞 を別 の他動詞 で置 き換 える場 合のみな らず,当 該他動詞を,例 えば(動 詞

+名 詞+前 置詞)の ようにい くつかの語 で定義 した ような場合で も、形式的に代入 して元の 目的語 が

そのまま続 くようでな くてはな らない。そ の点,実 用辞書 では随分ずさんな ものがあるが,OEDに

おいては大体,こ の原則が守 られている。 もちろん,実 際上,定 義を代入 して英語 らしくなるか とい

うことは別問題 として,論 理的 ・文法的 には代入 できる ように構築 されている。

次に,OEDが 触 れている辞書の側面は 「用 法」で ある。用法 とは主 として統語上 の問題 であろう

か と思 う。つ まり,語 の連結,言 い換 える と「ある語 がど うい う語 を支配するか上 「ど うい う成句

があるか 」,と い うことであ り,こ の ような側面 を扱 った辞書 に「語法辞典 」,「 慣 用辞典 」がある。

次の側面は同義語 ・類義語 であるが,こ の側面 を扱 った辞典が 「同義語辞典 」,「 類義語辞典 」であ

る。続いて,OEDで い っている起源 ・歴史 であるが両者 はどう異るのか?起 源 とは,あ る語 の原
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形 である。それ では原形は どこまで さかのぼって考れば よいか?英 語の場合で あると英語の一番古

い形か ら,歴 史以前 までさかのぼ るとゲルマン語 ・イン ドヨーロ ッパ語までを起源 とい う。そ うい う

祖形が歴史の過程 での変化 をあ とづける ものを歴史 といい,そ れ をたどって位置 づける。そ ういった

側面 を扱 った辞典が 「語源辞典 」である。

OEDの 「辞典 」の定義 の最後に,「 検索 に便利な ように,語 は ある一定の順序に,現 在では大抵

の言語 でアル フ ァベ ッ ト順に,配 列 されてお り」とある。普通 の入 が使用す るものが これであり,ま

た意味領域でわける 「分類体辞書 」がある。 ここにいる我 々が普通 に考え及ぶ もの としてはシソーラ

スが これに当 る。

以上,OEDにteけ る辞書の定義 にそ くして,辞 書 がもつ様 々な側面について触 れた。

これ らの側 面は歴 史過程 において何 らかの形 で現われて くるので英国における辞書の発達を簡単に

述 べる。

アング ロサクソンは449年 に ブ リテン島に渡 ってきた。 この年 に,ヘ ンギス トとコルサ とい う族

長兄弟に率 られた ジュー ト族の一団がケン トに上陸 した。 もちろん彼 らは ラテンもしくは地中海文 明

に接触 していない。彼 らは もの ごとを書 き しるす習慣 を持 っていなかった。ただルーン文字 とい うも

のを使用 していたが,こ れは金石文用 の文字であり,石 とか金属,ま たは動物の角,あ るいは木片 に

先の尖 った もので彫 りつけた もの であり,物 事の記録 とい う実用的な用途には用い られず,呪 術的意

味,あ るいは物の製作者の名 前をその物に記す ことに しか用い られず,事 件や文学作品を記述するな

どとい うことには用 い られなかった。事件 や文学的な ものは彼 らの間 では 口伝えで伝 え られたに過 ぎ

ない。以 上の ような(物 事を記述する とい う)点 について,画 期 的な ことだったのは,キ リス ト教の

伝来 であった。6世 紀末に北 と南か らキ リス ト教が渡来する。キ リス ト教の伝来は,宗 教上の出来事

に とどまらず,彼 らに とって,地 中海文明 と接触す るとい うことで あった。そ してアング ロサクソン

は ローマ文字 を取入れて記録す ることを始めた。当時 ラテン語は ヨーロ ・パに拾ける国際的共通語で

あった。 当時は文献 とい うのは ラテン語の文献 であった。彼 らは ラテ ン語 の写本 を読 む場 合に,当 然

の ことなが ら難 しい言葉 に行 き当 ることとなり,自 分 で写本 を読 むの に役立つ ように,あ るいは,後

の人がそ の写本 を読む時 の参考 になる ように,も っと平易な ラテン語や,自 国語つ まり古期英語で,

その写本 に注解 を加えた。一般的 に,あ るラテン語 のテキス トについて行間に書 き込んだ注解は,難

しい語 にな され ている場合 と,ほ とん どすべての語 になされている場 合 と両方 ある。そ うい う注解を

一ケ所に集めた ら便利 であろ うとい うことで
,注 解集(glossary)が 作 られた。 これが辞書の第1

歩 で ある。 この注解集 におけ る語の配列は様 々で あり,1番 原 始的な形はそ のテキス トに出て くる順

序に配列 する とい うもの であった。少 し進ん だ形 は,単 語の最初の1文 字(例 えばA)の 同 じ語 をひ

とまとめにす るとい う方法で あり,第2文 宇 目以 下は問題に しなか った。 もう少 し進ん だ段階では,

先頭2文 字 に よる配列が用 い られた。第3の 配列法 としては,主 題別 に関連の ある語 を集 めた ものが

ある。 これを類語集(vocabulary)と い い,古 期英語の頃 から中期英語 の時代 に至 るまでい くつか
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作 られている。15世 紀 になると英国最初の英羅辞典が作 られた(1440年 頃)。 また,羅 英辞典

が作 られた(1460年 頃)。 ここに本 格的 な辞書が成立 した。その後,文 芸復興 の新 しい気運に乗

って,16世 紀 には古典 ラテ ン語の辞書 の編纂が行われ,そ してまた,ヨ ーロ ・パのフランス語,イ

タリア語,ス ペ イン語等 を英語 で説明 した辞書 が成立 した。

その ようなわけで,英 国 における辞書 は外国語,つ ま り当時の国際語で あるラテン語 を対象 とした

辞書か ら始ま り,近 代 の英語辞書,つ まり国語辞書一英語 を英語 で説明 した辞書 一の成立 は もっと後

にな る。

16世 紀 の中頃にな って最初 の英英辞典が作 られる。 しか し,初 期 の英語辞典 は難語(Hard

words)の 辞 書で あった。そ うし(う難語辞書の編集は18世 紀 に まで及ぶわけであるが,一 般的 ・標準的

辞書は18世 紀 に発達する ことになる。現在 までつながる本格的な辞書が作 られるのは19世 紀 の こと

である。その背景 として ドイツを中心 とした ヨーロ ッパ において歴史言語学の発達が あり,歴 史的な

原理に基づいた辞書 として前述 したOEDが 登 場する。

日本の場合は,多 少英国の場合 と事情 が似 てい る。 日本はまず中国語 か ら発 して,そ の中国語 を日

本語 で説明す る,つ まり,漢 和辞典 を作 った。そ して,そ の漢和辞典には部首に より分類 した もの,

あ るいは意味表示 に より分類 した ものが ある。国語辞典 が登場するのは,そ の後 であるとい うことで,

英 国の場合 と似 てい るわけで ある。

最後に編纂の方法,そ の具体的手順,手 法な どについ て述べ る。辞書 において最 も重要 なのは,意

味 と用法である と思われ るので,こ れ らについて私 の編纂 した岩波新英和辞典 にそ って簡単に述 べる。

岩波新英和辞典の 「は しが き」に も書いたが,こ の辞 典の性格 は,

『英語 の学習 に強い熱意 をいだいている高等学校 や大学 の学生諸君に も大いに助けになるとともに,

英語 の知識 を必要 とする各界 の第一線 に立 って活躍 する実務家や我々英語教育に携 わる者 にとって,

これ1冊 あれば少な くとも当座の用 が足 りるとい う小型の英和辞書で あり,鞄 の中に忍ばせて車 中で

書物や新聞 ・雑誌を読む時に使用で き,ま たは,教 室 で英語 をするに値す る小型の英和辞典 』

とい うことを意図 し,簡 単 に言 えば,技 術 家や教師 を対象 に した小型 の扱 い易い英和辞書 とい うこ

とである。使用 目的 や対象 に より,見 出 し語 の選定 が決定 されるわけで,こ の辞書は,前 述の性格の

ものであるので基本的 には新 しい ものでな くてはいけない し,新 しい語 も含 まねばな らない。同時に,

教室 で使 うとい うことか ら現在の文献 だけでな く多少古い文献 を読む時 に も使 える ように考えた。そ

こで重要語の扱 いを詳 しくしようと考 えた。ただ し,英 語 は我々にとって母国語 ではない し,語 の頻

度調査を行 ったわけで もない。 また,他 の所 で行 った頻度調査 を一方的 に取 り入 れるわけに もいかな

い。そ うい うわけで我 々は,権 威 ある,し ば しば改正 されup-to-dateに な っている辞書,あ る

いは新たに刊行 された辞書 を語彙選定 の参考資料 として複数選び,ど の辞書 とどの辞書 に収録 され て

いる ものは取 り上げ る,と い う選定 方法 を採 った。語 の配列 については,本 来な らば多数 の例文を収

集 し,そ れ らに より語義の分析 を行 い語義 を決定 し,一 定の方法に従 って配列す るわけで あるが,こ
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れ も外国語であるのであ ちらの辞書 に頼 らざるをえない。そ して,当 初はTheAmericanHeri-

tageDictionaryoftheEnglishLanguage(AHD)を 第一の基礎資料 とした。 その理

由の第一は,AHDが コ ンピュータを利用 して編纂 されている こと,そ の第二は,米 国で出た ごく新

しい辞書で ある とい うこ とで ある。 しか し,AHDを 資料 と して使 用 している うちに,こ の辞書 が ま

った く信頼できない もので あるこ とがわかった。そ こで,校 閲者に,常 にOEDを 参照 して修正する

ように指示 した。今 日では辞書vaas・い て意義素的な分析が重要視 されているが,OEDは,今 か ら

100年 以 上 も前に,編 集 が開始 された時点 で,す でにその ような ことを行 っていた。

表2に,'例 と してOEDに おけ る副詞CtRound,,に ついての意義分析 を示 した。 定義 を日本語に

直 し,簡 単な例文 を添えて,意 義の要素 を示 し,図 式化 した のが表2に ある ものである。

(tR
ound,'の 基本的意義は 「円」で あるが,OEDは そ れを大 きく1,皿 と2つ に分けている。

OEDは ど うい う基準 で1と 皿に分 けたかは書いていないが,そ れぞれにむける定義 を逐次読ん でい

くと,1は 「公転 」すなわ ち回転す る ものが回転軸 をその内に持たない場合,]1は 「自転 」すなわち

回転軸 をその内 に持つ場合,で あることがわかる。表2に おいて 「意義の要素 」は,運 動の観念が含

まれる ものには 「+運 動 」t'含 まれない ものには「一運動 」で示 し,ま た,360。 閉 じている円の

観念の ものには 「+完 全 」,完 全 に閉 じていない ものには 「一完全 」で示 した。

もちろん完全 なものでないに して も,こ の時代にOEDは す でに語 義の分析を行 っていた,と い う

ことがわかる。

先程 も述べた ように,OEDは 歴 史主義(語 義の生起 した年代順 に配列 してい く)で あるが,意 義

の分析 を行 ってい るように,い わゆる論理主義 と歴史主義 とは必ず しも矛盾する ものではない。つま

り,一 つの語義 を認定す るのは難 しいことではあるが,OEDに お いては,語 義番 号1,2,… の中

では,一 応年代順にな ってい る。た だ し下位の語義番号の間では必ず しも,年 代順にはな っていない。

例 えば,1-b(1613年)は2-b(1836年)よbも 初 出が新 しい。 この ようにOEDに お

ける語義の配列は歴史主義 と論理主義の組 み合わせにな っている と考えて もよい。以上のOEDに お

けるt"Round,,の 定 義 を分類 してみた のが,図 に示 した ものである。 左側の分類は,公 転/自 転 に

よりまず分類 してみた もの であり,右 側は,ま ず運動の観念が あるかないか により分類 してみた もの

で ある。

以上見 てきた ように,私 は,現 在刊行 されている辞典 の中でOEDほ ど秀れ てい るものはない と考

えている。 もちろんOEDに も様 々な欠陥は あるが全体 として見 る とOEDほ ど秀れ ている ものはな

い。 この ような理由で英和辞典作 りに際 しても,OEDを 大 いに参照 させ て もらってい る。
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表2 OEDに お けるRoundadv.の 意 義分析(基 本的意義 は 「円」)

語義番号 定 義(初 出年代) 例 文 意 義 の 要 素 図 式

1

公

転

五

自

転

1 ぐ る り と回 っ て,一

周 して,循 環 して;

(時 が)め ぐ っ て

a1290

go～and～inacir-
cleぐ る ぐる と輪 を描 い て回 る

/Summerwillsoon

come～again.間 も な く

夏 が 再 び め ぐ っ て 来 る

働 +完 全(360')

○
b (一巡 して)皆 にわ

たるように

1613

Thereisjusteno㎎h

caketogo～ ち ょ うど 皆

に わた るだけ の菓子 が ある

e 初 めか ら終 りまで;

ず っと,… 中1753

alltheyear～ 一 年 中

f 巡回 〔巡遊,巡 訪〕

して1821

showsb.～ 人 を あ ち こちに

案 内 す る

9 動き回って1890

2 ぐる りと囲んで;ま

わ りに

a1290

aroomhu㎎ ～withport-

raits壁 にず ら りと肖像 画 を か

け た 部屋

鋤 碓
㎜ ○

b 輪 〔円形〕をな して

c1386

〔周 囲が〕 alog3fcct～ 周 囲3フ ィー

トの丸 太

3 (中心から)あ らゆる

方向に,到 る所に,あ

ちこちにc1440

鋤 会
σ周上の鳶

'◆、
'へ

1×,
、 ρ
・・'

b (中心から)四 方に向

かって測って1650

alltheneighborsfora

mile～1マ イル 四方 の全 住民

迂1～、
、べじ、

C 近 くに,辺 りに1785 (i)

4 回 り適 して1668 goalo㎎way～ 随分 回 り道

す る

働 唯

(<360Q) ぐ)

b 自分のいる場所へ 〔か

ら〕,出 向いて1698

asksb。 ～ 人 に こ ち らへ 来 る よ

うに言 う/Orderthecar～

車 を(玄 関)に 回 させ て くれ

6 ぐるぐる回って,回 転U

てc1500

Vぬeelsgo〔turli〕 ～

車 輪は 回 転す る

+完 全(360心) @
8 反対側に,反 対方向に

a1765

Heturned～ 向 き直 った/

Don'tlook～.

振 り返 るな

一完 全(180。)

吻
b 反対の意見 〔態度〕に
1825

talksb.～ 人 を説 得す る
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「円」▲
1公 転 皿自転

へ 「＼
+運動 一運動 ⑥+完全 ⑧一完全

/＼N600)(1so5
①+完 全 ④一完全 ②+完 全 ③一完全

(360う(<3603(円 周)(円 周上の点)

「円」へ
+運 動 一運動

く へ
公転 自転 ②+完 全 ③一完全

/＼＼ ＼
⑥+完 全 ⑧一完全①+完 全 ④一完全

図.
〈CR
ound,,の 定 義 の 分 類

〔質疑応答〕
■

Q1,今 ま での辞書(例 えばOED)の 歴 史的変遷 をお話 しいただいたが,こ れからの辞書はどうある

べきか,今 までの辞書の不足 してい る点 はどんな所か,そ れはとりもなおさず辞書の未来像 とな

ると思いますが,い かがお考 えで しょ うか?

A1.冊 子 体辞書 を考 える限 りは,意 義 素的な分析 をより徹底 しておこな うこと。それか ら,こ れは

英語辞書の場合 であるが,学 習辞典 にある ような文型の表示(例.SVOな ど)やcountable

/uncountableの 区別等について より厳密 ・体系的に理論的な究明 を加える必要がある。後者

に関する動詞 を中心 とした分析 は,LOngmanのLDOCEで は 非常 に詳 しく行 われている。

OEDに おいては,必 ず しも体 系的 ではないがかな り細 か く分析 されてい る。

Q2.「 意 味 」と「意義 」の差異は?

A2.表1に ある限 りに おい ては差 異はない。詳 しくは,使 用 される文脈 まで考 えねばな らない。

Q3,「 用 法 」と「用例 」の差異は?

A3.「 用 法 」…主 として語 と語 の結びつきな ど,統 語上の問題点を示す。

「用例 」…項 目をなす言葉 がど うい う文で使用 されてい るかを示す。

Q4、 語釈は どこまで詳 しくすれば よいのか?

A4.語 釈 において使われる言葉 を見 出 し語 にすべきか,に ついては,理 想的には現出す る語はすべ

て載せるべきであるが,現 実 には難 しい。
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Q5.「 読 み方 」と「発 音 」の差異は?

A5.「 読 み方 」 とは漢字の読み方が念頭 にあるのではないか。

Q6.頻 度調査の問題点はなにか?

A6・ ① 中間頻度 を持 った ものに対 しては,頻 度調査 を絶対的 な もの と,と らえることはで きない。

②文学作品の中 に出て くる語 などで,頻 度 の低 い語で も,採 用 して もよい場合があるのではな

いか?

Q7.独 自の語義分析 とい うものは,ど の くらい行 われているのか。

A7.英 和 辞書 ではほ とん どすべてが先行辞書 の引用 である。英英辞書で も,先 行辞書に配列を変え

るとか して,少 し手 を加 えた程度の場合が多い。

Q8.新 語 を考 えた場合,見 出し語 の選定は先行辞書 に頼ってばか りい られない と思 うが現実 には ど

のように行 われているのか?

A8.エ デ ィター-VCも よるが良心的辞書 の場 合は選定作業 を行 ってい る。 また新語辞典 とい うものが

あるが,私 の辞書 もそれ を参考に している。新語 または語 の新 しい用法 について(何 しろ外国語

の ことであるので)そ の意味 を定義す るのは 自信が もてない し,独 自に定義するのは難 しい。ま

た,そ の新 しい語の将来の使用頻度 や用法の見極めが難 しい。

Q9.現 在 の辞書作 りに,言 語哲学 あるいは言語学が反映 されてい るのか?

A9.い ろ いろな辞書 を見 て も反映 され ていない。

①OEDで の厳密 な語義区分 の方法について,英 国で編集当事者 に聞いて も,日 本の英語の語

選定の専門家に聞いて も,「 方法 」は知 らない と言 ってい る。OED全 体 としてみる と語義

区分は一貫 している。従 って内部資料はOED関 係 者 に渡 ってい ると推察する。

② 日本の国語辞書 で も欠陥が多い。辞書学 の理論 と辞書作 りの現場は結 びついていない と聞い

ている。

Qlo.岩 波 新英和辞典 はOEDを 参 考 に してい るようだが,図 にあるc(Round,'の 体 系図の よ うな

構造化 した もの を作成 されたので しょうか?

この体系図は我 々のプロジ ェク トに非常に参考 にな ります。・

A10,こ の体系図は私 の頭 の中で考 えた ものである。OEDで は マレー一氏の ような優秀な入が編纂 の

指揮を とっていた(の で,こ の ような体系的な語義区分 が達成で きたのだと思 う)。 「岩波新英

和 」ではOEDそ の ままでな く,私 自身の判断で考 えた部分 がある。OED本 体 は古い時代 に編
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纂 された ものであるし,ま た長考 の末,米 語 も採 り入 れることに した。

Q11.一 般 論 と して辞書改訂 には長時 間かけるべきか?

A11.理 想 的にはどん どん改訂 していった方が よい。言葉に よって,変 りやすい ものと変 りに くい も

のが ある。全体 と しては,辞 典 の性格 によるのではないか。例えば学習辞書は新聞 ・雑誌 を読 む

ために使 う用途ではないので余 り改訂する必要はない と思 う。
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資料21COTに おけ る辞 書 の 研 究 につ い て

新世代コンビ"一 夕技術開発機構(ICOT)

研究所第二研究室 横井 俊夫 室長

1.動 機

何故,第5世 代 プロジ ェク トで電子化辞書 を作成 しようとす るのか?

そ れは,第5世 代プロジェク トの中で,知 的 インタフ ェース とい うテーマに一応 くくられている

が,自 然言語処理は知的処理の根幹 にかかわるテーマである。 しか も,自 然言語処理 とい うテ ーマ

において も,単 に個 々のシステムの開発 のみではな く,本 格的使用に耐え うる第5世 代技術 の1セ

ットを作 ろ うとしてい る。 したがって,そ のための基礎 と もなるべき辞書 も,中 途半ばな ものでは

な く,本 格的辞書作 りを志向する ことになった。

2.経 緯

第5世 代 で電子化 辞書 を作成する ことにな ったが,数 万語 も初 めか ら収集するのは困難 であるこ

とか ら,冊 子体辞書 の出版社が所有 している辞書情報を元 に,電 子化 を行 うことにな り,数 社の出

版社 に当ってみた。固辞す く出版社 もあったが,情 報 の電子化 の流れの中で大 きな変化 を受け るの

は出版社 であろうと言われてい る折 で もあり,積 極的姿勢の 出版社 もあり,コ ン ピュータのメイン

フレーマ と共同で電子化辞書 を開発す る体制が整 ったのが昭和59年7～8月 頃であった。

3.内 容 ・体制

3年 間で,以 下に示す体制 に より各5万 語の電子化辞書 を計4本 作成する ことにな った。1本 当

り3年 間の開発費は約2億5千 万円であるとい う計画 となった。

辞 書 メ イ ン フ レ ー マ 出版社

1.日

2.英

3.和

4.英

語

和

英

謡

本 日 立

東 芝

富 士 通

富 士 通

(未 定)

学 研

旺文社

旺文社

また,ICOTの 電子化辞書を検討 し推進するため,茨 城大学教授であり,言 語学者である石綿

敏男先生を委員長 とする委員会を設置 した。
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4.移 行

第5世 代 プ ロジ ェク トは予算 が大 きいと一般に考え られ てい るが,テ ーマ数 も多 く,辞 書作 りに

割当て られる予算は十分 ではなか った。

そ こで別 の形態,予 算枠での新 しい研究 ・開発事業 として計画 が進め られてい る。 この計画が決

まれば,ICOTに おける

辞書作成事業 は昭和60年9月 をもって終了することになる。

ちなみに,ICOTで の辞書作成は,(最 重要語1千 ～2千 語+シ ソーラス)の 辞書 と,逐 次型

推論 マシンPSI上 で の辞書作成支援 ソフ トウ ェアの作成 である。新 しい事業 となれば,辞 書の規

模 も,も う一段拡大 し,概 念体系,概 念記述等の高度な研究 も含 まれる ことになる。

5.私 見

プ ログ ラム言語は,万 国共通の言語 で よいが,情 報処理技術 は出来る限 り,そ れぞれの国の国語

で表現で きる ように したい。例 えば,ド キ ュメン トコメン ト,変 数名,等 は 日本語 で表現すべ きで

あろ う。

逆 に言 うと,日 本 はガソ リンが無 くて困 った と同様 に,ttこ とば"で 苦労 しているが故 に,Ctこ

とば"に 対す る技術 こそ 日本 の有力な武器 にな りうる と考える。

〔質疑応 答〕

Q1.電 子 化辞書 の現在の問題点は?

A1.語 彙 数か ら,中 の仕組 か ら,す べて見直す気運にある。一般用語 の語彙数 も増 したい と考 えて

hるo

Q2.最 重 要語1千 ～2千 語の選択 はいかにするのか?

A2.各 メ 』カにまかせた。例えば,冊 子体辞書 で星 印**が つ い ている語,等 が考え られ る。

Q3.「 語 」の例 を示 して くれ?

A3.昭 和59年 度ICOT報 告 書 に掲載 されてい る。 また,今 年10月 末 に磁気 テ一品ブ化 された辞

書 が出来上る。

Q4.一 般 に,辞 書 を引 くのは,そ の語がわか らないか らである。そ の意味か らも,国 としては,専

門用語辞書の開発 を重視すべ きであろ うと考えるが,い わゆる基本辞書 と専門用語辞書 の切 り分

けはいかに行 っているのか?

A4.基 本用語は,現 行の(冊 子体)辞 書 を生かす ことに している。

機械翻訳等の 自然言語処理技術か らの要請が研究開発の動機 であるか ら,む しろ基本語の方が
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より重要 である。

Q5.シ ソーラスは開発す るのか?

A5.昭 和60年9月 までに開発 したシソ一一ラスは,

り本格的なシソーラスを作 る予定 である。

あくまで参考的な もので あり,今 後3年 間で よ

Q6.専 門 用語辞書作 りに必要なのは,ど うい う分野の人か?

A6.言 語学者,情 報処理技術者,目 的 とす る分野の専門家で ある。

Q7.新 しい事業で,作 る予定 の辞書 の提供形態 は?

A7.磁 気 テープに よる提供 をまず考 えてい る。

Q8.辞 書 の規模を5万 語 と したのは何故 か?

A9携 帯 用(冊 子体)辞 書 の収録語数 をメ ドとした。
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資料3機 械翻訳 システムの評価 と利用法

電力中央研究所

寺野 隆雄 研究員

1.動 機

財電力中央研究所では,大 量の技術文書 の翻訳作業 を省力化 ・効率化 する必要 があることか ら,

其 日機械翻訳 システム(富 士通ATLAS-1)の 評 価実験 を行い,現 在の技術 レベルで適切 な利

用方式 を探 った。'

2.機 械 翻訳 システムの特徴

現行の機械翻訳 システ ムには,種 々の あい まい さを解決す るための 自然言語処理技術上 の制約や,

システムの使価 やCPU時 間等 のコス ト上の制約 などが ある。ユーザ自 らがその能力 と限界 につい

て十分 な認識 を持 ってシステムを使い こな してい くことが重要で ある。

今後数年間は,機 械翻訳システム を翻訳の支援 に用い人間が機械翻訳文 を修正 して読みやす くす

るとい う使 い方 が中心 となろ う。

そ の場合,と くに専門分野別辞書 の充実が翻訳性能 に深 くかかわっている。

(
ユ

ー

ザ

ー

)

利用 ツール

翻 訳 辞書

・一般用語辞書

・専門分野別辞書

・一般用語辞書

(
メ

ー

カ

ー

)

・翻訳方式の改良

・性能の改善

機 械翻 訳 シス テ ム の利 用 体 制

3.ATLAS-1に よる機械翻訳の実験 とその評価

以 下の条件 で評価実験 を行 った。
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・対象システム

・例題英文

・評価 尺度

・翻訳手順

・判明事項

其 日自動翻訳 システムATLAS-1(基 本辞書5万 語,文 法7千)

EPRIJourna1(米 国 電力研究所)の 記事アブス トラク ト12編

o英 文(入 力)の 複雑度一夕Fog-Countに 基 づ く尺度

o日 本文(出 力)の 読み易 さ→理解容易性(5段 階)

o日 本 文(出 力)の 複雑度→忠実度(7段 階)

O翻 訳 コス ト

次の①～④ の4つ の手順 による翻訳結果 を評価 した。

①入力テキス トの一括翻訳

②入力テキス トと翻訳用辞書 の対話修正

③編集済み辞書 による一括翻訳

④人手に よる翻訳(比 較用)

① 機械翻訳 システムは一応利用可能 な レベルに達 している。そ して原文 の対象

分野に あわせ て翻訳用辞書 を整備 する ことで比較的容易に訳文 の品質 を向上

させ ることが可能 で ある。

②入手で原文 の入力 を行 う限 り,そ の作業時には必ず ミスが発生する。 また,

原 文 自体 につづ り違い や文法的不備 な ど,さ ま ざまな誤 りが存在す ることも

多い。 したがって機械翻訳 システ ムを実用化す るには,こ のための対策を十

分考慮 してお くことが重要である。

③ATLAS-1の 対 話処理機能は改善 の余地 が多い。それは大型計算機の

TSS環 境 の操作性 の悪 さと,翻 訳実行速度 の遅 さの2つ の問題 に起因する。

対話処理の操作性 が ワー ド ・プロセ ッサの レベル まで改善 されれば,現 状 の

システムでも一般利用者が十分活用で きる もの と考え られる。

④ATLAS-1の 辞 書編集機能 は,既 存の機械翻訳システムの中では非常 に

優れている。 しか し,そ れで も,辞 書 の追加や修正 の作業はかな り難 しい。

ATLAS-1で 採 用 された機械翻訳 の基本方式 を理解す ることは もちろん

の こと,そ れに加 え,対 象分野 の専門知識;計 算機利用全般 に関する知識;

英 語な らびに 日本語 の素養 が必要 とな るためで ある。

4.機 械 翻訳 システムを導入す る場合の留意点

上記留意点 として,(i)利 用者 が実際に翻訳 したい文章 に よるシステムの評価 を行 うこと,(ii)シス

テムの利用者層 ・利用 目的 の明確化,(iii)基本辞書 ・専門用語辞書 の整備 に よるシステムのチ"一 一ニ

ング,IV)利 用体制 の確立(翻 訳利用者 とシステム管理者 の分担)-Dミ 指 摘 された。

また,再 三 にわた りその重要性 が指摘 された専 門用語辞書 の整備手順について も説 明があった。

①原文の分析一⑫ 専 門用語 ・抽出分類→ ③専門用語 ・訳語 付け→④専門用語 ・翻訳辞書化→⑤専門
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用語辞書 のチ ューニング

〔質疑応答〕

Q1.商 用 機械翻訳 システ ムでユーザが さわれ る辞書 の編集 に も専門家が必要 とあるが,こ の場合の

専門家の範 囲は?

Al。 当該専門分野の用語 がわか り,あ る程度翻訳 システムの原理 を理解 している人で あり,言 語学

者 とは異 る。

Q2.辞 書 の さわb方 は?

A2.メ ー カ提供 の辞書 は一般 ユーザは不用意にい じらない方が よい。ユーザ辞書 についても辞書に

よりさわれる者の資格 を設 ける必要が ある。

Q3.同 じ文法 カテゴ リーでも意味 が違 う場合はど うす るか?

A3.こ の システ ムでは,1つ の カテ ゴ リーには原則的に1つ の訳語 しかつけ られない。専 門用語辞

書の切替え(具 体的 には引 いて くる優 先順位 を変 える)で 対応する しかない。現在 のところ翻訳

コス トを見 ると,人 手 に よる方 が一 次入力文 よ リコス ト的に良い。 しか しこれは,初 期 の 日本語

ワープロに見 られ た状況に よく似 てお り,現 時点 でシステムを導入 して もい ちがいに不利 とは言

えない。それは次 の理由に よる。第1に システムに よる方が翻訳ス ピー ドが速い こと。第2に,

2～3年 すればシステムのハ ー ドウ ェア価格が低 下する と考 え られること。

Q4.本 文 と要約文 では複雑度 が異 ると考 え られ るが比較 したか?

A4.比 較 は多数行 い,複 雑度 に大 きい相違は見 られなかった。

Q5.専 門辞書の分野分けにおいて,テ ーマとしての分野 とカテゴ リー としての分野 をいかに区別 し

ているか?

A5.区 別 する ことは重要 である。 しか し,そ の分類方法は現在の ところ見えていない。

Q6.Muプ ロ ジ ェク トでは,語 の多義性 を回避するため,語 に分野 コー ドをつけて,初 めに利用者

の分野を向 うとい うシステ ムの作 り方 を志向 しつつ ある。そ うする と,

とな り,文 部省 の専門用語分類作業 と並行 して進めねばな らない。

ATLASで は,1語1訳 を改良する予定は聞いているか?

A6.ATLAS-1は,辞 書 引 き1回 なので原理的に不可能 であろ う。

"分 野,,と は何 かが問題
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Q7.機 械 翻訳 シス テム改善 で,ど うい う所(高 級または泥 くさい)に 力 を注 ぐべきか?

A7.』 泥 くさい所に力を注 いでほ しい。(例:ttas,,==t〈 時,,ま た はCt比 喩,,)

原 理 は簡単で も手間 をかけた方が良い翻訳 が得 られ る。
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資料4

自妖言語解析用辞圭

アンケー ト調査票

財 団 法 人 日本 情 報 処 理 開 発 協 会
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1.プ ロ ジ ェ ク1-一及 び 辞 書 シ ス テ ム の 概 要
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共 用 使 用 に つ い て
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

以下の事項の記入をお願いいたします。

記 入 年 月 日

:

フ ェ イ ス シ ー ト

アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございます。調査に御回答 くださる前に

貴社及び機関名

所 在 地

所 属

御 芳 名

.御連絡先(電 話)露

その他、ご意見など
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1.‡lwu各

1.フ'ロ ジェク トについて

プ ロ ジ ェ ク ト の 正 式 名 称

プロジェクト参加機関名(複 数の場合)

プ ロ ジ ェ ク ト の 性 格 ・目 的
〔例〕○○の助成金により、○○の確立を
目指す、○○との共同研究

2.シ ステムについて

*当 該辞書を使用しているシステム(自 動翻訳 システム等)に ついてお答え下さい。

(1)

{2}

システムの正式名称

システムの種類

a) (自動翻訳、データベース作成 ・検索等)

b)シ ステムの目的(実 験システム、商用 システム、その他)

c)シ ステムの特徴について簡単に記入して下さい。

〔伽 毎時○万語の英田翻訳を○○%の 変換精度で行う。

d)使 用計算機システム

機種

OS

開発プログラミング言語

e)シ ステムの大きさ

データの容量

プログラム容量

その他
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f)シ ステムの機能概要(機 能図)を 記入して下さい。
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1][一 機 械 可 読 辞 書 に つ い て

1.機 械可読辞書の正式名称

2.機 械可読辞書の作成日(作 成期間)

3.機 械可読辞書の種類

(既存の冊子体辞書の機械化読化、機械翻訳システムの解析用辞書 等)

4.機 械可読辞書の種別(日 本語、和一英、英一和、英語 等)

5.辞 書の内容について

a)機 械可読辞書の現時点での対象分野ごとの収録単言辞 数及び、今後の予定件数について記入 し
て下さい。

分 野 収録単語数 予 定 件 数

一 般

'

専 門

,
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`

b)収 録単語の今後の予定について記入 して下さい。

!

6.デ ータ構造について

*a)～d)ま で についてお答え下 さい。記入 は、p5～p8の 記入欄 にお願い致 します。

a)デ ーク項 目

当該機械可読辞書のデータ項目、及び各データ項目の機能 ・目的等について別紙1・ 別紙2を
参考にして言臥 して下さい。

b)各 データ項目の内容構成

各データ項目の内容構成について、その詳細を男1紙3・ 別紙4・ 男1孫氏5を 参考にして記入して
下さい。例:① 見出し語に対する収録語の種類

②品詞分類
③意味マーカ、及びその体系
④格フレーム、及びその体系 など

c)各 デ ータ項目のデ ータフォーマ ッ ト

各データ項目のデータフォーマットを記入して下さい。

d)辞 書 のファイルフォーマ ッ ト

当該機械可読辞書のファイルフォーマット、及び各データ項目間の論理構造について、別抵旦
を参考にして記入 して下さい。
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a)デ ータ項 目



b)各 データ項目の内容構成
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c)各 デ ータ項 目のデークフォーマ ッ ト
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d)辞 書 のファイルフォーマ ッ ト



皿.辞 書 の 作 成 に つ い て

1.機 械可読辞書の作成及びメンテナンス体制

a)機 械可読辞書の作成及びメンテナンスについて、どんな体制を敷いていますか?

〔例〕出版社と共同、入力についてはA社 と共同など

b)当 該機械可読辞書の作成体制について、以下の項目についてお答え下さい。

〔例〕

人員構成 言…吾拳玉享P弓家 ○()名
↑青幸拠1里}支持渚 ○()名

(人数 ・資質) イ ンプ ッ トオペ レータ ○○名

○○○○ ○○名
○○○○ 外注

工数(人 月)

経費
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c)当 該辞書のメンテナンス体制について、以下の項目にお答え下さい。

容内以ナ冴メ

鍍

願事以ナ冴メ

)囎ぱ繊順

'

費経

一231一



2.辞 書の作成手順

当該機械可読辞書について、どのように作成しておりますでしょうか?
その作成作業の手順の概略を記入 して下さい。

3.収 録単語の収集方法

当」亥機械可読辞書に収集されている単語は、どのようにして収集していますか?そ の収集方法につ
いてお答え下さい。
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4.収 集単語の分類作業

a)収 録する単語の収集から分類、各種マーカの付与に至る作業手順の概略を記入して下さい。

b)収 録単語の選定基準について記入して下さい。
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5.機 械可読辞書管理 システム

当該機械可読辞書の作成 ・メンテナンス作業(入 力、追加、修正、訂正など)を 行うシステムにつ
いて、その機能概要を男|紙7を 参考にして記入して下さい。
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6.入 力方法

聾禦 競闘誓麟㌍2涜!讐 雰竺ξττ循議≧最)'㌫甥 昧蛎歪ξ;
ら、滴 寸して下さい。

7.機 械可読辞書の作成 ・メンテナンスに於ける方法論、及び今後の作成 ・メンテナンス体制について
の予定、問題点、意見等をお書き下さい。
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IV.辞 書(シ ス テ ム)の 運 用 に つ い て

1.主 なユーザについて

a)社 内、商用、その他

b)ユ ーザ数

b)主 な ユーザの使用 分野

〔例〕電力関係、原子力関係、通信関係

2.シ ステムの利用に於けるエンドユーザ側の機械可読辞書の操作可能部分と操作方法

a)辞 書の登録 ・修正 ・改良に関して、どのような体制になっていますか。

(エンドユーザに任せている ・エンドユーザと協力体制を敷いている ・その他)
(エンドユーザカ操 作可能の場合、エンドユーザ用に提供しているマニュアルがありましたら
添付して下さい。)

b)エ ンドユーザによる、辞書の修正(書 き換え)・ 追加可能部分及びその方法についてお答え下
さい。

修正 ・追加可能部分 そ の 方 法

c)シ ステムの辞書以外の部分で、エンドユーザカ操 作可能な範囲についてお答え下さい。

d)エ ンドユーザによる、辞書の実際の操作内容について、その状況を具体的にお答え下さい。

e)エ ンドユーザによって辞書が追加 ・修正 ・訂正された場合、その権剥(著 作権 等)は どのよう
に扱われますか。
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V.当 該 辞 書 の 他 プ ロ ジ ェ ク ト、 及 び 他 シ ス テ ム と の
共 用 使 用 に つ い て

1.当 該機械可読辞書を他のプロジェクトあるいは他のシステムと共用使用する場合、どのような問題
が生じると思われますか。

2.共 用使用を前提とした場合、機械可読辞書の作成及びメンテナンスを行う上で、考慮すべきだと思
われる点があればお書き下さい。

3.提 供可能性、及び提供方法について

a)当 該機械可読辞書が、有償あるいは無償で外部に提供される可能性はありますか。

b)提 供される場合の条件がありましたら、お答え下さい。

c)ど のような媒体で提供されますか。

d)有 償の場合、提供価格はどの程度とお考えですか?
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が あ りま した ら御 紹 介

 

－
VI.関 追 追*斗 、 …参 考
下 さ し、。
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